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　リゼットは可愛らしい小鳥のさえずりで目が覚めた。

　広い寝室の大きなベッド。柔らかな白い布の天蓋が視界に入る。上品で繊細な雰囲気の部屋だが、飾り気は少ない。

　臙えん脂じ色いろの厚いカーテンの隙間から眩まぶしい光が入ってきている。今朝は天気がいいらしい。

　それだけで明るい気持ちになり、リゼットはベッドから飛び出した。二重になっているカーテンを開けると、部屋にさっと日が差してくる。

　今日はきっといいことがあるわ！

　それが思い込みでもいい。リゼットは夜よ着ぎのまま裸足で部屋を横切り、金縁の鏡を覗のぞき込み、にっこりと笑ってみる。

　笑顔を絶やさずにいること。

　いつも家庭教師にそう言われている。

　なぜなら、私はアマーナリア王国の王女だから。

　本当はエリーゼティア・ミーゼン・メル・アマーナリアという長ったらしい名前なのだ。だが、リゼット姫と呼ばれることが多いし、自分もリゼットとしか思えない。

　この国に生を受けて十八年。少女から大人になりつつある十八歳だが、男子にしか継承権がないこの国では、リゼットは政略結婚の駒でしかない。

　アマーナリアは裕福な国とは言いがたかった。辺境で湿地が多く、作物もあまり育たない小さな国だ。周辺の国々に征服されなかったのが不思議なくらいの弱小国だが、豊かな実りもない国なので、征服するほど魅力がなかったのだろう。

　いつしかヴァンダーン帝国の一部になってしまったが、それでもアマーナリア王国は存続していた。帝国の隅っこにある小さな国のことなので、ひょっとしたら忘れられているだけかもしれないが。

　かくして、アマーナリアは昔も今も貧しい国だ。

　だから……王女の使命は『できるだけ身分の高い裕福な男性の妻になること』だ。もちろん、よその国の王子なら一番いいが、王子だってなんの持参金もない王女など娶めとらないものだ。向こうにしてみれば、政治的にもまったく利点が感じられるはずがない。

　歴代の王女は、よその国の裕福な家に嫁いだものだった。向こうは王女を花嫁にしたと自慢になる。その見返りに、国はその家から援助をもらう。逆に、王子は裕福な家から多額の持参金と共に嫁いできた娘と結婚している。

　いずれにしても、この国には援助金が必要なのだ。とはいえ、少しばかり援助してもらったとしても、焼け石に水なのだが。

　それでもリゼットはできるだけ裕福な男性に嫁がねばならない。

　だから、容姿に気を使い、礼儀作法を勉強し、たくさん知識も蓄えた。今、鏡に映っている自分の姿は、リゼットが考える『素晴らしい王女』の基準に充分達していた。

　すらりとした体形、金色の長い髪、キラキラと光る宝石のような緑色の瞳、健康そうな薔ば薇ら色いろの頬、可愛い唇。

　鼻が少し低く、童顔なので、完璧な美人とは言えないが、悪くはないと思う。

　リゼットは素早く夜着を脱ぐと、動きやすい服装に着替えた。ドレスではない。男の子の服装だ。

　長い髪をまとめて帽子の中に押し込むと、少年のような姿になる。

　そのとき、小さなノックの音がして、扉が開かれた。リゼット付きの侍女ナディアがしずしずと朝食を持って、入ってくる。彼女はリゼットの姿を見て、顔をしかめた。

「姫様、また畑へお出かけなさるおつもりですか？」

　リゼットは肩をすくめた。

「ええ。だって、王室の人間は、国民がきちんと作物を育ててくれているから暮らしていけているんだもの。お手伝いするのは当たり前のことよ」

　慎ましい国民性を持つアマーナリアの人々は真面目に働き、特に欲張らず、みんな仲よく助け合い、それなりに楽しく暮らしてきた。

　王室も贅沢を敵としていて、王が主に行うのは神に祈りを捧げることで、そのお返しに、国民からは生活に必要なものはなんでも提供されていた。だからこそ、王室の人間は彼らに感謝しなくてはいけないのだ。

　とはいえ、手伝うのが王女だと思うと、遠慮するだろうから、こうして身元がわからないように変装している。

　今はただのミーゼンという少年だ。

　同い年で幼い頃からリゼットのそばにいるナディアは溜息をついた。

「いい加減になさいませ。そんなことより、花はな婿むこ候補の絵姿をご覧になって、どなたか選んだほうが……」

「まだ結婚はいいわ。もう少し先で」

　いずれしなくてはいけないことはわかっている。けれども、今はまだその気になれない。

　だって、恋もしたことがないのに。

　いや、リゼットは恋をしたとしても、その相手とは結婚できない運命にあるのだが、せめてそんなときめきを経験してから結婚したいと思っていた。

　結婚とは……たぶん諦めの境地でするものなのよ。

　政略結婚以外、許されていないのだから、リゼットがそう思うのは当たり前のことだった。

「とにかく、朝食をいただくわ。たっぷり食べなくちゃ、力が出ないから」

「はいはい。召し上がってくださいませ」

　ナディアは仕方なさそうに朝食をテーブルに置き、用意を始める。他の侍女が飲み物を持ってきて、グラスに注いだ。

　リゼットはナディアの給仕で朝食を取った。これだけのおいしいものが食べられるのも、すべて国民のおかげだから、ありがたくいただいた。

　そして、華きゃ奢しゃな手を守るために分厚い手袋をして、帽子をかぶり直した。

「じゃあ、行ってくるわね！」

「行ってらっしゃいませ。くれぐれもお怪け我がには気をつけて」

「任せといてよ！」

　だてに子供時代から野山を駆け回ってきたわけではない。リゼットは体力をつけるために、家庭教師によってそうした訓練も受けていたのだ。

　政略結婚生活には何が待ち受けているのかわからない。王女たる者、いざとなったら自分の身を守ることくらいはできなくてはならない。

　もっとも、家庭教師は今のリゼットのおてんばぶりを自分のせいだと悔やんでいるのだが。

　リゼットは秘密の通路を使って、城壁の外へと出た。

　秘密といっても、リゼットがこんな格好で農作業の手伝いに出ていることは、親兄弟、そして側近などには知られている。悪人でも興味を示さない平和な辺境国とはいえ、出かけることを秘密にしておくわけにはいかなかった。

　ただ、城で働く者達の多くはそのことを知らない。それゆえ身元のわからない少年が城の中を歩いているのを見られたり、ましてその少年が実は王女だと気づかれたりするのはあまりいいことだとは思えなかった。

　いくらおてんばでも、王女は王女だ。仰天されるのは間違いない。

　城壁の外へ出ると、馬を二頭連れた細身の少年がリゼットを待っていた。

「テオ！　ごめん、待った？」

「少しな」

　彼は一頭の手綱をリゼットに差し出した。昨日のうちに、この時間にここに来るように頼んでいたのだ。

　テオはいわばリゼットの護衛だ。細身で力もなさそうに見えるが、実際は武術の訓練を受けていた。本来ならその能力に見合う仕事を与えられてもおかしくないのに、リゼットの幼なじみであったばかりに、護衛をしつつ農作業に付き合わされる羽目になっている。しかし、彼は文句も言わずに役目を果たしてくれていた。

　もっとも、今まで危険な目に遭ったことは一度もないのだが……。

　とはいえ、用心はいつだって必要だ。

　城は小高い丘の上に建っていて、そこから下っていくと、街が城を取り囲むように広がっている。アマーナリアの中で唯一賑にぎわっているところでもあった。そして、家々が建っている場所を抜けると、リゼットが手伝っている畑がある。

　畑がつくれる土地はまだいいのだ。問題は湿地帯が多いこと。湿地帯をなんとか改良したいのだが、上手くはいかない。

　でも、これが私の愛する国なのよ……。

　アマーナリア王国にはこれといった魅力がなく、わざわざこの国を襲おうとする敵もいなかった。

　そんなわけで、この国の国民はみんなのんびりしていた。争うより、協力して、作物を育てたほうがいい。それだけなのだ。

　いつかは結婚して、この国とは縁が切れるのかもしれないけど……。

　今はまだ、私の大好きな国。愛する国だ。

　リゼットは馬を駆り、テオと共に、元気よく畑に向かった。
















第一章　皇帝の花嫁募集













　ヴァンダーン帝国の宮殿は、帝国の威風を伝える壮麗かつ巨大なものだった。そして、内装には目も眩くらむような豪華な装飾が施されて、見る者を圧倒する。すべては国の力を誇示するためのものだ。

　だが、皇こう帝ていアンドレアスの執務室にはそういった装飾品はない。もちろん皇帝が使う部屋であるからには、それなりに手の込んだ家具や調度品が置かれているが、すべて実用品だった。

　黒髪のアンドレアスは窓を背にして、重厚な机に着き、目の前に立つ宰さい相しょうネスケルを鋭い青い瞳で睨にらみつけていた。

「私にはそのような暇はないんだ！」

　執務室にはネスケルの他に、秘書長のギュンターと側仕えのハンスがいて、いずれも部屋の隅に控えている。この二人はアンドレアスが不機嫌なときには何も言わずにじっとしているほうがいいとわかっているが、ネスケルは違う。言わねばならないと決心したときに口を閉じていたことはない。

　何しろ初老のネスケルは父の代からの宰相だからだ。アンドレアスもネスケルの言葉にはいつも耳を傾けている。

　もっとも、今は違う。

　ネスケルの言うようなことをしている暇は、今の自分にはない。

「いいえ、これはこの国にとって大切なことです、陛下！」

　彼は引くつもりはないらしい。

　アンドレアスは無言で立ち上がると、窓のほうを向いた。ここから帝都が見渡せるのだ。多くの家が建ち並び、そこでは多くの人々が楽しく暮らしている。アンドレアスには彼らを守る義務があった。

　アンドレアスは紺色の軍服を着ている。皇帝だけが身に着けられるこの特別仕様の軍服には金色の肩章や飾りがついていて派手に見えるが、戦闘用の衣装なのだ。しかし、ここは戦場ではない。

　宮殿にふさわしい、そして皇帝にふさわしい上品な格好をすべきなのかもしれないが、ヴァンダーンは隣国と争いを繰り返しているため、いつまた小競り合いが始まるとも限らない。だから、自分の執務室でも軍服を脱ぐ気にはなれなかった。

　そもそも皇帝とは、軍を統括する立場でもある。いや、少なくともこの国ではそうだ。どんな者よりも責任が重い。常に力強い自分を兵士達に見せなくては示しがつかなかった。

　そのため子供の頃から兵士に交じって、身体を鍛え、銃や剣の稽古は人一倍してきた。だからこそ、兵士達は自分に一目置き、信じてくれるのだ。平和な頃ならともかく、今はその辺の太った貴族のように自分を飾り立てるつもりはなかった。そんなことをしている暇があるなら、政務について考えたほうがましだ。

　この帝国の民がよりよい暮らしを営めるように。隣国との争いが続いているのも、そのためだった。隣国の脅威を取り除かなくては、平和はあり得ないからだ。そして、平和であってこそ、人は幸せになれるものなのだ。

　それゆえ、アンドレアスはネスケルが提案したようなことに興味はなかった。

　ネスケルはアンドレアスが即位してからずっとよき相談相手であった。一見するとただの小柄な初老の男だが、政治に関しては一流の嗅覚を持っている。

　アンドレアスはネスケルを振り返った。

「やはり私には受け入れられない。それだけだ」

　いつもならネスケルもここで引っ込むところだが、今日は違う。決然とした表情で口を開いた。

「もう一度、申し上げます。陛下は結婚なさるべきです」

「私ももう一度言う。そんな暇はない」

「陛下はもうすぐ三十歳になろうとしています。それなのに、いまだ跡継ぎもいない。いえ、ゲオルグ様がいらっしゃいますが……」

　アンドレアスは顔をしかめた。ゲオルグは従兄弟いとこだが、アンドレアスが嫌いな甘やかされた貴族そのものだった。軟弱すぎて、戦場では使い物にならない。兵士を残して、一人で逃げ帰るような男なのだ。

　もちろん政治的手腕は言うに及ばず……。

「あいつは私の跡継ぎではない」

「ですが、もし陛下の御身に何かあれば……ゲオルグ様が即位されることでしょう。あの方が皇帝になったら、帝国はおしまいです」

　確かにそうだ。もちろん自分に何かあるなどということはまったく考えていない。だが、ネスケルの言うとおり、自分は不死身ではないのだ。

　アンドレアスはヴァンダーン帝国を愛している。幼い頃からこの国の皇帝になるのだと言い聞かされて育ってきた。皇帝となるからには、国に身を捧げなくてはならないのだと。

　ゲオルグにはそんな覚悟などありはしない。万が一、彼が皇帝になどなったら、政務もそっちのけで毎晩、女をはべらせて酒盛りすることだろう。

　アンドレアス自身、跡継ぎが必要なのはわかっている。だが、今のところ結婚する気にはなれない。

　だいたい、ネスケルが勧めてくる女が気に食わなかった。

「わかった。結婚しよう」

　そのひと言で、ネスケルはほっとしたようだった。

「では早速、舞踏会を開き、お相手の候補を招待して……」

「おまえの勧めるような女はいらない」

「なんですと？　私の推薦する女性はどなたも上品で従順な王女か、貴族の姫君ばかりで……」

「それがよくないと言っている。私が求めているのは、自分の意見がはっきりと言えるような女だ。そして、いざとなったら馬に乗り、私と一緒に戦えるくらいの気丈さを持った女がいい」

　ネスケルは絶句していた。

　王女や貴族の姫にそのような女がいないことはよく知っている。

「そ、そんな方をどうやって見つければいいのか……」

「簡単なことだ。公募すればいい。帝国内の娘なら誰でも立候補できる」

「公募！　公募ですと？　陛下、花嫁を公募するなど前代未聞ではありませんか！」

「だから、いいんだ。国中の娘が花嫁になりたいと押し寄せてくる。娘だけでなく、その親や付き添いやいろんな者達がやってきて、帝都の景気はよくなるだろう。帝都だけではない。そんな一行が旅をしてくれれば、街道筋の店や宿屋は儲かるだろう。そして、集められた娘達が競い合うんだ。これは帝国民の娯楽にもなる」

　ネスケルはあっけにとられていた。実はアンドレアスは自分でも呆れていた。次から次へと口からアイデアが飛び出してきたが、本気で言ったわけではない。

　だが……それも悪くないかもしれない。

　跡継ぎは欲しくても、取り澄ました上品な姫なんかと結婚したくなかった。アンドレアスは皇帝でありながら、兵士に交じって己を鍛えることが好きなのだ。そして、戦うのが好きな粗野な男だ。姫なんかとは合わないに決まっている。

「最終的にはもちろん私が選ぶ。身分は問わない。早速、手続きをしてくれ」

「陛下……やはりそれは……」

　ネスケルはなんとかアンドレアスの決意を翻させようとしている。

　アンドレアスは机をバンと叩いた。ネスケルはその音にビクッと飛び上がる。

「丈夫な跡継ぎが欲しいのだろう？　それには、何人も子を産む丈夫な花嫁が必要だ」

「……承知しました」

　ネスケルは頭を振りながら、よろよろと執務室を出ていった。

　よし。これでいい。もちろん花嫁探しなんかに時間を取られたくはないのだが、帝都が賑わうのなら、商売人は喜ぶことだろう。

　そして、税収も増やせるというわけだ。

　一挙両得。

　これでよし。

　アンドレアスはペンを手に取り、机の上にあった書類の束に目を通し始めた。これをさっさと終わらせて、午後は身体を動かしたい。

　跡継ぎか……。

　花嫁の顔さえもまだわからないが、自分に小さな息子がいるのを思い描いてみるのは悪くなかった。




　今日もリゼットは畑に出ていた。

　秘密の通路から部屋に戻ると、音を聞きつけたナディアが隣室からやってきた。

「国王陛下がお呼びですよ！　早くお支度をしなくては！」

「お父様が？　一体なんの用事かしら」

「さあ、わかりませんけど。すぐに湯ゆ浴あみの用意をしますから、その服を脱いでください」

　父の用事は、結婚相手を早く決めろという催促かもしれない。

　というか、父はリゼットの顔を見る度に、その話をしたがっている。今までなんとか避けていたが、もうそろそろ限界なのかもしれなかった。

　わかっているわ。結婚して、それと引き換えにこの国に富をもたらすのが自分の使命だということは。

　リゼットの頭の中に、今まで相手から送られてきた絵姿が浮かんだ。

　どれもそれなりだが、だいたい絵姿というものは実物よりよく描いてあるものだ。リゼット自身の絵姿もかなり美化されていた。

　でも、結局、お互いの容姿なんか関係ないのよね……。

　もちろん好みも関係ない。あるのは取引のみだ。

　リゼットは帽子を取ると、長い金色の髪をひとつにまとめてピンで頭に固定する。そして服を脱いで、大急ぎで用意された浴槽に入って、汚れを落とした。

　いくら畑仕事に出ているのを知られているとはいえ、さすがに国王に薄汚れた姿を見せるわけにはいかない。

　こざっぱりとしたドレスを身に着けると、すぐさま国王執務室へと向かった。

　扉の前にいた秘書官は、リゼットを見るなりすぐさま執務室の扉を叩いた。

「リゼット姫がおいでになりました」

「入るようにと」

　扉が開かれると、リゼットはしずしずと中に入って、机に着いている父に向かって上品にお辞儀をしてみせた。

「そんなに上品を装う必要はない。どうせ畑に出ていたのだろう？」

　やはりばれていたのか。いや、呼ばれてから来るまでに時間がかかれば、そう思われても当たり前だ。

「お父様の大事な国民のお手伝いをしていたのよ」

　父は溜息をついた。

「まあいい。そこに座りなさい」

　リゼットは長椅子にドレスを広げるようにして腰かけた。父はその向かいの肘掛け椅子に座り、リゼットを鋭い目で見つめてくる。

　そんなふうに見られると、好き勝手している自分が申し訳なくなってくる。義務を果たしていない。そう思われるのも無理はなかった。

　リゼットは覚悟して尋ねた。

「それで……なんのご用なの？」

「実は……皇帝が花嫁を公募しているのだ」

「えっ、嘘でしょ！」

　リゼットは自分の耳を疑った。

　皇帝がそんな馬鹿な真似をすることなどあるのだろうか。リゼットには信じられない。

　父は手にしていた書状をリゼットに渡した。

「今日これが届いたのだ。間違いない」

　見ると、確かにそう書いてある。花嫁を公募すると。

「身分を問わず、十六歳から二十二歳までの未婚の健康な娘であることが条件だと……？」

　公募するだけでも驚きだが、身分を問わないなんて……！

　ヴァンダーン帝国の皇帝の話は聞いたことがある。若くして帝位についた彼は、隣国からの侵略を撃退するために自ら兵を率いたのだという。

　歴代の皇帝も軍隊に力を入れてきたらしく、それゆえに大帝国となったのだが、すでに大帝国の皇帝である人物がそこまで軍に関わっていることはめずらしいと思う。

　だからこそ、花嫁公募などという型破りなことを考えついたのだろうか。

「健康で、子を何人も産めそうなら身分は問わないということだろう」

　父はこの花嫁公募の件をそう解釈したようだった。

「牛や馬じゃあるまいし……。でも、結局は身分の高い貴族の娘を選ぶんじゃないの？」

　書状には、あまり詳しいことは書かれていない。とにかく花嫁になりたい者は期日までに帝都へ行き、宮殿にて受付を済ませることとしか。

　いや、よく見ると、他にも書いてある。花嫁に決まった者の家にはそれなりの援助金を出すと。 　花嫁に見合った金額を……。

「リゼット……」

　父が咳せき払ばらいをした。リゼットは父にそっと目をやった。これから何を言われるか、わかっていたからだ。

　リゼットはずっと結婚話をのらりくらりと先延ばしにしてきた。

　まだ結婚したくない、その一心で。

　だが、自分はもう十八歳だ。弟と妹がたくさんいる。この国のためにそろそろ犠牲になるときがやってきたということだろう。

　もちろん、皇帝の花嫁に選ばれるかどうかはわからないけれど。

「お父様は私に帝都に行けと……？」

「行ってくれないか、ということだ。おまえは健康な未婚の娘だろう？　しかも、一応、王女だ。身分だけは皇帝の花嫁として申し分ない」

　そう。一応、王女だ。皇帝自身も忘れているのではないかと思えるくらい辺境の小さな国の王女だが。

　一般的に皇帝の花嫁に選ばれるには、縁続きであるとか、政略的なものとか、とにかくそういった特別な条件が必要なのだ。リゼットの立場なら、皇帝にお目通りするのも難しいくらいだ。

　しかし、この場合、健康で未婚なら誰でもいいという。

　確かに願ってもない機会だ。

　もし皇こう妃ひになれれば、この国も少しは皇帝に気にかけてもらえるかもしれない。まさか自分の妃の実家が困窮しているときに背を向けたりしないだろう。

　いや、皇帝がどんな人なのか全然知らないけど……。

　身分に関係なく花嫁を公募するくらいだから、相当の変人だと思う。容姿も期待できない。それでも自ら軍を指揮する人ならば、自堕落で退廃的な男というわけではないと思う。

　どうせどこかに嫁がなくてはならないんだから……。

　お金と引き換えで裕福な貴族やら大商人やらに嫁ぐよりは、皇帝と結婚するほうがずっといい。

　それに、この国に必要なのはそこそこの大金ではなく、多額の援助金だ。皇帝になら可能だ。

　そうよ。どうせ結婚するなら皇帝よ！

　リゼットは決心して、顔を上げた。

「わかったわ、お父様。私……やるわ！　絶対、皇帝の花嫁になってみせる！」

　下剋上よ！　玉の輿よ！

　集まった花嫁志望の娘達から、どうやって選ばれるのかわからないが、健康で丈夫なのは間違いない。

　父はリゼットの決心を聞くと、ほっとしたようだった。

　恐らく父としては、早くリゼットを嫁に出したかったのだろう。リゼットとしても義務としてそうすべきなのはわかっていたが、どうしても気が乗らなかった。だが、皇帝の花嫁ならば、不足はない。

　しかも、多くの中から選ばれるという……。

　リゼットは困難なものに挑戦するのが好きな性格なので、勝ち抜いて花嫁になること自体に喜びを見いだしていた。

　定められたものに従うより、自分の運命を切り開いてみたい……！

　皇妃になれなくても、せめて帝都に行ってみたい。そこで何かもっと素敵な出会いがないとも限らない。

　もっとも、その相手は裕福な男性に限るのだが。

「そうと決まったら、すぐさま用意をしよう」

　父は立ち上がった。

「国一番の仕立て屋に新しいドレスを作らせなくては。いくら辺境国とはいえ、おまえは王女だ。他の候補者に見劣りするようなことがあってはならぬ」

「お父様……！」

　リゼットも立ち上がって、父と手を取り合う。

　目指せ、玉の輿！

　二人の目は希望に燃えていた。




　それからというもの、リゼットは帝都へ行く準備に追われた。

　新しいドレスを何着も作ってもらい、装身具も準備した。帝都へ向かうのはリゼットの他に、母とナディア、その他の女官数名と護衛数名のみだった。残念ながらテオは今回一緒ではない。そして、よほどの理由がない限り国を離れられない父は城にとどまり、遊びに行くのではないからと弟妹達は連れていかないことになっていた。

　帝都での宿泊地は母の実家だった。母も持参金つきでアマーナリアに嫁ぎ、母の父親、つまりリゼットの祖父は娘が王妃となったことに、大いに満足していたらしい。

　もっとも、今現在、祖父の商売はあまり上手くいっていないので、アマーナリアに渡した持参金を惜しがっているかもしれない。そんなわけで、もしリゼットが皇妃になったら、商売も上向くに違いないと信じていて、リゼット達の一行を快く受け入れてくれるようだった。

　リゼットは今まで農作業を手伝っていた畑の持ち主のところへ行って、しばらく来られないと告げた。

　テオと一緒にいつも無償で手伝いをしていたから、彼らにはどこかいいところの子供だと思われているようだった。まさか王女だとは思いもしなかっただろうが、お礼代わりにいつも何かしら食べ物をくれて、可愛がってくれていた。

　もしリゼットが皇帝の花嫁に首尾よくなれたとしたら、これから先、農作業の手伝いなんてできるはずもない。ということは、しばらくではなく、永遠に来られないかもしれないのだ。

　皇帝に選ばれなくても、もうそろそろ結婚しなければならない年齢だということもある。

　彼らはいつも一緒に楽しく働いていた仲間だったが、もう二度と会えないのかもしれない。そう思うと、涙が出そうになったが、なんとか泣くのは我慢した。

　自分が王女だと知られてはならないから。

　リゼットはすぐまた会えるような素振りでみなに別れを告げた。

　そして、とうとう国を発つ日がやってきた。

　その日、リゼットは朝から落ち着かなかった。城中の者達もリゼットが帝都に行くことを知っていて、なんだかそわそわしているようだった。

　弟妹達はまるでリゼットがそのまま結婚してしまうかのように、目を真っ赤にしている。昨夜、泣き腫らしたのだという。

「私、まだ皇帝に選ばれるかどうかもわからないのよ？」

　そう言ったものの、リゼットもまたここに戻ってこられるかどうか自信がなかった。

　なぜだろう。自分が皇妃になる可能性なんて、そんなに高くないと思うのだが。自分が立候補しようとしているのだから、国中の娘達が集まるに違いない。だいたい条件が大雑把すぎる。

　未婚で健康な娘。その上、身分は問わないというのだ。

　それに当てはまる娘達の中で、自分が一番とはとても思えなかった。

　それなのに、どうして弟妹達ともう会えないような気がしているのだろう。彼らが自分との別れを永遠のものみたいに悲しんでいるからだろうか。

　城中の人間が見守る中、馬車に乗り込む直前、見送ってくれる父に挨拶をした。

「では、行ってまいります、お父様」

　父の目にも涙が浮かんでいる。

「ああ。気をつけて行くんだぞ」

「役目が果たせるように全力を尽くします」

　目指すは玉の輿。皇帝の花嫁になること。

　リゼットは父と誓ったはずだが、今はなんだか城を発つのが寂しくなってしまっている。

　いや、そんな感傷に溺れている場合ではない。しっかりしなくては。

　アマーナリア王国の第一王女として義務を果たすのだ。

　必ずや皇帝の花嫁になり、アマーナリアに富をもたらす。

　それがリゼットに課せられた使命だった。

　馬車に乗り込み、窓から手を振る。

　歓声と拍手に見送られて、リゼットは城を後にした。
















第二章　憧れの都の美しい宮殿













　帝都はアマーナリアとはまったく違っていた。

　いや、帝都に着くまでに通ってきた国々ですでに、リゼットはそのことに気がついていた。

　アマーナリアが辺境の小さな国だということは、もちろん知っていた。しかし、他の国に比べて流行とは無縁の田舎の国だということが、よくわかっていなかったのだと思う。

　まず、街の規模が違う。そして、人々の生活が段違いに豊かだ。リゼットが見たこともないような便利な道具や施設があったりする。

　それから……。

　自分達一行の馬車をみすぼらしいと感じた。できることなら、そんなことは認めたくなかった。何しろアマーナリアにいたときには、しっかりとしたつくりのいい馬車のように思っていたからだ。

　確かにしっかりとしたつくりではある。だが、よその国のそれなりの馬車に比べると、とてもとても古くさく見えて仕方なかった。地味に小さな紋章がついているだけで、大した飾りもない。

　その上、国一番の仕立て屋に誂えてもらったはずのドレスがどう見ても流行のものとは違っていた。

　ドレスだけではない。残念ながら帽子も靴もそうだ。

　帝都に着くまでにかなりの日数がかかったのだが、その旅の途中で何度もそう思ってしまった。

　アマーナリアがどれだけ後進国なのか、嫌と言うほどわかってしまったのだ。

　しかも、宿屋ではリゼット達の一行を見て、宿泊客達がひそひそと噂していた。

『あれが王女なんだって。嘘でしょ』

『アマーナリアってどこだよ？　聞いたことねえな』

『ずいぶん遅れた国なんだろうね。ほら、見てよ。あのドレス』

『王妃とか言っても、私らとあんまり変わらないね』

　自分が馬鹿にされるだけならいい。だが、アマーナリアを馬鹿にされたくなかった。まして母まで噂の種にされて、リゼットはつらかった。

　そもそも、どこの国の王族とも付き合いがなく、一般の宿屋の少しいい部屋に泊まるくらいのことしかできないのだから、人に噂されても仕方がなかったかもしれない。

　そして、ようやく帝都に着いたとき、リゼットはほっとした。

　やっと意地悪な人達の目から逃れられる。そう思ったのに、実際は違っていた。母の実家は以前とは違い、ずいぶん落ちぶれていて、屋敷にあまり手をかけていない様子だった。

　リゼットの祖母はすでに亡くなっているが、祖父とは何度かアマーナリアに遊びに来てくれたとき、顔を合わせたことがある。リゼットがまだ子供の頃のことだ。祖父は王太子である弟のエーリクを可愛がっていて、リゼットにはそれほど関心がなかったようだった。

　リゼットも祖父に会うことを楽しみにしていたわけではなかったけれど、はるばるアマーナリアから来たのだし、母は祖父にとって実の娘なのだから、それなりに歓待してくれるものだとばかり思っていた。

　ところが、出迎えてくれたとき、リゼットを見るなり祖父の目が曇った。

　皇妃になるなんて絶対無理。祖父の目はそう言っているようだった。祖父としては、リゼットが皇妃になれれば自分の商売に役に立つと期待していたのに、その夢が打ち砕かれたのだろう。

「まあ……その……花嫁に選ばれるように頑張るといい」

　アマーナリアでは、自分の容姿にそこそこの自信があった。絶世の美人でなくても、まあまあ綺麗で可愛いのではないかと。

　けれども、この華やかな帝都では、きっと並の容姿なのだ。

　リゼットは早くもここにやってきたことを後悔し始めていた。なぜなら、ドレスなどの支度に相当なお金をかけている。それから、ここに来るまでの旅費もかけている。それなのに、自分がまったく問題外の存在だとしたら、なんのためにはるばるやってきたかわからない。

　しかも、行く先々で侮辱されながら。

　とはいえ、花嫁を公募するような皇帝が相手なのだ。変わり者に違いない。変わり者なら、普通の皇帝が選ばないような相手を選ぶことだって考えられる。

　そうよ。私はまだ諦めないわよ！

　とにかく、皇帝の花嫁になれないなら、それに代わる花婿をなんとかして見つけたい。

　手ぶらで故郷に帰るわけにはいかなかった。何かしら成果を持って帰らないといけない。

　すべては愛するアマーナリアのためだ。

　その夜、リゼットと母は、祖父とその愛人に歓迎の夕食会を開いてもらった。

　アマーナリアにはないようなご馳ち走そうを用意してくれて、それは嬉しかったが、夕食会には祖父の友人や取引相手も招待されていて、リゼットと母はなんとなく見世物になった気分だった。

　客はみんなリゼットの美しさを褒め称えて、花嫁に選ばれるに違いないと持ち上げてくれたものの、それが本心ではないことはそらぞらしい笑みを見ればわかった。

　中には、好色な目を向けてくる者もいて……。

　母が多額の持参金と共に王族に嫁いだことを知っている者達は、多額の金を積めば、リゼットを自分のものにできると思い込んでいるようだった。妻、もしくは愛人にできるに違いないと。

　とはいえ、それは必ずしも間違いではない。

　アマーナリアに必要なのは富だからだ。王族として生まれた者は、王太子であるエーリクも含めて、みんなお金で買われる運命だった。

　でも、いくらお金を積まれても、愛人なんかにはならないわよ！

　既婚者のくせに舐なめ回すような目で見てくる商人を、リゼットは氷のような眼差しで見つめ返してやった。

　同じお金で買われるにしても、アマーナリアの王女として恥ずかしくない嫁ぎ先は確保したい。

　花嫁募集の期限の日はもうすぐだ。それから審査があるらしく、結果が出るまで、リゼット一行は祖父の屋敷に逗とう留りゅうする予定だった。

　リゼットに用意された部屋は、屋敷の中で一番の上客が泊まる部屋で、アマーナリアでの自分の部屋よりずっと豪華だった。没落したとはいえ、さすがに帝都で大儲けしたかつての大商人の屋敷はすごいものだった。

　母は元の自分の部屋に泊まるそうで、あまりに申し訳なくて部屋を代わろうかと提案した。だが、彼女は娘時代に戻ったような気がして嬉しかったらしく、そのままでいいということになった。

　高価な調度品に囲まれて眠るのは、少し落ち着かなくて……。

　それでも、旅の疲れもあってすぐに眠りについた。




　翌日、リゼット達は宮殿に向かった。

　大帝国に君臨する皇帝の住まいなのだから、さぞかし素晴らしい宮殿だろうとは思っていたが、馬車の中から見えるその景色に驚いた。

「まあ……見て！　お母様！」

　広大な敷地が、装飾がつけられた高い鉄の柵にぐるりと囲まれている。その隙間から美しく整えられた庭園と噴水、そしてその向こうに壮麗な宮殿が見えていた。アマーナリアの古い建築様式の城のことを思い出して、そのあまりの違いに愕然とする。

　私なんかがこんなところに来るのは間違いだったのでは……？

　いくら身分は問わないと言われても、これを見たら、その辺の小娘が皇帝の花嫁になろうなんて思わないはずだ。

「リゼット……。私達、こんなところに来て、よかったのかしら……」

　母も弱々しい声を出している。

　そもそも彼女は帝都育ちなのだから、この宮殿のことは知っていたはずだ。けれども、長年アマーナリアにいたから、感覚が田舎寄りになっていたのかもしれない。

　宮殿を見ただけで意気消沈したリゼットだったが、馬車は門番の許可を得て、敷地内へと入っていく。

　そして、衛兵が指示する場所へと馬車は停められた。

　御ぎょ者しゃが外から座席の扉を開く。

　もうここまで来たら、逃げ帰るわけにはいかない。そもそも逃げ帰ったら、祖父やその愛人はどう思うだろう。父や城の者達はさぞかしがっかりするはずだ。

　やるだけやるわ！

　選ばれなかったら、それまでよ！

　リゼットは意を決して馬車から降りた。

　そこには、上品な身なりの女性が立っていて、リゼット達を迎えてくれた。

「ようこそいらっしゃいました。花嫁募集の受付はこちらでございます」

　その優しい言い方に、リゼットは少しほっとする。宮殿から受ける威圧感に恐れおののいていたが、中にはこんな優しい女官もいるのだ。

　女官に案内された部屋は大広間で、中には椅子がたくさん置かれ、多くの女性達が座っていた。

　花嫁になりたい娘達とその母親や付き添いの女性達だ。リゼットについてきた母と女官は入室を許され、護衛は制止されて別の部屋に案内された。

　花嫁の条件は身分に関係ないはずだったが、そこにいた娘達は明らかに裕福な身なりをしていて、上品そうだった。貴族ではないにしても、とにかくきちんとした家庭に育ち、教育を受けているように見えた。

　でも……よく考えてみればそうよね。

　アマーナリアの場合、あの花嫁募集の書状は国王宛てに送られてきた。父はリゼット以外にこの話をしなかったから、アマーナリアからはリゼット以外の花嫁候補は来ていない。もちろん貧しい国だから、他に誰か来ようとしても来られなかったと思うが。

　他の国ではまた事情が違うかもしれないものの、まるっきり身分の違う人達に、こんな話は浸透していないのだ。

　ここにいるのは、花嫁募集の情報を得られた者だけだ。つまり、身分が高い貴族か、裕福な者、権力を持つ者の娘達ばかりだろう。

　彼女達はリゼットをじろりと見たが、それきり無視した。

　敵にもならないと判断されたらしい。

　私はこの人達と競うことになるのね……。

　どんな審査が行われるのだろうか。わからないが、とにかくどんなに恥をかいたとしても、最後までやり遂げるつもりだ。

　どうやら、一組ずつ別の部屋に呼ばれて、受付がされるようだった。

　順番をじっと待っているうちに暇になってきて、リゼットは隣に座る娘に話しかけてみた。

「あなたはどこから来たの？」

　娘は聞こえなかったのか、答えなかった。

　リゼットはもう一度、質問してみた。

「ねえ、あなたはどこから来たの？」

　彼女はリゼットをちらりと見て、鼻で笑った。

「あなたこそ、どこの田舎から来たの？　言葉に訛なまりがあるわよ」

　訛りですって？

　リゼットは家庭教師について、訛りのない言葉も話せるように訓練されてきた。が、農作業の手伝いなどをしているときは、訛りのある言葉を話していたため、ひょっとしたらそのせいで、何か違うアクセントが出てしまっていたのかもしれない。

　それにしても、鼻で笑うことはないじゃないの。

　リゼットはムッとしたが、気取った娘に腹を立てても仕方ないと思った。何しろ、自分は流行遅れのドレスを着ていて、田舎者丸出しなのだから。

　でも、田舎者だからって何が悪いの？

　あの書状には、身分だって関係ないと書いてあった。条件は未婚で健康であることのみ。上品であらねばならないとか、訛りのある言葉を口にしてはいけないとか、流行のドレスを着ていなくてはならないとかいう条件は決してなかった。

　もっとも、上品なのも美しい言葉を話すのも、流行のドレスを着ているのも、皇妃を目指すなら常識のうちかもしれないが。

　しばらく経ってから、女官に声をかけられ、リゼットは案内された部屋に入った。

　大きな威圧感のある机があり、その向こうに数人の厳めしい男性が並んで座っている。リゼットと母は机の向かい側に並んだ椅子に座ることになったのだが、すでに彼らに審査されているような気がして、嫌な気分になってきた。

　私は一国の王女で、母は王妃なのよ。

　とはいえ、相手はそれを知らないのだ。もっとも、知ったところで、辺境国の王妃と王女では、恐れ入ることはないのかもしれない。それに、きっと誰に対しても同じ態度なのだろう。

　彼らは皇帝陛下の代理という気分でいるはずだから。

「お名前を伺えますかな？　御身分があれば、そちらも」

　ペンを持った男性から尋ねられて、リゼット達の後ろに立つ女官が答えた。

「こちらはアマーナリア王国の第一王女、エリーゼティア・ミーゼン・メル・アマーナリア殿下でございます。お隣は王妃殿下であらせられます」

　女官はツンとした態度で彼らに身分の違いを思い知らせようとしたらしいが、この男性達には通用しなかった。

「アマーナリア王国……とは？　どちらにありましたかな？」

　嫌みでも皮肉でもなく、本気で知らない様子だった。彼らの誰も知らないようで、リゼットは心底がっかりした。

　なんとなく、そんな気はしていたが、本当にアマーナリアがそこまで知られていないとは思わなかった。

　女官はムッとしながら、反論した。

「失礼な！　今ではヴァンダーン帝国の一部となってしまいましたが、その昔は独立国だったのですよ！」

　それでも首をひねる彼らは地図を持ち出して尋ねてきた。

「どちらですかな？」

　女官は地図を見るのが苦手なので、リゼットが自らアマーナリアの場所を指し示した。

「こちらです」

「おお！　本当にあった！」

　失礼すぎる……。

　そう思ったが、リゼットは口には出さなかった。女官がいきり立って何か言いだす前に、目で合図して止めた。母に至っては、もう諦めの境地のようで、疲れたみたいにハンカチを額に当ててしまった。

「もう……帰りましょう。こんな侮辱を受けるいわれはないわ」

　母は小声でリゼットに囁ささやいた。

「いいえ、お母様。それどころか、これは中央に住む人達にアマーナリアの存在を知らせるいい機会かもしれないわ」

　リゼットは姿勢を正し、地図を覗き込んでいる目の前の男性達に向き直った。

「わたくしはそのアマーナリアの王女です。何かご質問は？」

　男性達ははっとしたように居住まいを正した。

「失礼致しました。あの……できれば身元を証明するようなものをお持ちではないでしょうか？」

　そう言われると思った。辺境国だからこそ、名前や身元を騙かたられてもわからない。いくら身分を問わず花嫁を募集したとはいえ、身元が確かではない者を受け入れるはずがなかった。

　リゼットは父から手渡された書状を入れた筒を女官から受け取り、それを彼らに渡した。彼らはそれを確かめ、大きく頷いた。

「確かに。お名前をもう一度お願いします」

　リゼットが再び本名を名乗ると、それが書類に書き込まれたようだった。他に年齢や家族構成、趣味や宿泊場所などを訊かれた。

　趣味は農作業とはさすがに言えないので、水彩画と無難なところを答えておく。

「花嫁はどういう基準で選ばれるのでしょうか？」

　リゼットが反対に質問すると、彼らは重々しく答えた。

「様々な試験をしますので、あなた方は勝ち抜いていかねばなりません。最終的に候補が数人に絞られて、その後は皇帝陛下が自ら選ばれます」

「試験とは……どのような？」

「詳細は、試験が行われる際に発表になります。お泊まりになっているお屋敷に使いがまいりますので、日時を間違わずにこちらへお越しください」

　ということは、今すぐ選別されるわけではないようだ。ともかく、これで花嫁志望者として名前を登録されたということだ。

　試験というものに不安は残るが、なんとか勝ち抜いてみせる。だてに教育を受けてきたわけではない。確かにリゼットは野外活動にばかり力を入れてきたが、きちんと勉強はしてきている。

　それに、上流階級の娘が身に着けておくべきことは、一応習得できているつもりだ。

　たとえば、ダンスや歌、楽器、刺繍などだ。あまり得意ではないが、そこは情熱で乗りきってみせると意気込む。

　試験が乗馬なら、楽勝なんだけど。

　勝ち抜くというからには、恐らく試験はひとつではないのだろう。だが、リゼットはなんとしてでも最終候補には残るつもりだった。

　皇帝に選ばれるかどうかだけは運を天に任せる。というか、それ以外にない。皇帝がどんな男性かわからないが、やはり女性に関して好みというものはあると思うのだ。

　それはもう運でしかないでしょう？

　男性達から退室を促されると、また女官が苛いら立だったのがわかった。彼女が何か文句を言いだす前に、リゼットは立ち上がった。

「それでは、よろしくお願いします」

　彼らはこれからの試験の判定に関わってくるかもしれないのだ。彼らの怒りを買うよりは、なかなかいい花嫁候補だと思ってもらうほうがいい。

　リゼットは母を促して、部屋から出た。すると、最初に出てきた女性がやってきて、案内してくれる。

「どうぞこちらへ」

　今度はどこに案内されるのだろう。

　そう思いながら歩いていると、角を曲がったところで背の高い衛兵にぶつかった。

　体重の軽いリゼットは弾みで転んでしまいそうになったが、よろけただけで持ちこたえる。

「ごめんなさい。痛かった？」

　衛兵に話しかけると、妙に大きな帽子をかぶった彼は首を横に振った。帽子が大きすぎて、顔がよく見えない。

「よかった。でも、歩くときはちゃんと前を見てね」

　リゼットはにっこり笑いかけて、案内された部屋に入った。そこでしばらく待つと、無事、護衛と合流できて、馬車にすぐに乗り込むことができた。

「これから大丈夫かしら……」

　母は今更ながら弱気な発言をしている。

「大丈夫よ！　任せといて！」

　根拠のない自信を見せながら、リゼットはきっぱりと言った。

　だいたい、アマーナリアを馬鹿にされたままでは終われない。せめて、この帝国の中にはアマーナリアという王国があって、その国が地図上のどこにあるのかくらいまでは、誰の頭の中にも刻みつけてやりたい。

　皇帝もアマーナリアのことを知らないのかしら……。

　もしそうだったら悲しいわ。

　まだ会ったことのない皇帝に、リゼットは想いを馳はせた。

　どんな男性なのかも知らない。背は高いのか、低いのか。顔は整っているのか、そうではないのか。体重は重いのか、軽いのか、それとも標準なのか。

　好きなことはなんだろう。得意なことはなんなのか。

　頭の中身は？　性格は？

　リゼットはまだ見ぬ皇帝のことで頭がいっぱいになっていた。




　アンドレアスは変装して、花嫁志望の娘達をこっそり眺めていた。

　衛兵の格好をしていれば、宮殿のどこにいても怪しまれる心配はない。しかも、娘達はまさか皇帝がそんな格好でそこら辺にいるとは思わずに油断しているだろうから、本当の姿が見られるのではないかと考えたのだ。

　だが、それによって、予想以上の収穫を得ることになった。

　アンドレアスは、娘達が馬車から降りるところから見ていた。宮殿の女官に横柄な態度を取る者もいた。案内された部屋に文句をつける者もいた。

　彼女達は待ち時間の間に、くだらないおしゃべりをしていた。くだらないどころか、醜い野心も見せつけてくれた。敵と思う者には聞こえよがしに悪口を言ったり、嘲笑したり……。

　その時点で、アンドレアスはこの花嫁公募をやめようかと思ったくらいだ。

　ところが、金色の髪をなびかせて現れた一人の娘に、アンドレアスは心を奪われた。

　今も胸がドキドキしている。

　彼女は美しく可か憐れんではあったが、どこか毅き然ぜんとしていた。皇帝の花嫁になれるかもしれないというふわふわとした考えでやってきたというより、確固たる信念のもとにやってきた印象を受けた。

　彼女はあか抜けていなかった。ドレスも流行のものとは言いがたい。けれども、アンドレアスにはそれらが新鮮に思えた。

　でも、まさかアマーナリアの王女だったとは……。

　アンドレアスは、もちろんアマーナリアの場所くらい知っていた。自分の帝国の領土なのだ。知らないはずがない。

　アマーナリアは辺境の不毛な土地にある。かなり貧しい王国だという話で、帝国に富をもたらすわけではなく、戦略的にも重要な土地だとは思えないため、アンドレアスは今まであまり関心を持ったことがなかった。

　あんな辺境の土地に、あんなに美しく毅然とした姫がいたとは思いもしなかった。

　その時点で、アンドレアスはかなり彼女に惹かれていた。

　だが、性格はまだわからない。そこで、わざと彼女にぶつかって反応を見てみた。他の娘達は力なく床に倒れたり、転んだ後に、ショックを受けて呆然とするか、こちらを罵ってきた。

　けれども、彼女は違っていた。

　まず転んだりもしなかった。

『ごめんなさい。痛かった？』

　まさか、そんなふうに気遣われるとは思わず、我ながら言葉も出ずにただ首を振っていた。

『よかった。でも、歩くときはちゃんと前を見てね』

　優しく注意してくれた。

　そして……。

　にっこりと笑いかけてくれたのだ！

　皇帝でもない、ただの衛兵に。

　アンドレアスは兵士を自分と同等に扱っている。自分は彼らを指揮する立場ではあるが、彼らと一緒に同じ飯を食べ、剣や銃の腕を競い、身体を鍛えている。

　だからこそ、衛兵をその辺の置物のように無視する娘より、同じ人間として接してくれた彼女に心を惹かれるのは当たり前のことだった。

　花嫁公募など、最初は冗談で口にしたものだったが、今になってそれは正しかったのだと思った。

　公募とは名ばかりで、実際は上流階級の娘ばかりが集まっただけのことだった。だが、それでも中にはあのような娘がいた。

　辺境国の王女など、普通なら皇帝の花嫁候補に入ることはないからな！

　アンドレアスはすっかり上機嫌になっていた。

　あの娘ならば結婚してもかまわない。

　だが、もっと彼女のことを知りたい。彼女には王女らしからぬところがある。本当に王女なのかという疑問もある。

　替え玉ということはあり得るのか……？

　そんな可能性も考えつつ、アンドレアスはもっと彼女を探ってみることにした。

　エリーゼティア・ミーゼン・メル・アマーナリアだったか。

　彼女は普段なんと呼ばれているのだろう。エリーゼティア姫だろうか。アンドレアスは再び彼女に会える日を心待ちにしていた。
















第三章　市場で運命の出会い













　リゼットは祖父の屋敷でしばらくおとなしくしていたが、数日経つと、じっとしていることに耐えられなくなってきた。

　すぐにでも試験が始まるのかと思っていたが、よく考えると、まだ花嫁を募集している最中なのだ。期限までは受け付けているのだから、今はまだ試験もないということだ。

　そこで、リゼットは護衛を連れて、街にこっそりと遊びに出かけた。

　もちろん少年の姿でだ。王女だとばれることは、この街ではないだろうが、念のためだ。それに上等なドレス姿で市場などには行けない。

　私、一度でいいから市場に行ってみたかったんだもの。

　育てた農作物の一部が市場に送られることは知っていたものの、市場というものがどういうものなのかは知らなかったのだ。

　それに、もし皇妃になれたとしたら、市場なんて二度と行けないと思うから……。

　どこかの裕福な商人の妻にでもなれば、機会はあるかもしれないが、こんな格好で出歩けるのはやはり今だけなのかもしれない。

　リゼットは活気のある賑やかな市場の中へと入っていき、通路の左右にある露店のひとつひとつを見て回った。

　いろいろな果物や野菜、魚や肉、それらを加工した食べ物の店があるかと思えば、見たこともないようなめずらしい工芸品や色とりどりの布やそれを使って作ったもの、変わった帽子や見事な絨じゅう毯たんなどの店もある。

　リゼットは人込みをかき分けて進み、子供のように夢中になっていた。

　だって、楽しくて仕方ない！

　今度は人形を売っている店を見つけた。そちらに行こうとして、リゼットはうっかり誰かにぶつかってしまい、帽子が取れそうになって慌てて手で押さえる。

「こらぁ、坊主！　どこ見て歩いているんだ！」

　相手は体格のいい男性で、絡まれたら厄介そうな暴力的な雰囲気があった。リゼットは慌てて謝った。

「すみません。よそ見をしていて」

　だが、謝ったのに、怖い顔をして詰め寄ってくる。

「謝って済むと思ったのか。こっちは痛い目に遭ったのによ」

「え、でも……」

　少し当たっただけだ。こんな体格のいい人が自分のような小柄な人間にぶつかって、怪我なんかするわけがない。別に転んだわけでもあるまいし。

　リゼットは護衛を目で捜した。が、人込みの中ではぐれたのか、どこにも見えなかった。

　嘘……！

　どうして肝心なときにいないの？

「おい、逃げるんじゃないぞ！」

　リゼットの目の動きを誤解したのか、男は更に近づいてくる。リゼットは恐怖を感じて、後ずさった。

「あ、謝ってるじゃないですか！　他に何をすれば……」

「出すものを出せばいいんだよ」

　こんな人込みの中で金を出せと迫っているのだ。リゼットは困ってしまった。

「お金は持っていなくて……」

「嘘を言うな！」

「嘘じゃありません！　連れが持っているけど、どこかに行ってしまって……」

　お金を出せば許してもらえるなら、そっちのほうがいい。理不尽だとは思うが、絡まれたくなかった。

　これ以上、詰め寄られると、変装がばれてしまう。すると、もっと面倒くさいことになりそうだった。だが、お金はないのだから出せるはずもない。

「さあ、とっとと金を出せよ、坊や」

　男がどんどん迫ってくる。まさかこんなところで少年を殴るなんてあり得ないと思うが、周りの人々も見世物を見るような目で面白がって眺めていて、助けようともしてくれない。

　ああ、どうしよう！

　リゼットは思わず目を瞑つむった。が、そのとき、誰かが後ろからすっと現れ、リゼットとその男の間に入ってきた。

「子供を脅かすなんてよくないな」

　それは、帽子をかぶった黒髪の若い男性だった。背が高く、引き締まった身体つきの彼はこざっぱりとした服装をしている。シャツにズボン、その上から上着を羽織り、首元にはネッカチーフを巻いている。その辺の町人と変わらない格好だが、不思議なほどに威圧感があり、それだけで相手を怯ひるませたようだった。

「ただの冗談さ。じゃあな、坊主！」

　リゼットから金を巻き上げようとしていた男は人込みに紛れていった。リゼットは若い男性の陰に隠れて見ていたが、ようやくその姿が見えなくなると、ほっと胸を撫で下ろす。

　同時に、見物人を決め込んでいた周りの人々も去っていった。

「大丈夫か？　怪我はないか？」

　男性に尋ねられて、目線を上げる。

　彼の顔はのみで削られた完璧な彫刻のように整っていて、リゼットは思わずぽかんと見つめてしまった。青い瞳がわずかに細められ、その眼光の鋭さに少し戸惑う。

「あ……あの、ありがとうございました。わた……ボ、ボクは大丈夫です」

　そのとき、後ろから来た誰かにぶつかられて、よろけてしまう。リゼットは男性の腕にしっかりと抱き留められた。

　ドキンと胸が高鳴る。

　だって、男の人の腕に抱き締められるのは初めてだから。

　もちろん、女性として抱き締められているわけではないとよくわかっている。けれども、男性の胸に顔をうずめるのはリゼットには初めてのことで、慌てて離れながら謝った。

「ごめんなさいっ……」

　頭を下げて、改めて顔を上げると、彼はなぜだかじっとリゼットの顔を見つめていた。

　え……。

　女だってわかってしまったかしら。

　少年のようにごまかしてみても、その身体つきは男性のものとは違う。抱き留められたときに、気がつかれたかもしれない。

「じゃ、じゃあ……」

　リゼットは人込みに紛れ込んで逃げようとしたが、腕を掴まれ、引き戻される。

「君はまた誰かにぶつかるかもしれないから……」

「あの、あの、どこかに連れがいるはずなんです。だから、その人を……」

「一緒に捜してあげよう」

　彼はにっこりと笑う。

　威圧感のある男性だが、笑うと優しげな雰囲気になる。

「名前は？」

「え……と、ミーゼンです」

「ほう。……ミーゼンか」

　彼はリゼットの顔を覗き込むと、瞳を輝かせて再び微笑んだ。

「あ、あなたのお名前は？」

「俺は……アロイス」

「アロイス……」

　リゼットはその名前をしっかりと胸に刻みつける。

　初めて自分の胸をドキドキさせた男性の名だ。自分が誰の花嫁になるのかまだわからないが、しっかりと覚えておきたかった。

「市場に何を買いに来たんだ？」

「何って……見学に来ただけなんです。帝都に来たのは初めてで、市場ってどんなところかなって」

「そうか。……あそこにおいしそうな林りん檎ごがあるぞ。買ってやろう」

「えっ、いいえ、そんな……」

「子供が遠慮なんかするな」

　その発言からすると、彼はリゼットを少年だと信じているのだろう。だとしたら、女だとは気づかれていないことになる。

　リゼットはほっとして、彼に林檎を買ってもらった。

「ありがとうございます」

　この格好で農作業に出て、いろんな食べ物をもらう機会があったが、買ってもらったのは初めてだ。

　しかも、こんな格好いい男の人に！

　高価なものをもらうよりも、ずっと嬉しい。林檎を見つめて微笑んでいると、彼も林檎を手にして、にっこり笑う。

「裏手のほうに座れる場所がある。一緒に食べよう」

　アロイスは強引にリゼットを誘って、露店の裏側へと回っていく。リゼットは護衛が自分を必死で捜していることはわかっていたが、アロイスとまだ一緒にいたくて、そこに置いてある木箱の上に座った。

　彼は林檎を服で拭いて、がぶりとかぶりついた。おいしそうな香りが漂ってきて、食欲が刺激される。

　リゼットも彼の真似をして服で拭くと、林檎をかじってみた。

「おいしい……！」

「なあ、そうだろう？」

　二人は顔を見合わせて笑った。

　なんて楽しいのだろう。少なくとも、上品な娘達の中で無視されながらぽつんと座っているより、ずっといい。

「こんなおいしい林檎は初めて！」

「大げさだな」

「だって、本当のことだから。ボクの住んでるところでは、こんなおいしい林檎はできないんだ」

　何しろ湿地帯ばかりだ。畑で収穫するのは主食だけで精一杯なのだ。

「どこから来たんだ？」

「それは……田舎から。国の名前を言っても、誰も知らないっていうようなところから」

　アマーナリアだと言っても、きっと彼にはわからないだろう。どこにあるのかと聞かれたくない。

「そうか……」

　彼は手を伸ばしたかと思うと、リゼットの帽子をさっと取り去った。

　リゼットは慌てて頭を押さえたが、まとめていた金色の長い髪がくるくると落ちてきた。

「こんな綺麗な髪を隠すのはもったいないな」

「ど、どうして女だってわかったの？」

「すぐにわかったさ。抱き留めたときに身体に触れたから」

　リゼットは顔を赤らめた。

「そんな格好をしているのはなぜだ？」

「市場に行きたいって言ったら、危険だと言われたから。変装するならいいって護衛に言われたの。男の子の格好なら身軽で動きやすいし……」

　何より慣れているからだが、そこまで言うつもりはなかった。

「護衛か……。君はいいところのお嬢さんなんだな？」

「ええ、まあ……」

　王女だと告白したら、彼は驚くだろうか。いや、嘘か冗談だと思うかもしれない。

「本当の名前はなんていうんだ？」

「リゼットよ」

「リゼット……」

「本名は違うけど、私はそう呼ばれているの。あなたにはこの名前で覚えていてほしいわ」

　エリーゼティアなんて気取った名前ではなくて。

　リゼットのほうが、自分に合っている。

「そうか……。そうだな。なんだか君はリゼットという感じがしてきた、おてんばなお嬢さん」

「そうでしょ？」

　リゼットは明るく笑った。

「それで、しばらく君はこの街にいるのかい？」

「ええ……」

　いつまでいることになるのかはわからない。審査が始まって、すぐに花嫁になれないとわかったら、やはりすぐに帰ることになるのだろうか。

　リゼットはちらりとアロイスの顔に目をやった。

　彼のような人が結婚相手ならいいのに……。

　だが、彼はごく普通の町人のような格好をしている。最初見たときは威圧感があり、只者ではない気がしたが、笑っているところを見ると、普通の人にも見えてくる。体格がいいから、実は軍隊にいるのかもしれない。

「アロイス、あなたは何をしている人なの？」

「まあ、あれやこれや……かな。その日与えられた仕事をやっているだけだ」

　それでは、兵士でもないのか。というより、定職すら持っていないような口ぶりで、リゼットはがっかりした。

　いや、落胆するのは間違っている。確かに彼は素敵だが、彼と結婚したいわけではないし、そもそもそんな関係でもないのだ。

　ただ、私は裕福な人としか結婚できないから……。

　それも、国のためを思うなら、とびっきり裕福な人と。

　仕方ないわ。それが私の王女としての使命なんだもの。

　不自由さを感じるが、そもそも誰だって好きな相手と結婚できるわけではない。多くの場合、親が決めた人と結婚しているのが現状ではないだろうか。

　でも、お金のため、だなんて……。

　貧しい生まれではなく王女なのに、どうしてここまでお金にこだわらなくてはならないのだろう。リゼットはそう思うと、なんだか惨めな気分に襲われる。

　私だって、恋のひとつくらいしてみたい。

　リゼットはアロイスと並んで林檎をかじることに喜びを感じている。皇帝の花嫁を目指しているのだから、よくないことかもしれないが、今はこうしていたかった。

　こんな素敵な男性と一緒にいられるのは、今だけしかないだろうから。

　リゼットが林檎を食べてしまうと、彼は残った芯を手から取り上げる。そして、自分の分と一緒に、果物を売っている露店の店主に何か言って、ごみが入っている籠に放り込んだ。

「ありがとう。林檎も……それから助けてくれたことも」

　リゼットは髪を帽子で隠しながら、お礼を言った。

　彼とはもう会えない。いつまで帝都にいるかわからないし、いたとしても、そんなにしょっちゅう出歩くことはないだろう。頻繁に出かけようものなら、護衛にきっと叱られる。あげく、祖父の屋敷から出てはいけないと言われるかもしれない。

　それに、花嫁の試験が始まったら、こんなふうに遊び歩くこともできないはずだ。

「髪を隠すなんてもったいないな」

「もちろん、普段はこんな格好をしているわけじゃないのよ」

「じゃあ、普段の君が見たい」

　そう言われて、リゼットは困ってしまった。

　リゼットだって、彼とまた会いたい。普段の自分も見てほしいなんて思ってしまう。しかし、それは本来許されないことだ。

　彼は一介の町人、しかも定職を持っていないような男性なのだ。

　これ以上、彼と関わってはいけない。そう思いながらも、彼とまた一緒に過ごしたいという気持ちも捨てきれない。

「でも……」

「なあ、リゼット。俺がいい加減な男のように聞こえたかもしれないが、きちんと働いている。それに、妻も婚約者も恋人もいない。それだけはわかってくれ」

　つまり、他に女性がいながら、ちょっかいをかけているわけではないという意味だ。それにはほっとした。だからといって、彼とまた会っていいかどうかは別問題だが。

「君はどこに泊まっているんだ？」

　リゼットは迷いながらも、祖父の屋敷のことを告げた。

「そこは知っている。今夜、こっそり庭に忍び込むから、一度だけ会ってくれないか？」

　庭に忍び込む……？

　リゼットの心にロマンティックな気持ちが生まれた。

　月の下で、男性とこっそり会うなんていけないことかもしれない。

　でも……。

「い、一度だけなら……」

　そう答えつつ、頬が熱くなってくる。

　これはいけないこと……。

　わかっていても、やはりまた会いたいのだ。

　アロイスはにっこりと笑う。

「部屋の窓を開けておいてくれ。ほーほーとフクロウの真似をするから顔を出してほしい」

　リゼットの部屋にはバルコニーがついている。そこから彼の顔を見るくらいなら、大丈夫だ。

　なんの危険もないわ……。

　リゼットは頷いた。すると、彼の顔が明るくなる。

「よかった！」

　彼はリゼットの手を取り、両手で包み込んだ。

　その温かさと力強さに思わずドキッとする。彼は意外なほど真剣な眼差しでリゼットの目を見つめてきた。

「約束だ、リゼット」

「ええ。約束よ……」

　リゼットは頬を赤らめながら頷いた。

　彼から目が離せない。けれども、いつまでもこうしているわけにはいかなかった。

「私、護衛を捜さないと」

「ああ、そうだな」

　彼はリゼットの手を握って、露店の表側、人で混み合う通路に出ていく。しばらく進むと、ようやく必死の形相でリゼットを捜している護衛の顔を見つけた。

「いたわ！」

　リゼットがそう言うと、アロイスは手を離した。

　彼の手の温もりがたちまち消えていくことに、なぜだか寂しさを感じる。

「じゃあ、また今夜」

「ええ」

　彼はまたにっこり笑うと、去っていった。代わりに護衛がリゼットを見つけて、やっと表情を和らげて近づいてきた。

「まったく、とんでもない場所だ！　ご無事でしたかっ？」

「大丈夫よ」

「もう帰りましょう。お忍びで出かけるにしても、ここはダメです！　もしあなたから目を離したなんて王妃様に知られたら……」

「言わないから大丈夫よ」

　はぐれてしまったのは、たぶん自分のせいでもあるのだろう。露店がめずらしくて、一人でどんどん進んでしまったからだ。

「ごめんなさいね」

「いえ……私があなたに張りついているべきだったのです」

　でも、見失ってくれたおかげで、アロイスに出会えたのだ。

　アロイスは行きずりの男性にすぎないが、それでも自分の心のどこかにずっと残り続けるだろうと思う。

　たとえ、これから誰に嫁ごうとも……。

　ずっと私の思い出に。

　リゼットは帰りを急ぐ護衛に付き添われて、市場の外へと抜けていった。

　ふと振り返るが、アロイスの姿はどこにもない。

　彼は本当に忍び込んできてくれるのだろうか。

　確信を持てないまま、リゼットはその場を後にした。




　夜になった。

　夕食を済ませた後、ナディアの手を借りて寝支度をする。そして、そのまま寝るふりをし、ナディアが出ていって一人きりになったら夜着の上にガウンを羽織り、しっかりと紐で結んだ。

　アロイスがいつ来るかわからないから、窓はずっと開けたままだ。

　まだフクロウのような声は聞こえてこない。

　金色の長い髪は下ろしている。本当は綺麗なドレス姿を見せたいと思ったが、夜では仕方ない。

　彼はいつ来てくれるのかしら……。

　そう思って、窓のそばまで行き、夜空を見上げたとき、リゼットの耳にようやくフクロウみたいな声が聞こえてきた。

　アロイスだわ……！

　リゼットはすぐに室内履きのままバルコニーへと出ていった。そして、手すり越しに下を見下ろす。

　月光に照らされた庭には確かにアロイスの姿があった。

　彼は屋敷をじっと見ていたが、やがてリゼットに気がついたようで、こちらに近づいてくる。

「アロイス……」

　リゼットは囁いたが、彼は唇に人差し指を立てた。

　しゃべるなってこと？

　身を乗り出して見ていると、彼はバルコニーを支える柱を器用に登り始めた。蔦つたが絡まっているから登りやすいのかもしれないが、驚くほどスルスルと登ってきて、バルコニーに手をかけた。

　そのまま手すりを掴んで飛び越え、彼はリゼットの前に立った。

「すごいわ……！　こんなところを登ってくるなんて！」

「大したことはないさ。それより、誰かに声が聞こえるかもしれない」

　彼は囁き声でリゼットを促し、部屋の中へと入った。窓を閉められて、ドキッとする。

　男の人と二人きり……。

　リゼットは、別に身の危険を感じているわけではない。彼のことは名前しか知らないのだから、本当なら危険を感じてもおかしくないのだろうが、なぜだかそんなふうにはならなかった。

　どうしてかしら……。

　彼の身のこなしは鍛えられたもので、自堕落に遊んでいる人間のものではないからかもしれない。どこか護衛と似ているところがある。だから、一緒にいても安心できるのかもしれなかった。

　でも、何より、リゼット自身が彼と一緒にいたいということが、一番の理由だろうか。

　ドキドキするけれど、不快なドキドキではなかった。

　部屋は蝋ろう燭そくの明かりがついているものの、窓から差し込む月の光のほうが明るく見えた。

　彼はじっとリゼットを見つめてくる。

「本当に綺麗だ……」

　感嘆したように言われて、リゼットは照れてしまう。

「こんな格好でごめんなさい。あなたがいつ来るかわからなかったから……」

「いいんだ。これが君の普段の姿という気がする。何も飾っていないのに、こんなに美しいなんて……」

　アロイスはリゼットに近づき、髪にそっと触れてきた。

　まるでとても大事な宝物に触れるような優しい触れ方に、またもや胸がときめいてしまう。

「まさに黄金色……だな。他のどこにもない貴重な黄金だ」

「褒めすぎよ……」

「そんなことはない。この髪を隠すなんて、よくないことだ」

　彼は髪を一房手に取ると、恭しくキスをした。

　なんだか彼は物語に出てくる昔の騎士みたいだわ。姫の私に忠誠を誓って、守ってくれるの。

　リゼットはそんな妄想をした。

「あの……座りましょう」

　リゼットが長椅子に座ると、彼はその隣に腰かけてきた。昼間、木箱の上に隣り合って座ったが、あのときより距離が近い。それに、騒々しい市場の中で一緒にいるのと、こんな夜遅くに、しかも部屋に二人だけでいるのとでは違う。

　これほど男性を強く意識したのは初めてで、リゼットはそんな自分の反応に戸惑っていた。

　今まで男の子の格好をしたり、王女の身でありながら農作業の手伝いをしたりと、おてんばなことをたくさんしてきたけれど、今はただの一人の乙女になった気がした。

「こんな時間だから、おもてなしもできなくてごめんなさい」

　普通、誰かの訪問を受けるときは、飲み物なり食べ物なり出すものだ。だからそう言ったのだが、彼にクスッと笑われてしまった。

「おもてなしか。そんなものはいらない。俺は君に会いたくて来ただけだ」

「そ、そう……。私、こういうことは初めてなの。男の方が私を訪ねてくることなんてないし、しかもこういう形で会うなんて」

「君はよほど育ちがいいらしい。それに、とてもうぶなんだな」

「そんなに世間知らずってわけでもないと思うんだけど……」

「俺からすると、充分世間知らずに見える。俺と二人きりでいて怖くないのか？」

　リゼットはちらりと彼のほうを見た。

「怖くないわ……。怖がるべきなのかもしれないけど、なぜだか怖くないの。ただ、なんだかいつもの私じゃないみたいで……変なの」

　彼は温かい笑みを見せた。

「変なの、か。可愛らしいな。どこが変なんだ？」

「ここが……」

　リゼットは胸に手を当てて、ドキッとする。彼が自分の胸元に視線を集中させたからだ。慌てて胸から手を外す。

「ドキドキしていて、いつもと違う。それだけ」

「俺も同じだ」

「えっ、あなたも？」

　思わず彼の顔を見つめる。彼はにっこりと笑った。

「俺も同じように、君と一緒にいると胸がドキドキしてくる。自分では抑えられなくなってくる。嬉しいけれど、不安にもなる。今までこんなことがなかったから。初めてのことだから、自分がおかしいんじゃないかと思うんだ」

　彼の言葉がリゼットの胸に直接響いてきた。

「それって……私も……」

　彼が感じていることは、リゼットが感じていることとぴったり同じだ。嬉しいけれど不安でもある。こんなふわふわとした気持ちには初めてなった。

　今まで、よく知らない男性とこんなに近くにいたことがないからだろうか。

　農作業をしていたときは、もちろん少年のふりをしていたこともあったし、誰もそれを疑わなかったから、こういう機会もなかった。

　今まで一番近くにいたのは護衛のテオくらいだが、テオは幼なじみで、兄のようなものだったから、ドキドキすることはまったくなかった。恐らく向こうも同じ思いでいただろう。

　だいたいドキドキなんてしていたら、護衛は務まらないのだ。テオはいつだって冷静だった。

「俺達、互いに恋をしているのかな？」

　恋……？

　これは恋なの？

　リゼットは目を大きく開いて、彼を見つめる。

「恋って……こういうものなの？」

　彼の目は優しく細められる。

「俺も経験はないが、人から聞いた話と似ている。少し前なら、誰かに『おまえもよく知らない娘の部屋に忍び込むときが来る』と言われても、笑って聞き流すだけだったけれど」

　彼の笑顔に、リゼットも自然と笑顔になった。

　こんな訪問、彼も初めてなんだわ！

　あまりにも簡単にバルコニーによじ登ってきたし、こうして平然と隣に座るから、もしかしたら女性の部屋に忍び込むのに慣れているのかもしれないとちらりと思ったが、そうではなかったのだ。

　私が初めてなら嬉しい……！

　胸どころか、全身が熱くなるような喜びを感じた。

「私、ずっと恋に憧れていたわ。本に書いてあるみたいな気持ちになるなんて、私には信じられなかった。胸がドキドキして、熱くなって、いつもの自分じゃなくて、ふわふわとした気分になるなんて……」

　そう。私はずっと恋をしてみたかった。

　国のためには少しでも裕福な相手と結婚しなければならない。もちろん嫌な相手と結婚しろとは言われていない。多少は選択の自由がある。それでも、王女には義務がある。最終的には父が勧める男性と結婚しなくてはならない。

　だから……せめてその前に一度でもいいから恋をしたいと思っていた。

　想像していたとおりの恋ができて嬉しい。でも……。

　リゼットはふと目を伏せた。

「私……恋なんてしてはいけなかったのかもしれない」

　今更、そんなことを思って仕方ない。けれども、それは事実だった。

　素性も知らない男性に恋をして、それがどうなるというのだろう。こんなに浮き浮きした気分になったとしても、彼と結婚できるわけでもない。

「君が……皇帝の花嫁候補だから？」

　リゼットは、はっとして顔を上げた。

「ど、どうして知ってるの？」

「皇帝が花嫁を募集した話なら、みんな知っている。公募だったんだろう？　誰でも応募できるという話だ」

「正確には違うと思うわ。だって、それならもっと多くの人が宮殿に押し寄せてきたはずでしょう？　あそこにいたのはある程度以上の階級の娘達だけ。たぶん限られたところへしか花嫁募集の話は通達されなかったんだと思うわ」

　リゼットがそう言うと、彼は一瞬黙った。目がきらりと光ったようだったが、気のせいかもしれない。

「……なるほど。だが、ここでは噂が広がっていた。皇帝が広い範囲で花嫁を探していると」

「まあ……。そうなの。でも、庶民の娘が宮殿に押しかけてきていたとしても、門前払いされたかもしれないわね。私なんか、危うく追い出されそうだったもの」

「追い出されそうだった？　なぜだ？」

　アロイスの口調がなぜだか厳しくなった。

「あまりに田舎の国の出身だし、流行のドレスも着ていなかったから、言ってるとおりの身分かどうか疑われたのね。父が身分を証明するものを持たせてくれたからよかったわ」

　すると、彼の身体から緊張が解けていくのがわかった。

「そういう意味か。てっきり乱暴な真似をされたのかと……」

「優しいのね」

　リゼットは自分の身を案じてくれた彼の気持ちが嬉しかった。

　だが、これ以上、彼に気持ちを寄せてはいけない。恋に落ちたとしても、それにのめり込むことは許されないのだ。

　どのみち、私は誰か他の人のところに嫁ぐんだもの。

　彼に寄せる気持ちが深くなれば、自分が傷つくだけでなく、彼も傷つけてしまうかもしれない。

　今まで恋に落ちたことがなかったから、夢物語みたいに恋をしてみたいと思っていた。けれども、実際に恋をしていると気づいた途端、これは許されないことなのだという意識が強くなってくる。

　これまでは恋をする相手のことなんて考えたこともなかったんだもの……。

　今はすぐ隣にその人がいる。

　でも、気持ちを抑えなくては。たとえ抑えられなくても、心のままに振る舞ってはいけない。

　リゼットは王女としての義務と、素直な気持ちの狭間で揺れていた。

　単に、玉の輿を目指していただけのときのほうがずっとよかった。護衛の言うとおり、屋敷でおとなしくしておけばよかったのかもしれない。

　そうしたら、花嫁の試験のことだけ考えていればよかった。

　アロイスは不意に尋ねてきた。

「君は皇妃になりたいのか？」

「よくわからないわ……。だって、今まで自分が皇妃になるなんて想像もしてなかったんだもの。もっとも、私が花嫁に選ばれるとは思えないけど」

「君はこんなに綺麗なんだ。皇帝の目に留まらないとは思えない」

　リゼットは急におかしくなって笑ってしまった。

「あなたが皇帝ならよかったけど。皇帝は綺麗な女の人なんて何人も知っていると思うわ。それに、集まっていた花嫁志望の人達はみんな私よりずっと綺麗なのよ」

「いや……。君の美しさにかなうわけがない」

　アロイスは頑固にそう言い張っている。

　恋をすると、悪い面もすべてよく捉えてしまうそうだけど、彼もそうなのだろうか。嬉しいけれど、なんだか気恥ずかしい。

「ありがとう……。とにかく選ばれなくても、できるだけのことをしなくては。試験があるんですって。どんな試験か教えてくれなかったけど、やれるだけのことはやりたい。父の期待を裏切りたくないから」

　父だけでなく、国の期待がある。王国を受け継ぐエーリクのためにも、アマーナリアに富をもたらす機会を自分の怠慢で台無しにするわけにはいかなかった。

「もし、花嫁に選ばれなかったら、君はどうする？」

　リゼットはまた目を伏せた。

「……父の勧める人と結婚しなくては」

「君はお父さんの言いなりなのか？」

「仕方ないの。それが運命だから」

　王女として生まれた自分の人生は、最初から決まっているのだ。問題は、誰に嫁ぐか、だけだ。

「俺達が出会ったのも運命だとは思わないか？」

　運命……。

　本当にそうだったらいいのに。

　いや、それを認めるわけにはいかない。リゼットはどんなに恋にうつつを抜かしていても、王女の義務をほったらかしにはできなかった。

　だいたい、彼もリゼットが王女だと知ったら、運命だなんて口にしなかったのではないだろうか。

　でも、今更、王女だと名乗りにくい。

　いや、名乗ってしまったら、彼とはもう二度と会えないかもしれない。

　彼とまた会いたい。一緒に過ごしたい。そんな思いがリゼットの胸をよぎる。

　それがよくないことだとわかっていながら。

　彼に告げるのよ。私は王女だと。王女の義務も説明して、裕福な人としか一緒になれないんだって言うの。

　でも……。

　彼は何もリゼットに結婚の申し込みをしているわけではないのだ。

　そうよ。会ったばかりなんだから。私が彼のことを何も知らないのと同じで、彼も私のことなんてほとんど知らない。そんな相手に結婚なんて申し込まないわ。

　それなら、まだ少しだけ彼と一緒にいてもいいだろうか。

　深みにはまると、どちらも傷つく。本当は彼ともう会わないほうがいいに決まっている。それでも、リゼットは生まれて初めての恋をすぐに手放せなかった。

　もう少し……。

　もう少しだけ。ねえ、いいでしょう？

　リゼットの気持ちは揺らいでいた。理性ではダメだとわかっているのに、どうしても感情が言うことを聞かない。

「私……運命だって思いたいけど、でも……」

「わかった。君には迷いがある。そういうことだな」

　アロイスは納得したように言うと、深く頷いた。そして、リゼットの手をそっと握ってきた。

　ドキリ。手を握られただけで、リゼットの胸は高鳴った。

　彼の大きな手に自分の華奢な手が包まれている。そんな感じがして、うっとりしてくる。

「君はとにかく皇帝の花嫁になる試験を受けなくてはならない。しばらくこの街にいるということだろう？」

「ええ……」

「それなら、また会えるな？」

　にっこりと笑いかけられて、リゼットは否定の言葉を出せなかった。

　それに……やっぱり私も会いたいから。

　深入りしなければ大丈夫。リゼットはそう思いつつ、もう引き返せないところまできてしまっているような気がしてならない。

「ええ……。でも、昼間はもう外に出られないの。出られるけど、護衛が絶対ついているから」

「じゃあ、またこの時間に来る。窓を叩くから、そのとき鍵を開けてくれればいい。泥棒なんかが忍び込んできたりしたら大変だから」

　リゼットは頷いた。

　確かに二階だからといって安心できない。彼にできることなら、他の誰かにもできるかもしれない。

「約束だ……」

　アロイスはリゼットの手を取り、その指先に小さな音を立ててキスをした。

　ドキッとしたが、手を引っ込めたりしない。ただ、彼の唇の感触がそこにずっと残っているような気がして、全身が熱くなってくる。

「その唇にキスをしたい」

「えっ」

　リゼットは唇を見つめられて、顔を赤らめる。

「だが、しないでおくよ。唇にキスしたら、もう自分を抑えられなくなるから」

　彼はそう言いながら、ゆっくりと名残惜しそうに手を離した。

「アロイス……」

「心配するな。君を襲ったりしない。俺はただ君を大切にしたいだけだ」

　リゼットは小さく頷いた。

　それは信用できる。なぜかと聞かれても説明できないが、今までの彼の言動からして、自分が危険な目に遭うとは思えなかった。

　彼は立ち上がると、窓のほうへと向かっていく。リゼットもその後を追った。

　窓を開けると、少し隠れていた月が雲の合間から出て、光が差してくる。彼の姿が幻想的に見えて、リゼットはこれが現実ではない気がしてきた。

　現実でなければ何？　夢……？

　彼はただの町人の格好をしているのに、とても堂々としている。身をやつしたどこかの国の王子様みたいに見えてきて……。

　まさか、そんなことあるわけないわ。

　王女の自分が少年の格好で出歩いていることも、かなり普通のことではない。その上、王子が身をやつして出てくるなんて、おとぎ話でも聞いたことがない。

　そういえば、私はまだ彼の名前しか知らないわ。

「また来るよ、リゼット」

　彼はそう言って、バルコニーの手すりを乗り越えた。リゼットは思わず心配になり、手すりに身を乗り出して見ていたが、彼は器用にもバルコニーを支える柱に飛びつき、またスルスルと下りていった。

　リゼットはほっとした。

　体格に似合わず身が軽いのだろうが、万が一ということもある。彼がここから落下せずに済んでよかったと思う。

　雲がまた月にかぶさっていく。

　アロイスはリゼットに手を振ると、闇の中へと消えていった。

　リゼットは少し溜息をつき、部屋の中に入る。そして、窓を閉めて鍵をしっかりとかけた。

　カーテンも閉めてしまうと、再び一人きりの空間になる。今さっきここで起こったことはなかったかのように思える。

　蝋燭の炎が照らす豪華な部屋。

　でも、彼が座った長椅子が目に入り、指先にキスされたときの感触が蘇ってきた。

　ああ、私……。

　アロイスが好き。大好き。一緒にいたい。

　これが恋なのだろうか。

　リゼットは彼の顔を思い出すだけでドキドキする胸に、そっと手を当てた。

　でも、皇帝の花嫁になるのを諦めるわけにはいかない。なんとかして勝ち残らないと。もちろん皇帝に選ばれなくても、アロイスと幸せになる道が残されているわけではないのだが。

　それでも、ほんの少しだけ夢を見ていたいと思う。

　たとえ、よくないことだとわかっていても。




　アロイスと名乗っていたアンドレアスは宮殿の裏門へと向かった。

　門番に賄賂として煙草を数本渡すと、門を開けてくれる。

「夜遊びは楽しかったか？」

「ああ、楽しかった。また明日頼むよ」

「もちろんさ」

　そんな会話を交わしながら中へと入っていった。門番は自分のことを衛兵の一人だと思い込んでいる。もちろん、まさか皇帝がこんな格好で外に出るとは思わないだろう。

　それにしても、アマーナリアの王女がまさか自分と同じように変装して、遊びに出かけていたとは思わなかった！

　リゼットとは可愛い名だ。エリーゼティアよりずっといい。

　ますます親近感を覚える。

　とはいえ、市場で出会ったのは偶然だった。変装して、庶民の生活を視察することはいつもしていることだ。

　そして、実際、強こわ面もての男に絡まれていた少年を助けたつもりだったのだ。だが、顔をよく見ると、彼女だとわかった。

　帽子から少し見えていた金髪。それにあの緑の瞳！

　あんな色の瞳は彼女以外に見たことがない。

　露店の裏に連れていって、帽子を取ったとき、彼女の本当の姿が見られた。宮殿では着飾り、凝った髪形をしていたからだ。肩から背中へと流れていく長い黄金の髪にはうっとりするしかなかった。

　アンドレアスは初めて女性に夢中になっていた。

　今まで女性と何もなかったとは言わない。いい年なのだから、何もないほうがおかしい。しかし、いつも本気ではなかった。というより、『本気にならなくてもいい』女性としか関係を持ってこなかったのだ。

　だが、今のアンドレアスは本気で彼女に恋をしていたし、心から自分のものにしたいと思っていた。

　そう。自分だけのものにしたい。

　こんな独占欲を感じたのは初めてだった。

　皇帝だからではなく、アンドレアス自身を好きになって、花嫁になってもらいたい。そこまで思いつめてしまっている。

　身分も名誉も何もかも関係なく、この私の花嫁になることを承諾してほしい。

　まだ彼女とは会ったばかりなのに、結婚したいと思うのは異常なことなのだろうか。だが、アンドレアスは彼女がアマーナリアの王女だから惹かれたというわけでも、美しい容姿だけに魅せられたというわけでもなく、彼女のすべてが愛おしいと思っていた。

　彼女にもそう思ってほしい……。

　アンドレアスは彼女の飾らない笑顔を思い返していた。

　秘密の通路を使って私室に戻り、変装を解く。アンドレアスは側仕えの手を借りずとも、身の回りのことができたので、元の姿になるのは簡単だった。

　そして、改めて私室を出て、執務室へと向かった。

　机の上には書類が山積みになっている。今日は昼間も夜も仕事をしなかったから、秘書はさぞかし戸惑っていたことだろう。

　アンドレアスは苦笑しながら、机に着き、書類に目を通し始めた。

　すでに大臣達が集まる会議で決定された事柄がまとめられた書類だが、皇帝がそれに署名しないと実行されないことになっている。だいたいはそのまま署名するが、読んでみて、やはりこれはよくないと判断するものもある。

　だから、しっかりと熟読することが必要だった。

　書類の中に、花嫁候補の名簿が入っていた。目を通すと、王族や貴族や名だたる名家の娘達ばかりだ。リゼットの言うとおり、こういうところにしか花嫁募集が通達されなかったのだ。

　確かに、着飾った娘ばかりで不思議だったが、皇帝の花嫁になろうという野心を抱くのは、結局こういう娘しかいないのかと思ったのだ。リゼットは美しく、性格がいいだけでなく、頭もいいらしい。

　ますます気に入った！

　リゼットほど自分の花嫁にふさわしい娘はいない。

　本当は今すぐ結婚して、寝床に連れ込みたいが、そうはいかない。馬鹿馬鹿しいが、花嫁公募の案を出したのは自分だ。そして、試験で選ぶところを見世物のようにすると決めたのも自分。

　さすがに庶民の見世物にするのは酷だろうとやめたが、宮殿内で試験を行うことまではやめられない。

　だから、試験の日程の間に、アロイスとしてリゼットを口説こうと思っている。

　彼女が皇帝なんかよりアロイスを選んでくれたなら……。

　父親の言いなりではなく、自分の意見を通してくれたなら……。

　アンドレアスは、リゼットが自分の求婚を受けてくれるところを頭に思い描く。

　自分は意外とロマンティストだったのかもしれない。アンドレアスはそう考えて、肩をすくめた。

　いや、確かにリゼットに夢中になっているが、皇帝として冷静に選んだ結果でもある。

　この帝国の皇帝の花嫁としてふさわしいのは彼女だ。

　その気持ちは変わらなかった。
















第四章　花嫁試験













　花嫁試験のため、リゼットはナディアを連れて宮殿に向かった。

　母は一緒に来るつもりだったらしいが、アマーナリアの存在すら知らない輩に、これ以上、王妃が辱められるいわれはないと思ったのだ。この間一緒だった女官は元々、王妃付きの女官だったので、リゼットはナディアと行くことを希望した。

　ナディアがいれば心強い。辱めを受けようとも、平気でいられる。母を侮辱されることだけが、リゼットは嫌だったのだ。

　護衛も来なくていいと言ったのだが、それはさすがに許されなかった。どうせ宮殿に入ったら、別々になるのだろうから、あまり意味はないと思うのだが、母がそれで安心するのならと一緒の馬車に乗り込む。

　門番が門を開け、馬車は宮殿の前に停まった。

　そして、以前と同じように迎えの女官がいて、護衛から引き離され、別室に連れていかれる。

　連れていかれたのは大広間だった。

　向こうには階段が数段あり、高くなった場所に玉座が据えられていた。

　今日は皇帝の顔が見られるのかしら……。

　そこに集まり、立ったままおしゃべりをしている女性達も同じようなことを思っているらしく、皇帝についてあれこれ話して盛り上がっていた。

　リゼットには誰も話しかけてこないので、黙ってその噂話に耳を傾ける。

　どうやら皇帝の顔を知らない人が多いようだが、知っている人はなんだかもったいぶっていた。

「それで、どんなお姿なの？」

「舞踏会でも軍服姿なのよ。今日、顔をお見せになるとしても、きっと軍服をお召しになっているわ」

「軍服？　でも、皇帝陛下なのに……」

「皇帝陛下でも、アンドレアス様は別格よ。軍隊を実際に指揮なさるの。お飾りではなくて、実際によ」

　リゼットは、皇帝がアンドレアスという名前だということを初めて知った。

　軍隊を自分で指揮して、いつも軍服姿でいる皇帝……。

　リゼットには想像もつかない。まだ噂話は続いていた。

「それで、肝心のお顔はどうなの？」

「それはもう……素敵よ。でも、少し怖い感じがするわ。なんといっても、いつも軍服姿だから。上品というよりは粗野な印象を受けるかも」

「粗野……。で、でも、皇帝陛下ですものね！　血筋は確かだわ！」

　なんだか聞いているのが馬鹿馬鹿しくなってきた。結局のところ、みんな、皇帝がどんな顔でどんな姿でどんな格好をしていようと、どうでもいいのだ。

　皇帝の花嫁に憧れているだけで。

　とはいえ、自分もその一人なのだ。相手が皇帝だから、なんとしてでも花嫁として選ばれなくてはいけないと思っている。国の事情がなければ、もうとっくにこの宮殿から出ていっているところだ。

　皇帝がアロイスみたいな人だったらいいんだけど。そう思いつつ、アロイスみたいな人ではなく、アロイス本人のほうがずっといい。

　そんな本音がリゼットの心をよぎる。なのに、会ったこともない皇帝の花嫁になるために、気取った令嬢達とくだらない試験を受けなくてはならないのだ。

　仕方ない。仕方ないのよ……。

　リゼットはなんとか自分を宥めた。

　しばらくして、大広間に何人かの女性がぞろぞろと入ってきた。それぞれ小さな子供を抱いている。彼女達の子供なのだろうか。いい身なりではないけれど、小ざっぱりとした服装をした子供達だった。

　それを見て、また噂話が始まった。

「まあ、嫌だ。あの子達、孤児院の子じゃないかしら」

「陛下は孤児院をつくって、身寄りのない子供を世話させているって話よね」

「でも、どうしてこんなところに……？」

　リゼットは皇帝が孤児院をつくっていると聞いて、少し見直した。いや、会ってもいないのだから、見直すも何もないのだが。

　少なくとも、リゼットの中で評価が上がった。

　子供達は床に下ろされ、女性達によっておもちゃの入った箱があちこちに置かれる。子供達はよちよち歩きで箱に近づき、そこからおもちゃを出して遊びだした。

　一人の女官が進み出て、説明を始めた。

「陛下はご自分のお子様を乳母に任せきりではなく、お妃きさき様にもお世話していただきたいと望んでいらっしゃいます。今から五人ずつ出てきてもらい、この子達のお世話をしていただき、どのくらい子供の相手ができるか審査をしたいと思います」

　すぐさま、付き添いの女性の一人が甲高い声で質問をした。

「もし子供の世話が上手くできなかったら……花嫁候補から外されるのですか？」

「試験はこれだけではありません。後で挽ばん回かいできる可能性はあります」

　たちまち、そこら中から安堵の声が聞こえてきて、リゼットは驚いた。

　身分の高い女性というのは、自分の子供を乳母に預けっぱなしにしてろくに世話をしないものなのだろうか。わざわざ皇帝がそんな試験を考えたくらいだから、そうなのだろう。

　そして、ここにいる娘達は子供の世話をしたことがないようだ。

　母は乳母に頼りきりではなかったし、長女のリゼットも弟妹達の面倒を見てきた。農作業をしていたときも、よく子供と遊んだりしていたのだ。

　でも、そうしてきて本当によかった！

　マナーも一応学んできたし、王女らしいことはできるつもりでいたが、自分の話す言葉に少し訛りがあると指摘されて、急にそういったことに自信をなくしていたのだ。だが、子供の世話なら得意分野だ。

　五人ずつ出てきて、自由に遊んでいる子供達のそばにそれぞれ近づいていく。何をしていいかわからず、オロオロしながら声をかけている人もいれば、自分も屈かがんで、子供と遊ぼうとしている人もいる。

　一番小さな子供はまだ這い這いをしているが、その子には誰も近づこうとしなかった。泣かれては大変だということだろうか。

　一人、おとなしく可愛らしい女の子がいて、その子を人形みたいに膝にのせている人がいた。本人は満面の笑みだったが、肝心の子供の顔は強張っていて、よそを向いていた。

　子供を使った試験なんて可哀想……。

　皇帝の意図は理解できるが、そのために連れてこられた子供達が気の毒だった。一定の時間が経てば、何かとかまってくれた人は何も言わずにその場を離れ、別の人がやってくるのだ。

　そのうち、子供達は疲れてきたのか、だんだん機嫌が悪くなってきた。おもちゃの取り合いをしたり、泣きだしたりする子も現れる。すると、相手をしようとする大人達も苛々してくる。

　こんなの、公正な審査じゃないわ。

　だいたい、どんなふうに審査しているのだろう。機嫌のいい子と遊ぶより、不機嫌な子の相手をするほうが大変に決まっているのだが。

　這い這いしていた子は、一人でグズグズ泣いていたが、やはり誰も見向きもしない。子供を連れてきた女性達は孤児院で世話をしていた人達ではないだろうか。リゼットは辺りを見回してみたが、この大広間にはいないようだ。

　審査のために、どこかに追いやられたのだろうか。子供はあの人達を捜して泣いているというのに。

　なんだか……なんだか……すごく腹が立ってくる。

　花嫁試験のために、何も子供を巻き添えにしなくてもいいじゃないの！

　そんな中、やっとリゼットの番が回ってきた。

　リゼットは一番に、這い這いしていた子に駆け寄り、抱き上げた。そして、大広間の隅で机に着いて、審査をしているらしき女官達のところへと向かった。

「この子のおむつが濡れているわ。びしょびしょじゃないの。替えてあげなくては。孤児院の人はどこ？」

　女官達は最初ぽかんとしていたが、慌てて立ち上がる。

「もうすぐ試験は終わりますので、そのままにしておいていただけると……」

「濡れたままじゃ可哀想だと思わないの？　ひどいわ！　この試験を考えたのは誰なの？」

「皇帝陛下の意向を受けて、私達が……」

「申し訳ないけど、あんまりいい方法とは思えないわ。とにかく、おむつを替えてあげない限り、この子は泣き続けなくてはいけないのよ。いいから、この子の世話をしている人達がいる部屋を教えて」

　リゼットは彼女達からその部屋を聞き出して、子供を抱いたままそちらへ向かった。孤児院の人達はいつも世話をしている子達のことを心配していたらしく、リゼットが入っていくと、一人が慌てて駆け寄ってきた。

「どうしたのですか？　もしかして何か……」

「おむつが濡れているだけよ」

　彼女はほっとしたように子供を抱き取った。すると、子供もグズグズ言いながらも、彼女に甘えだす。

「もしかしたら眠かったのかもしれないわね。試験はもうすぐ終わるそうだから、その子はこのままここにいさせるといいわ。どうせ、這い這いする子には誰も近寄らなかったから」

「まあ……。じゃあ、ずっとほったらかしだったんですね！」

　彼女が手際よくおむつを替えると、子供はすぐさま泣きやんだ。リゼットはにっこり笑い、その子の薔薇色のほっぺたを指先でつついた。

「ご機嫌になったのね。よかった」

　さっきからずっと泣き続けていたので、リゼットは気になっていたのだ。おむつが濡れているせいだとわかっても、泣きやむまでは、どこか具合が悪いせいではないかと心配してしまう。おむつさえ替えれば大丈夫とは言いきれない。

　以前、弟妹達の世話をしていて、理由はわからないがグズグズ泣いているときがあった。そうしたら、後で熱が出て、風邪をひいていたということがわかったのだ。それ以来、リゼットは同じような状況になると、原因はひとつではないかもと勘ぐるようになった。

　風邪ならまだいいけれど、重篤な病気という場合もある。

　管理のひどい孤児院もあると聞いたことがあるが、この孤児院の子供達はちゃんと面倒を見てもらっているようで安心する。皇帝自らがつくった施設だからだろう。

　子供を使った花嫁試験には反対だけれど、孤児院に関しては、皇帝に対していい印象を受けた。

　リゼットは万が一自分が花嫁に選ばれたときのために、孤児院をつくる優しい人だということを忘れずにいようと思った。

　ひょっとしたら、それをきっかけに好きになれるかもしれない。

　一瞬、アロイスのことが頭をよぎった。彼ならきっと子供をあやすのも上手な気がする。

　だって、私のことも子供と思いながら助けたんだもの。

　きっと子供好きに違いないわ！

　いや、だからといって私にはなんの関係もないのだけれど。

　我に返って、リゼットは元の大広間に戻った。が、自分の組の試験はとっくに終わっていて、審査も終了したところだった。

　審査をしていた女官に文句を言ったから、きっと悪い点をつけられたに違いない。しかし、これで決まるわけではないのだから、別のところで挽回するしかなかった。




　次は大食堂に移り、そこで昼食が出て、食事のマナーを審査された。

　名誉挽回とはいえ、これはみんなの得意分野のようで、それほど差が生まれたとは思えない。ただ、好き嫌いがある人はどうしても食べられないものがあり、みんなから嘲笑を浴びせられていて可哀想だった。

　全部食べられなくても、マナー違反というわけではなかったはずだが。

　それに、アマーナリアでは堅苦しい作法にとらわれて上品に美しく食べることより、周りの人と会話しながら、楽しい雰囲気をつくっていくことのほうが重要だった。だから話しかけようとしたのだが、じろりと睨まれて無視されてしまった。

　みなの態度からして、何も話さないほうが正しいマナーなのだろうか。

　私が今日の失敗を挽回できる日は来るのかしら。

　こうして、試験一日目が終わった。




　夜になると、約束どおりアロイスがやってきた。

　リゼットは彼を部屋に迎え入れて、花嫁試験の話をした。

「私なんか、やっぱり皇妃には向いてないみたい」

　玉の輿を目指してはるばるやってきたというのに、つい弱気になってしまうのは、周りの娘達と自分の常識がどうやら違っているようだからだ。

「そうだろうか。皇帝は子供の世話をするかどうか……というより、子供を愛してくれる母親が必要だと思っているだけじゃないかな。だとしたら、子供のためを思って行動した君のほうが評価されるはずだ」

　アロイスはそんなふうに慰めてくれた。

　こんなふうに花嫁試験の愚痴を彼に言うのは間違っているかもしれない。けれども、彼が慰めてくれて、少し気が楽になった。

　とはいえ、アロイスは皇帝の考えを知っているわけではないし、女官がどう評価したかもわからないのだ。

　でも、確かに彼の言うことは納得できるわ。

「ありがとう。ダメだと思っても、まだ諦めるわけにいかないものね。弱気になっている場合じゃないわ」

「お父さんのために？」

「父のためでもあり……家族のためとかいろいろあるのよ」

　もし花嫁に選ばれなかったら、皇帝に謁見を申し出ようか。そして、アマーナリアの窮状を訴えて、援助してほしいと願い出る。

　上手くいくかどうかわからないけど……。

　リゼットは、皇帝が願いを聞いてくれるなら、皇帝の子供の子守りでもなんでもしてかまわないとまで思っている。

　そうしたら、アロイスと一緒になることも可能かもしれない。

　リゼットは隣に座る彼にちらりと視線を向ける。彼もまた優しい笑みを浮かべて、こちらを見つめていた。

　目が合い、ドキンと胸が高鳴る。

「君の家族は何人いるんだ？」

「え……と、両親がいて、弟と妹が七人いるわ」

「君が八人兄弟の一番上ということか？」

「ええ、そうなの。一番上だから、責任も重いのよ」

「それで、君は弟妹の世話もしていたんだな？」

「もちろんよ。うちの両親は乳母に任せきりではなかったし、母は特に懸命に子供の面倒を見たわ。どの子も可愛いって……。私も母と同じように、どの子も可愛がってきたの。子供って、一人一人違うし、面白いのよ」

　アロイスは同意するように大きく頷いた。

「確かにそうだな」

「あなたにも弟妹がたくさんいるの？」

「いや……。俺の母は早くに亡くなったから兄弟はいないんだ。父ももっと長く生きていれば再婚したかもしれないが……」

「お父様も亡くなってしまったの？」

　彼が定職についていないことに対して、リゼットはちょっと引っ掛かりを覚えていたが、複雑そうな生い立ちが関係しているのかもしれないと思った。

「七年前だ。俺がまだ若造の頃のことだった」

　一瞬、アロイスは遠い目をした。その当時のことを思い出していたのだろう。

　彼は自分のことをあまり語りたがらない。リゼットは彼のすべてを知りたいと思ったが、そんなことを訊く資格は自分にはない。だから、彼が話してくれる断片的なことだけを聞いて、想像するしかなかった。

「あ、あなたは子供が好きなの？」

　彼はふっと微笑んだ。

「ああ。結婚したなら、君のところみたいに、七人でも八人でも欲しいな。賑やかで温かい家庭に憧れる」

　彼は一人きりで寂しいのかもしれない。だから、子供がたくさんいる賑やかな家庭に憧れるのだろう。

　そう思うと、彼を慰めてあげたくなって胸が締めつけられるような気がした。

　でも、その結婚相手は私ではないのよ……。

　できることなら、自分が彼の花嫁になって、彼の人生を豊かなものにしてあげたいと思うけれど、やはりそれはできないことなのだ。

「わ、私も子供がたくさんいるといいって思うわ……」

　そんなふうに言うのが精一杯だった。

「君は子供の扱いが上手い。他に、何か得意なことは？」

　彼は突然、質問の方向を変えてきた。

「乗馬とか、身体を動かすこと。体力には自信があるわ！　家庭教師が嘆くほど、私はおてんばなのよ」

　彼はリゼットが少年の格好をしていたのを思い出したのか、ふっと微笑んだ。

「なるほど。おてんばらしい格好をしていたな」

「そう。……あの、秘密なんだけど……私、農作業が得意なのよ」

「……農作業？　君が……？」

　アロイスは驚いて、目を丸くしていた。

「私の住んでいるところは作物があまり育たないの。だから、農作業は本当に大事なのよ。だから、あの格好で手伝っていたというわけ。でも、遊びでやっていたわけじゃないわ。真剣にやっていたから、種を蒔くのも収穫するのも、もちろん育てるのも上手いのよ」

　たぶんそれが一番得意なことだ。もちろん、皇帝の花嫁になるのに、なんの意味もないことだが。

「手は華奢で綺麗なのに……」

「厚手の手袋をしていたのよ。あと、細く見えていても、私、けっこう力持ちだから。でも、こんなこと自慢にはならないわね」

「いや……女だって身体が丈夫なのに越したことはない。母親が子供を産んですぐに亡くなるのはよくない」

「そうね……」

　リゼットは彼の顔を見ながら、小さく頷いた。

　皇帝が花嫁の条件として『健康であること』を条件に挙げたのは、同じような理由だったのかもしれないと思った。自分の子供を妻に育てさせたいと思っていることや孤児院に力を入れていることなどから考えると、きっとそうなのだろう。

「勉強はどうだ？　得意だったのか？」

「ええ。歴史なんか、エーリクよりずっと得意だった。……あ、エーリクはすぐ下の弟なの。うちの跡継ぎなのよ」

「刺繍とか編み物とか……」

「一応はできるわ。ただ、みんなそういったことは上手だと思うのよ。でも、どんな結果が出るにせよ、最終的にはきっと皇帝の好みで決まるのよ。そこが不満というわけじゃないんだけど」

　不満を言っても始まらない。花嫁募集なんてとんでもないことをした皇帝だが、試験を勝ち抜いたというだけで、好みでもない相手と結婚するわけがなかった。

「確かにそうだろうが、君は試験を勝ち抜けると思うよ」

「あなたがそう信じてくれるだけで嬉しいわ！」

　二人は恋人同士というわけではないが、彼が夜遅くにリゼットの部屋を訪ねてきているという事実を考えると、皇帝の花嫁になる試験を応援してくれるのは少し奇妙に感じられる。失敗を慰めてくれるのもそうだ。けれども、彼が応援してくれれば、やはり嬉しい。

　私達、なんて変な関係なのかしら。

　リゼットは、そもそも彼にもうここに来てはいけないと言うべきだったのだ。深入りしてはいけないとわかっているのに、また二人きりで話すことで、徐々に関係が深まってきている。

　でも、彼は私が皇妃を目指していることを知っているのよ。応援までしてくれているのよ。

　もちろんリゼットにも王女としての自覚はある。だとしたら、二人が束つかの間ま、恋人同士のように親しく言葉を交わしたとしても、大した問題ではないのかもしれない。

　いや、自分でそう言い聞かせようとしているだけなのだろうか。

　彼と話していると楽しい。そばにいるとドキドキするし、気分が高揚してくる。

　けれど、本当はいけないことだとわかっている。それでも彼に帰ってほしいとは言えない。

　だって、私が彼と一緒にいたいから。

　今はただ彼のそばにいたい。リゼットの望みはそれだけだった。

「もう帰らなくてはいけない。明日また来るから」

　えっ、もう？

　リゼットは一瞬、彼を引き留めたくなった。だが、それはできない。本当はもう会わないほうがいいくらいなのだから。

　しかし、明日また来ると言われて、拒否はできなかった。

　いつかは彼と別れなくてはならない。それは皇帝との結婚が決まったときか、もしくはここを発つときだ。

　アロイスに出会うまで、リゼットは皇帝と結婚できないまでも、この帝都でなんとか裕福な結婚相手を見つけたいと思ってきた。そして、玉の輿に乗りたいと。

　その理由はもちろんひとつしかない。アマーナリアに少しでも援助してくれる人が必要だから。

　リゼットには王女としての責務がある。それは嫌というほどわかっている。

　アマーナリアにあるあの広大な湿地帯を、なんとかして活用したい。あそこで育てられる作物はないのだろうか。もしくは、作物を育てられる土地に改良したい。

　リゼットは農作業に関わってきたからこそ、国のためにできることがあるなら協力したいと考えてきた。

　でも……今はそんなことさえ考えられなくなっていた。

　今の自分は恋のために普通ではなくなってしまっている……。

　彼はリゼットの手の甲にキスをしてきた。

　彼の唇の感触がまた自分の中に残っていく。

　もう会ってはいけない。でも、会いたい！

　リゼットは彼が去っていく姿を見守りながら、恋する気持ちと戦っていた。




　アンドレアスは後ろ髪を引かれるような気持ちで、宮殿に戻った。

　まだやるべきことが残っていたので、そのまま執務室へと向かう。いつも忙しいわけではないのだが、花嫁試験の場に衛兵として紛れ込んでいたので、皇帝としての時間が奪われていた。

　本当はリゼットともっと一緒にいたいし、彼女の心を掴む努力をしたい。しかし彼女が花嫁試験で失敗したと話すから、思わず元気づける羽目になってしまった。

　アロイスとして彼女との絆を強くしたいのに、なぜだか皇帝としての気持ちを話すのも、なんだかおかしな話だ。

　とはいえ、試験を取り仕切っている者達に、試験内容を任せきりにしたのはまずかったかもしれない。

　確かに、花嫁の条件として、子供の面倒を見られる女性がいいとは言ったが……。

　孤児院の子供達を連れてくるのを許可したものの、試験を優先するあまり、子供が泣いているのをそのままにするなんて、リゼットの言うとおり可哀想な話だ。

　だが、自分もあの場にいながら止めなかったのだ。衛兵の一人として紛れ込んでいることを、試験を取り仕切る側にも知られたくなかったからだが、上手く注意する方法もあったかもしれない。

　リゼットが一番幼い子を抱き上げ、審査している女官達に敢然と立ち向かったのを見て、やはり自分の目に狂いはないと思った。

　やはり彼女は自分の妃にふさわしい。

　子供を思いやり、子供のために勇気ある行動を示した。あの場に集まった娘達の中には、庶民や孤児に対して差別の気持ちを持っている者がいた。衛兵に紛れていると、そういった本音もしっかり聞くことができる。

　彼女達は孤児達に触るのも嫌だと言っていた。どうせ庶民の子だから、と。

　庶民だからといって、自分達とどんな違いがあるというのだろう。皇帝というのは、国民の暮らしを楽にするために政治をする者だ。巨大な帝国として属国を束ね、外敵を排し、人々を豊かにしていくのが使命である。

　そういった考えを持っていれば、差別の気持ちなど起こりようがない。

　貴族だから、王族だから偉いのか。いや、違う。逆に、人々によって支えられているのだから、支えてくれる人々に対して義務があるのだ。

　まして、あの娘達は、たまたま裕福で身分の高い家に生まれたにすぎない。自分は何も成していないのに、どうしてそこまでおごり高ぶれるのだろう。

　結局、身分の高い娘達のことが気に入らないのは、アンドレアスがそんな考えの持ち主だからだ。

　でも、リゼットだけは違う……。

　まさかあの少年の姿で農作業をしていたとは！

　アンドレアスもそこまではやっていない。太陽の下で、彼女が満面に笑みを浮かべて、あの華奢な身体で作物を収穫しているところを想像すると、なんだか微笑ましい気分になってくる。

　いつか彼女と一緒にそんな作業ができたらいいのに……。

　さすがに皇帝が農作業をする日が来るとは思えないが、ほんの少しだけでも体験できたら楽しいだろう。

　いや、農作業は遊びでするものではない。アンドレアスはそれぞれの職業に従事する者に対して尊敬の念を抱いていた。みんなが自分の仕事をしっかりすることで、国民の暮らしは豊かになっていく。

　誰かの幸せのためではない。みんなの幸せのためだ。

　アンドレアスも変装して街に繰り出したからこそ、それがわかってきた。

　汚い身なりで重い荷物を荷車に積んで運ぶ男達がいる。それを船に載せて、その日の賃金を支払ってもらうのだ。そして、食堂で一杯の酒を楽しむ。そのとき、彼らは幸せを感じている。

　それのどこが悪いのか。

　花嫁候補の娘達は生まれながらに綺麗な服を着ておいしいものを食べ、様々な教育を受け、欲しいものはなんでも手に入れる恵まれた生活をしておきながら、その恩恵がどこから来ているのかわかっていない。それどころか勘違いしている。しっかりと働いている労働者や農民の上に自分達がいるかのように振る舞う愚かさが信じられない。

　リゼットは、そんな彼女達とはまるで違うのだ。

　ただ、そんな彼女にもひとつ、気がかりな点がある。それは、彼女が父親の言いなりになっていることだ。あれほど自分の意見をはっきりと言える性格なのに、どうして父親の決めた相手と結婚すると頑なに決めているのか。

　王女としての義務はわからないではない。けれども、弟妹が何人もいるなら、一人くらい外れたことをする者がいてもいいはずだ。

　アンドレアスは、アロイスとして彼女に選ばれたかった。

　父親が決めたからという理由で皇妃の座を望むのではなく、自身の気持ちでアロイスという男を選んでほしい。

　もちろん彼女が『アロイス』に気がないなら仕方ないが、決してそうではないと感じるのだ。

　視線が合って目が輝いたとき。手を触れ合い、表情が明るくなったとき。

　褒めると、恥ずかしそうに笑うとき。

　頬が赤く染まるとき。

　様々な場面で、リゼットが自分に何かを感じてくれているとアンドレアスは認識している。だから、本心を見せてほしい。そうしたら、自分も正体を打ち明けるつもりでいた。

　農作業の手伝いをするような王女なら、アロイスに心を寄せてくれるはず。

　アンドレアスはそれを願っていた。




　花嫁試験の二日目は、書き取りや朗読ができるかどうかだった。リゼットにはできて当たり前のことだったが、これに躓つまずく者もいて驚いた。

　ある程度の階級、もしくは裕福な家庭では、みんな家庭教師について勉強するものだと思っていたのに。

　とはいえ、彼女達は勉強より他のことが得意なのだろう。

　他に、常識問題の試験もあった。

　リゼットは計算もできたし、歴史や地理もしっかり頭に入っている。どんな問題を出されても答えることができた。

　ただし、三日目の一般的なマナーの試験では、間違ったことをしてしまった。おまけに、言葉の訛りも指摘されて、他の娘達からクスクス笑われてしまう。そのせいもあって、続く楽器や歌のテストでも失敗した。

　だが、四日目の乗馬は上手く乗りきった。ダンスのテストも上手くいき、ダンス講師に褒められた。

　五日目は刺繍や編み物の試験。午後からは水彩画を描かされた。どれもそれなりにできたが、こういった手仕事はもっと上手い人がいて、かなり注目を集めていた。

　そして、とうとう六日目となった。

　いつものように大広間に入ると、椅子が並んでいた。そこに腰かけると、審査をする女官が入ってきて、今日の試験の説明を始めた。

「これから一人ずつ別室でお話を伺いたいと思います。最終試験は明日になりますので、その後で花嫁候補が数人に絞られます」

　試験はいつまで続くのだろうと思っていたが、そろそろ終わりだということだ。つまり、リゼットが祖父の屋敷にいられるのもあとわずかということだ。

　花嫁に選ばれても、選ばれなくても、祖父の屋敷を出ることになるだろう。

　そして、アロイスと過ごせるのもあとわずか……。

　あれから毎夜、リゼットはアロイスと会っていた。わずかな時間であっても、一緒に過ごし、話をするだけで、ますます彼に惹きつけられていった。

　彼はいつも花嫁試験の話を聞いてくれ、元気づけてくれる。だが、それだけではなく、彼は温かい家庭への憧れを口にした。それを聞く度に、リゼットの心は大きく揺れるのだ。

　もちろん、どんなに揺れようが、やはり王女としての義務を放棄するわけにはいかなかったが。

　じっと待っていると、やがて自分の番が来て、別室へと案内された。そこは、最初にアマーナリアはどこにあるのかと馬鹿にされた部屋だった。あれから、あのときの男性達は姿を現さず、もっぱら女官ばかりが花嫁試験に関わっていた。

　あのとき男性陣が並んで座っていた場所に、女官達が座っている。

　リゼットは机を挟んで、椅子に腰を下ろした。中央に座る女官の一人が話し始める。

「まず、お知らせがあります。明日の試験を終えて、最終候補が決まったら、明後日、皇帝陛下に謁見することが許されます。そして、陛下が直接、花嫁を選ばれるでしょう。もし、気が変わったというのであれば、ここでやめていただいてもかまいません」

　ここまで試験を受けておいて、やめるという選択をする人はいるのだろうか。結果がダメだとしても、やるだけやったなら諦めもつくというものだ。

「このまま続けます」

「では……いくつか質問をしますので」

　女官はこれまでの試験についての感想や、この宮殿についての感想を尋ねた。そして、この帝国をどう思うかを。

　リゼットは思うままを答えていった。

　ヴァンダーン帝国について詳しく知っているわけではない。家庭教師から学んだこと、そして本で読んだだけの知識しかなかった。

　ただ、帝都は予想以上に整った街並みで、活気があり、人々が楽しそうにしていると思ったことを話した。すると、女官達は笑みを浮かべて頷き合った。どうやら好感を持ってもらったらしい。

「最後に……一番得意なことを教えてください。今まで試験で披露したことと同じでもかまいません」

　農作業とはさすがに言えない。それ以外で一番得意なことというと……。

「弓です」

「……弓ですって？」

　短銃も発明された世の中で、今更、弓が得意という人間はそんなに多くない。しかし、アマーナリアでは弾薬節約のため、あまり銃は使われないのだ。そのせいで、娯楽も兼ねて弓の練習をするのが、アマーナリアの王族や貴族の間で流行っていた。

「わかりました。では、明日の最終試験で、その弓の腕前を披露していただきます」

「えっ……」

　リゼットは驚いたが、もしかしたらそれを訊くための面接だったのかもしれないと思った。

　それで面接は終わりで、リゼットは部屋の外に出た。今日はもう帰っていいということで、大広間の隅で待っていたナディアと落ち合う。

「いかがでした？　今日の試験は？」

　ナディアに尋ねられて、リゼットは別室で言われたことを話して聞かせた。

「それぞれ得意なことを披露するってことですか。うっかり嘘をついちゃった人は大変ですね」

「そうね……。悪気なく、自分をよく見せるために嘘をついた人は大変かもね」

　最初から明日披露するとわかっていれば、リゼットももう少し無難なことを言っておいたはずだ。

　できれば、皇妃に必要なことを。

　しかし、そもそも皇妃とは何をするものなのか。リゼットの頭の中には、公式行事などのときに皇帝の隣で着飾ってにこにこしている図しか浮かばない。そして、子を産み、育てること。

　皇帝は自ら兵を率いて戦うことが好きだという。だとしたら、皇妃は宮殿の贅沢な部屋で、女官相手に退屈そうにおしゃべりするだけでもいいのかもしれない。リゼットの母は王妃でありながら、城の外に出ていっては、困った人達に手を差し伸べることを生き甲斐にしている。

　もし私が花嫁に選ばれたとしたら、どんな人生を歩むことになるのかしら。

　まだ皇帝に選ばれてもいない。いや、その前に最終候補にも選ばれていないが、皇妃としての生活を想像してみた。

　だいたい、私、まだ皇帝の顔も知らないわ。

　噂話から、なかなかの美男子で、少し変わり者だということだけは伝わってきた。

　でも、孤児院をつくる人なんだから、変わり者でもきっといい人に違いないわ。

「とにかく、明日に備えましょう」

　リゼットはナディアと共に、祖父の屋敷に帰った。




　翌日、リゼットが宮殿の大広間に行くと、そこはピリピリとした雰囲気になっていた。

　今日は最終試験だ。

　少し人数が減っているところを見ると、花嫁になることを諦めた人達もいるようだった。試験を上手くこなせなかったか、もしくは自分に合わないとやめたのかもしれない。

　残った娘達はみな皇妃になる野心がある人達だ。上品そうに見えていても、心の中は違う。リゼット自身も野心があることには変わりはなく、他人の批判をするつもりはなかった。

　すべては今日で決まる……。

　それぞれ得意なことを披露するという話だったが、見物人がいるという話は聞いていなかった。いつものように審査をする女官の前で披露すると思っていた。せいぜい、花嫁試験に臨む者だけの前だろうと。

　ところが、宮殿で働く女官がみんな集まったのではないかと思うくらい、たくさんの見物人がいた。歌や朗読、楽器が得意だと言った娘は、その見物人の中で腕前を披露しなくてはならなくて、声が震えたり、音を外したりして、さんざんな目に遭っていた。

　だから、刺繍などの手作業が得意と言った娘は、少し気が楽だったはずだ。見つめられても、それほど動揺せずに済んだと思う。

　他に外国語が得意だと言った娘は、やはり声が震えていたものの、なんとかみんなの前で一人でやり遂げた。

　そして……。

　いよいよ、リゼットの番だ。

　中庭に出たことで、衛兵も集まってきた。宮殿の外壁に板が立てかけられ、そこに的が用意してある。弓と矢が渡され、リゼットはその具合を確かめた。

「どこか田舎の国の王女様らしいわよ」

「道理で時代遅れなわけだわ。弓を射るなんて……」

「見てよ、あのドレス。いつの時代のものかしらね」

　宮殿で働く女官ともなれば、きっとある程度の身分の者達なのだろう。花嫁候補でもないのに、彼女達はなかなか辛しん辣らつだった。

　もしアマーナリアがそこそこ裕福な国ならば……。

　リゼットはここには立っていなかった。皇帝の花嫁になろうとも思わなかっただろう。万が一、やってきたとしても、こんな意地の悪い女官達がいるような宮殿に嫁ぎたいとは、絶対に思わなかった。

　でも、これは故国のためだから。

　国王夫妻である両親のため。国を継ぐ王太子エーリクのため。貧しいながらも笑みを絶やさない国民のため。

　リゼットは矢を構えた。

「少し肩慣らしをしていいかしら」

「どうぞ」

　リゼットは何回か力を抜いて矢を放った。どれも的に当たらなかったため、クスクスと笑い声が起こる。衛兵からも馬鹿にするような囁きが聞こえた。

　息を大きく吸う。

「行くわ」

　そして、矢をつがえ、弓を引いた。

　手を離した途端、矢が的の中央に突き刺さる。馬鹿にしていたような笑い声はやみ、感嘆の声に変わった。

　リゼットは次々に矢を放ち、すべて的の中央に当たった。

　ふーっと息を吐き、女官のほうを向く。

「どうかしら」

「あ……ありがとうございました！」

　女官がリゼットに頭を下げると、周囲から拍手が沸き起こる。主に衛兵から賞賛されているようで、リゼットは彼らに手を振って応えた。




　すべての特技の披露が終わり、休憩を挟んだ後、再び大広間に集められた。

　椅子にずらりと並んで座る娘達の前で、女官が何やら紙を持って現れた。そして、咳払いをすると、話し始める。

「審査が終わりました。最終候補は五名で、これから名前を呼ばれた方となります。呼ばれなかった方は帰っていただいてけっこうです」

　みんなが緊張して身構えるのがわかった。リゼットもドキドキしながら、自分の名前が呼ばれるのかどうか聞き耳を立てる。

「まず一人目……」

　名前が呼ばれる度に、呼ばれた本人は飛び上がって喜ぶ。他の者はまだ緊張が解けず、焦る気持ちを隠しきれないのか、拍手のひとつもしなかった。

　二人目。三人目。四人目……。

　リゼットは不安になってきた。

　やはり、自分は田舎の国の王女だから、皇帝の花嫁には選ばれない運命なのだろうか。

「最後の方は……アマーナリア王国のエリーゼティア・ミーゼン・メル・アマーナリア王女殿下」

　よかった……！

　リゼットは胸を撫で下ろしたが、周囲の娘達からはじろりと睨みつけられた。ナディアが後ろから小声でお祝いを言ってくれる。

「姫様、おめでとうございます！」

　リゼットは振り返って、ナディアに笑ってみせた。

　名前を呼ばれなかった者はツンツンした態度で立ち上がり、聞こえよがしに嫌みを言いながら退出していった。

「何よ、審査がおかしいのよ。あんな田舎娘なんか選ばれるわけがないわ」

　リゼットもそう思っていたのだが、最終候補には残れたのだ。どういう基準で選んだのかはさっぱりわからないが、とにかく残れたことは喜ぼう。

「最終候補の方々は、明日は皇帝陛下に直々にお会いすることになるので、失礼のないように正装してお越しください」

　後は皇帝の好み次第ということだろうか。

　幸い帝都に来てから少し日数があったので、祖父が見かねて流行のドレスを一着だけ誂えてくれた。それを着て、明日は皇帝に気に入られるように振る舞うとしよう。

　もし、万が一、皇帝に見み初そめられてしまったら……。

　リゼットは想像してみた。

　もちろん、それを目当てにはるばるここまでやってきたのだし、試験だって頑張ったのだ。だが、実際、明日にはもう花嫁が決まるのだと思うと、胸が騒ぐ。

　私……本当に皇帝陛下の花嫁になりたいの？

　いや、なりたいとかなりたくないとか、そういう自由はないのだ。選ばれれば結婚する。それは最初から決まっていたことだ。

　アマーナリアのために。

　政略結婚は王女としての義務なのだ。

「姫様、明日が楽しみですね！」

　ナディアは無邪気に喜んでいる。リゼットも微笑み、彼女に同意してみせた。
















第五章　アロイスの求婚と正体













　夜になった。もうすぐアロイスがやってくる。

　彼と会うのは、もう明日が最後かもしれない。いずれにしても、明日結果が出る。もし自分が選ばれたなら、皇帝の花嫁になるとわかっている以上、夜遅くにこそこそとアロイスに会えなくなる。そして、花嫁に選ばれなかったら、アマーナリアに帰るだけだ。

　できれば、皇帝でなくても、いい結婚相手を帝都で見つけたかったけれど……。

　アロイスに夢中になった今、他の男性に目が向くはずがない。

　リゼットは毎夜、彼と会うこの時間を楽しみにしていた。彼はすぐ帰ってしまうことも多かったが、それでもほんの一いっ時ときでも一緒に過ごせることが嬉しかった。

　でも……もうお別れを言わなくてはいけないんだわ。

　寂しさがリゼットを襲う。

　どんなふうに切り出したらいいだろう。嘘はよくないから、やはり花嫁の最終候補に選ばれたこと、更に皇帝に選ばれたら結婚することを話さなくてはいけない。

　いつものように夕食を取った後、ナディアの手を借りて夜着に着替える。そして、化粧台に向かって座ると、ナディアが後ろに立って髪を梳すいてくれる。

　ナディアはリゼットが最終候補に残れたことが誇らしいらしく、やたらと機嫌がいい。そういえば、祖父もそうだった。

『おまえが他の娘達に勝てるなんて思わなかったが、意外とやるじゃないか。最終候補に残るとは大したものだ。たとえ皇帝に選ばれなくても、これでいい縁談が来るぞ』

　祖父は最初からリゼットには勝ち目がないと決めつけていたから、最終候補に残っただけでも上出来なのだろう。

　いい縁談なんて……。

　リゼットは溜息をついた。

「あら、どうなさったんですか？　明日のことが心配だとか？」

「ええ、まあ……」

「大丈夫ですよ！　姫様が一番お綺麗で、一番皇帝陛下の花嫁にふさわしいですから！」

　どんな根拠があって言っているのかわからないが、ナディアの中ではリゼットが一番なのだと思うと、嬉しくなってくる。

「ありがとう、ナディア。ナディアが一緒にここに来てくれて、本当に助かってるわ」

「まあ……姫様！　私こそ、姫様のおそばに置いていただけて感謝してます。私、一度、この街に来てみたかったんですよ。だって、わくわくするじゃないですか！　もちろんアマーナリアも好きですけどね」

　彼女の言いたいことは理解できる。リゼット自身、アマーナリアののんびりした雰囲気は好きなのだが、活気のある街にいると自然と元気が出てくる。すべてが流行のもので溢れているし、便利なものもある。そんなものを目にするだけで、楽しくなってくるのだ。

「宮殿も美しくて……」

　ナディアはそう言いかけて、何かにはっと気づいたように口ごもる。

「いえ、アマーナリアのお城がそれに劣るわけじゃないんですよ！」

「いいのよ。城が古くて、修理が必要なところもあるってことは、私にもわかっているわ」

　それは事実だから、悪口を言われたとは思わない。

「すみません、姫様。私、浮かれすぎですよね」

「もしかして、誰かいい人と出会ったとか？」

　なんの気なしに口にした言葉だったが、図星だったらしい。彼女はたちまち真っ赤になった。

「そ、そんな……。いい人とかじゃないですよ。ただ……少し話をしただけです！」

　そんなに強く否定しなくてもいいだろうに。リゼットはナディアの反応を微笑ましく思った。

「いいのよ。どこで会ったの？　その人と」

「宮殿で……。でも、大したことではないんです、本当に。私が勝手に気にしているだけで」

　ナディアは自分から男性に話しかけるようなことはしない。だから、向こうから話しかけてきたのだろう。自分が試験を受けている最中のことだろうか。

　皇帝の花嫁に選ばれれば、ナディアにもそのまま侍女でいてもらうことはできる。そうしたら、その誰かと結婚……なんてこともあり得るだろうが、リゼットがアマーナリアに帰るのなら、ナディアもやはり一緒に帰ることになるのだろう。

　まさか、自分の運命がナディアの運命も左右することになるとは……。

　でも、今はどう転ぶかわからないのだから、そこまで考えるのはやめることにした。

　そしてリゼットは振り返った。

「ナディア……私はあなたには幸せになってもらいたいと思っているのよ。侍女をやめて、結婚したいと思ったときは、遠慮なく言ってね」

「結婚なんて、まだ考えてません！」

　彼女はそれだけはきっぱりと否定した。

「私もそう思っていたわ。でも、機会を逃してはダメ。それだけは覚えておいて」

　真面目にそう言うと、ナディアも神妙に頷いた。

「もう髪はいいわ。おやすみなさい。明日に備えて早く寝てね」

「姫様もゆっくりお休みくださいませ」

　ナディアは微笑みを浮かべて、部屋を出ていった。

　リゼットは鏡の中の自分の顔を見つめる。

　アロイスに会いたいのに、今夜は会いたくない。彼のことが好きなのに、別れなくてはならないなんてつらいから。

　でも……仕方ないのよ。

　何度考えても、仕方ないという結論しか出ないのだ。

　やはり彼と関わりを持ってはいけなかったのかもしれない。そもそも、最初からここに来るのを許してはいけなかったのだ。会えば会うほど、気持ちが強くなってくる。こんなふうになるなんて、想像もしていなかった。

　リゼットは立ち上がって、ガウンを上に着込んだ。

　そのとき窓をコツコツと叩く音が聞こえてきた。リゼットは窓に近づき、カーテンを開け放って、窓をそっと開いた。

　アロイスがするりと中に入ってくる。

「リゼット……」

　いつもなら、彼はここに入ってくるなり大きな笑みを浮かべるのに、今夜は違う。真面目な表情をしていた。

　彼は意外と情報通だから、花嫁の最終候補が決まったことを知っているのかもしれない。

「アロイス、話があるの」

　リゼットがそう言うと、彼は頷き、いつものように長椅子に並んで座った。

「さあ、君の話を聞こうか」

「あの……花嫁の最終候補に選ばれて、明日、皇帝陛下とお会いすることが決まったの」

　彼は何も言わなかった。が、すぐに息を長く吐いた。

「もし君が選ばれた場合は……」

「もちろん結婚することになるわ。私はそのためにはるばるここまでやってきたんだもの」

　冷淡なように聞こえるかもしれないが、そうとしか言えない。

「もし選ばれなかったら？」

「家に帰るわ」

「そして、父親の決めた相手と結婚するのか？」

「ええ……。でも、最初からそう言っていたでしょう？」

　アロイスはリゼットの手を握った。

　力強く温かい手。リゼットはこの手が大好きだった。

「リゼット……。初めて会ったときから、俺は君に何かを感じていた。ここ何日かずっと会って話をしたことで、気持ちはより大きくなってきたんだ」

「ダメよ、アロイス。そんなこと言われても……」

　こうして会い続けたことはやはり間違いだったのかもしれない。最初から自分が帝都に来た目的は告げていたはずだし、それでも彼はここに通っていたのだから、すべてを納得してくれているものだと思っていた。

　なぜなら彼は試験のことで励ましてくれてもいたから。

　それを今になって、私の気持ちを揺さぶるようなことを言いだすなんて……。

　リゼットの気持ちは元々揺れていたのだから、彼にそんなことを言われると、もっと揺れてしまう。

　でも、いくら揺れても、私にはどうしようもないのよ。

　彼にはわからないかもしれないが、国の運命を背負っている以上、個人の感情など差し挟む余地はないのだ。

「君が皇帝と結婚しなくてはならないと思い込んでいるのはわかっている。だが、他の道もあるんじゃないか？　ここ数日、俺と一緒にいて、ちらりとでもそんな考えが起きなかったと言えるか？」

「それは……それは……」

　確かに言えないが、かといって、彼と同じことを考えたとも言えない。彼に無駄な期待を抱かせることになってしまう。

　いっそ、彼のことをなんとも思っていないならよかったのにと思う。

　好きでたまらないのに別れを告げなくてはならない。それだけでもつらいのに、急に彼から口説かれるなんて困ってしまう。

　いや、急にというわけではないのかもしれない。初めて彼がここに来たときから、それに近いことは言われていたはずだ。手にもキスをされた。唇にキスしたらもう自分を抑えられなくなるから、と言われて。

　リゼットはそれをなんでもないことのように流してしまった。彼と会いたい一心で。

　本当はもっと早い段階で彼にはここに来ないようにと言うべきだったのに、言わなかったのは自分が悪い。

　彼のことをいくら好きになっても、彼との将来は絶対ないのだから。

「リゼット……愛してる。君のことが愛しくてたまらない」

「あ……アロイス……」

　彼はリゼットの手を自分のほうへと引き寄せた。リゼットは彼のほうに倒れ込みそうになる。

　リゼットはその瞳の奥にある熱いものを感じて、目を見張った。

　男性に愛していると言われたのは、初めてのことだ。リゼットの胸に喜びの気持ちが込み上げてくる。

「私も……」

　そう言いかけて、はっとする。

　今まで自分でも気づかなかったが、彼を愛し始めていたのだろうか。けれども、それは許されないことだ。

　まして、彼に告白してはいけない。余計に期待させてしまうことになる。

　だが、彼の目が情熱と喜びに満ち溢れているのを見たら、何も言えなくなった。

「リゼット……結婚してくれ」

　結婚……。

　リゼットの痺しびれたような頭にその言葉が忍び込んできた。

　一瞬、彼と結婚して、子供達が周りにいるところを想像した。楽しく温かい家庭を。

「約束する。必ず幸せにするから」

　アロイスはリゼットの身体を抱き寄せた。

　顔が近づいたときに思わず目を閉じてしまう。唇が柔らかいものに包まれて、胸の鼓動が速くなった。

　これが……キス……！

　リゼットにとって初めてのキスだった。

　優しくしっとりとしたキスをされ、リゼットは目め眩まいがするような幸せを感じた。

　束の間、その幸せに酔いしれる。愛し合う二人が交わすキスは、将来の幸福が約束されたもののように思えた。

　でも……。

「ダメ……！」

　リゼットは無理やり身体を離した。

　本当はもっとキスをされたかった。もっと抱き締められて、彼の温もりを感じていたかった。

　できることなら、彼の求婚に応じたい。

　だが、王女としての義務感が勝った。

「どうしてダメなんだ？　俺では身分が不足なのか？　父親の言いなりになる必要がどこにある？」

「そ、そうじゃないの……」

「すべて俺に任せてくれ。君の父親がなんと言おうと、説得する自信はある」

　リゼットは追いつめられていた。

　なんとか彼に帰ってもらわなくては。そうしないと、断りきれなくなって、彼の求婚を受け入れてしまうに違いない。

　リゼット自身、本心ではそうしたいと思っているのだから。

　けれども、そうはできない事情がある。彼になんとかわかってもらわなくてはいけなかった。

「わ、私は……皇帝と結婚しなくては……。皇帝でなくても、裕福な人と結婚する必要があるの。両親もみんなそう望んでいて……！」

　アロイスの目はカッと見開かれた。

「裕福な人だって……？　金が目当てなのか！」

　彼は吐き捨てるように言うと、まるで汚いものに触れたかのようにリゼットの手を放して、立ち上がった。

「君が金のために身を売る覚悟だったとは知らなかった！」

　軽蔑したように言われたことがつらかった。

「そうじゃなくて……」

「どういう意味だと言うんだ？　俺は君を見誤っていた。君が花のように清らかで、父親の命令に逆らえないだけかと思っていたのに。君は金目当てに結婚する気でいながら、俺と少し火遊びがしたかっただけなんだな？」

　彼の誤解を正したかった。彼を愛しているのに、国のために身を切られるような思いで別れを告げているのだと。

　だけど、そう言ったら、彼のほうは諦めがつかなくなるのではないだろうか。別れが余計につらくなってくる。彼が苦しんでいるのは、自分が今まで彼がやってくるのを拒否しなかったせいだ。

　私が彼と一緒にいたかったばかりに……。

　だから、せめて彼の心がこれ以上、傷つかないようにしてあげたかった。

　でも、本当はこんな終わり方をしたくない。軽蔑されるような別れ方なんてしたくない。彼の顔を見られるのはこれが最後なのに……。

　私の心に最後に刻みつけられるのが、彼が激怒している顔だなんて悲しすぎる。

「ごめんなさい……」

　本当のことを告げる代わりに謝った。

　だが、彼の怒りは消えるどころか、余計に増していったようだった。

「いいさ。明日、せいぜい皇帝に媚こびを売ればいい。皇帝が君の薄汚い欲望を見抜けずに、結婚して贅沢をさせてくれることを祈るよ」

　彼はそう言い捨てると、足早に窓から出ていった。彼が怒りのあまり手や足をすべらせるのではないかと心配になり、リゼットはすぐにバルコニーに歩み寄る。しかし、彼はあっという間に庭に下りて、去っていった。

　リゼットは空っぽの闇に包まれた庭を見つめた。両目から涙が溢れ出てくるのがわかる。止めどなく涙は流れ落ちていったが、アロイスへの想いだけは胸に残り続けていた。




　宮殿の自室に戻ったアンドレアスは、すぐに酒を持ってこさせた。

　夜も公務に勤しむことが多い自分が、自分の部屋にこもって酒を飲んでいる。その理由が失恋だとは、宮殿中の誰も思わないことだろう。

　アンドレアスは傷ついていた。

　リゼットが『皇帝』の権威より自分の愛を受け取ってくれることを望んでいたからだ。

　しかし、彼女は父親の言いなりになっていたというわけではなく、結婚で贅沢な暮らしを得たいだけだった。

　それに気づかず、ひたすら彼女を花嫁にふさわしい人物だと思い込んでいたのは、美しさに目が眩んでいたせいだろう。きっと正常な判断ができなくなっていたのだ。

　試験の間、彼女をずっと見ていたが、彼女は多彩なことができた。頭がよく、手先も器用で、身体も丈夫だ。子供のことだって、真剣に考えているようにも思えた。だから、見た目が美しいだけでなく、心も美しいのだと思い込んだ。

　アンドレアスは、人を見る目は持っていると自負していたが、そうではなかったようだ。簡単に騙だまされていたのだと思うと、腹立たしくて仕方ない。少年の格好で市場に出かけたように、自分に恋する男を手玉に取って遊んでいただけだったのだろう。

　そうだ。いくら田舎の王女だからといって、あれほど美しいのだから、恋愛経験がいくつもあってもおかしくない。それなのに、すぐ赤くなるからうぶだと思い込んだ自分が愚かだったのだ。

　明日……。

　リゼットは『皇帝』の自分を見て、どんな顔をするのだろう。

　アンドレアスはそんな想像をして、ニヤリと笑った。

　驚き、そして自分の失敗を思い知らされるのだ。よりによって、皇帝本人に金目当てだと知られてしまったのだから。

　アンドレアスは着飾った彼女を無視して、別の女性の手を取り、求婚するところを想像してみた。

　だが、こんなに傷つけられても、自分が欲しいと思うのはまだリゼットだけだった。

　それなら、彼女を寵ちょう姫きとしてそばに置くというのはどうだろう。これなら、彼女の望む贅沢はさせてやれる。それに、属国とはいえ、王女を寵姫にするのは辱めを与えることになって、自分も満足できるだろう。

　そんな想像をしてみたものの、アンドレアスは急に自己嫌悪に襲われる。

　なんて愚かしい考えだ！

　傷つけられたからといって、相手を辱めてやろうという考えは、あまりにも心が狭い。それより、リゼットのことをきっぱり忘れたほうがずっといいに決まっている。

　結局のところ、花嫁を公募してみたところで、身分や地位、金に惹かれた亡者どもが集まっただけだ。リゼット以外の花嫁候補が清らかな心の持ち主だったとはとても思えない。

　いっそ、結婚自体を取りやめることも考えてみる。

　いや、そういうわけにはいかないだろう。ネスケルの言うとおり、自分に何かあったら、帝位はゲオルグに行くのだ。そうならないように、一刻も早く跡継ぎをつくらねばならない。

　私的な心は封印することにした。この帝国のために。

　ネスケルが最初に推していた貴族の娘とでも結婚するか。欲しくもない女でもかまわない。跡継ぎさえ産めればいいのだ。アンドレアスはそう自分に言い聞かせた。

　リゼットはナディアの声で目が覚めた。

「姫様、さあ起きてください。今日は姫様の大切な日ですよ」

　できれば起きたくなかった。思い出すのはアロイスのことばかりで、夢の中にも出てきたくらいだ。

　皇帝との結婚なんてどうでもいい。

　そう思ってしまったが、王女としての義務感が勝った。

　身体を起こすと、ナディアが驚いたような声を上げる。

「瞼まぶたが少し腫れているように見えますわ。昨夜はあまり眠れなかったのですね？」

「ええ……ちょっと」

　まさか泣き腫らしてしまったとは言えないから、そう言っておく。

「めずらしいですわね。姫様は大概のことには動じないように見えますのに」

「そうでもないわよ……。私、意外と繊細なんだから」

　真面目に言ったつもりだが、冗談だと思われて笑われてしまった。

「さあ、顔を洗ってください。まずは朝食をたっぷり召し上がって、それからゆっくりお支度をしましょう。湯浴みをして、髪も洗って……ぴかぴかにして差し上げますよ」

　ナディアは気合が入っている。

　彼女はリゼットが皇帝の花嫁に誰よりもふさわしいと固く信じているのだ。今日は婚約が決まる日だと思っているらしい。

　そんなに上手くいけばいいけれど……。そう思いつつ、アロイスとの別れで傷ついているリゼットにとっては、選ばれてもそうでなくても、どうでもよかった。

　どのみち、アロイスとは結ばれない運命だったのよ。

　それだけだ。

　ナディアはのろのろとベッドから出るリゼットを急せかした。そして、宣言どおり顔を洗わせ、食事を取らせ、湯浴みをさせて、とにかく全身をピカピカにした。

　それから、祖父が誂えてくれた流行のドレスを身に着ける。

　リゼットによく似合う薄いピンク色のドレスで、絹の生地がふんわりと繊細なレースで覆われて二重になっている。一見して豪華なドレスだ。祖父も金銭的に苦しいのだが、リゼットが皇帝でなくともどこかの裕福な有力者に見初められれば、自分のところにも運が回ってくると思っているのだろう。

　国を背負うだけでも大変なのだが、祖父の期待もなかなか重い。

　もしかしたら、皇妃になりそこなってもアマーナリアに帰してもらえないかもしれない。ぞっとする話だが、祖父はリゼットの結婚を利用したいと考えているようだった。

　ナディアが張りきって美しい髪形にすると、母がやってきて、自分の髪飾りを貸してくれた。

「本当に素敵よ、リゼット」

「姫様、もう今すぐ皇妃様になってもおかしくないくらいです！」

　ナディアと二人がかりで褒め称えてくれたが、リゼットは弱々しく微笑むことしかできなかった。もっとも、その理由を、二人はリゼットが緊張しているせいだと思っているようだったが。

　ともかく、どんなに気分が乗らなくても、皇帝の前に出なくてはならない。選ばれるかどうかはまた別の話だ。もし選ばれなかったら、アマーナリアへの援助を懇願してみよう。やるだけやってダメなら仕方ない。

　リゼットは恋する乙女の気持ちを押し込めて、なんとか王女として振る舞うことを自分に誓う。

　もう、アロイスとのことは終わったんだし……。

　私はアマーナリアの王女として生まれ育ったから。

　アマーナリアのために生きなければならないのよ。




　今日は試験の日とは違い、どの娘にも付き添いが多い。

　花嫁が決まる日だからだろう。リゼットにも、母とナディアの他にアマーナリアから来た一行、そして祖父、更にはその愛人まで着飾ってついてきた。

　しかし、付き添いは別室に通され、五人の花嫁候補は玉座以外何もない大広間に案内された。

　花嫁候補の他には、いつも宮殿内のあちこちを守っている衛兵が数人いた。やがて審査に関わっていたいつもの女官がやってきて、話をする。

「もうすぐ陛下がいらっしゃいます。これから先、私語は慎むこと。身を屈め、頭を下げ、陛下がいいとおっしゃるまで顔を上げないこと。自分から陛下に話しかけないこと。以上、お願いします」

　言われたとおり、五人は一列に並んで、身を屈め、頭を下げた。すると、前方の扉が開く音がして、軍靴のようなしっかりとした足音が聞こえてきた。

　皇帝陛下なのだわ……。

　リゼットは急にドキドキしてきた。

　花嫁に選ばれるかどうかはどうでもいいと思っていたリゼットだったが、選ばれたほうがみんなに喜ばれるのだと思い返した。

　しばらくして声が聞こえてきた。

　聞き慣れた声が。

「顔を上げるがいい」

　アロイスの声……？

　まさか！

　リゼットは顔を上げて、声の主を確認した。

　玉座に腰かけて、こちらを冷たい眼差しで見ているのは、紺色の軍服に身を包んだアロイスの姿だった。

　リゼットは驚きのあまり声を出せなかった。一体どういうことなのか、理解できなかったからだ。

　だが、すぐに気がつく。リゼットが少年の姿で外に出ていたように、皇帝も町人の姿で出歩いていたのだ。

「嘘……」

　リゼットはそう呟くと、呆然とする。

　からくりがわかっても、彼のしたことを思い返すと、その理由がわからない。一体どういうつもりだったのだろう。彼はリゼットが皇帝の花嫁試験を受けに来たことは知っていたのだ。しかも、毎夜、試験のことを聞いていた。

　そして、昨夜……。

　最終候補に選ばれたと聞いた彼は、仮の姿で求婚してきた。

　あれはなんだったの？　彼は自分が弄もてあそばれていたみたいに言っていたけど、弄ばれていたのは私のほうじゃないの？

　だって、彼は自分が何者なのか隠していたんだもの。

　とはいえ、リゼットも正直でない部分があった。アマーナリアの王女だとは言わなかった。どうして皇帝と結婚しなければならないと思っていたのかも。

　でも、彼は私が王女だと知っていたみたいだ。

　ひょっとして……彼はめぼしい花嫁候補達にアロイスとして接触していたのだろうか。そして、その全員を試していたのかもしれない。

　もしかして、この五人の中にも、私みたいにアロイスの姿を見て、驚いている人がいるのかもしれないわ！

　リゼットの妄想は広がる。

　昨夜のキスも……。

　私以外の人とも平気でしていたのかも。

　今まで騙されて、実在しない人物に恋をしていたのかと思うと、腹が立って仕方なかった。昨夜、あれほど泣いたのは、なんだったのだろう。

　許せない！　私の恋心と涙を返して！

　リゼットは思わずアロイス……いや、アンドレアスを睨みつけた。

　彼は一瞬怯んだようだったが、すぐに睨み返してくる。それから、ゆっくりと玉座を下りて、こちらに近づいてきた。

「たくさんの試験を経て選ばれた五人の美しい淑女達。ご苦労だった。さて……これから花嫁を選ばなくてはならないが……」

　彼は端から順に花嫁候補の顔を見ていく。そして、最後にリゼットの顔を見据えた。

「誰を選ぶのかは後回しにして、まずは全員と踊ることにしよう」

　彼がそう言うと、どこからともなく音楽が聞こえてきた。どこか見えない位置に楽団がいたらしい。

　アンドレアスは真ん中に立つ一人の娘の手を取り、ワルツに合わせて踊り始めた。他の花嫁候補はその邪魔にならないように、女官に誘導されて、隅のほうに退く。

　アンドレアスは優雅に踊り、その腕に抱かれた娘は喜びに頬を上気させている。

　リゼットは、なんだか気に食わない……。

　嫉妬だってわかっている。でも、嫉妬する資格もないのだ。

　なぜなら、私は彼の恋人ではなかったのだから。

　最初から騙されていたのなら、愛の告白も嘘だったのだ。そうとは知らず、彼に別れを告げて、一晩泣き腫らしてしまった。

　一通り踊ると、アンドレアスはまた別の娘の手を取り、踊り始める。

　こんなの、茶番だわ！

　さっさと一人に絞って、本当に花嫁になる人と踊ればいいのだ。そうしたら、他の四人は馬鹿みたいにこの茶番を眺めずに済むのに。

　できることなら、今すぐこの大広間から出ていきたい。けれども、王女の義務がそれを押しとどめていた。それに、そんな馬鹿な行動を取ったと、祖父に知られたら叱られてしまう。新しいドレスを誂えた甲斐がなかったと責められるかもしれない。

　花嫁になれなくても、アマーナリアへの援助を嘆願するつもりだったけど……。

　アンドレアスが皇帝としてちゃんと仕事をしているのかどうかも疑わしいと思った。だいたい、花嫁を公募して試験をするなんて、それ自体、少しおかしい。そんな皇帝はアマーナリアの窮状など把握していないだろうし、それこそ、アマーナリアがどこにあるのかも知らないかもしれない。

　最後に、リゼットの番がやってきた。

　リゼットは彼の腕に抱かれて踊り始めた。彼がアロイスだった頃、こんなふうに踊れたら、どんなに嬉しかっただろうと思う。

　リゼットはぽつりと呟く。

「嘘つき」

　彼は眉をひそめた。

「……君だって王女だと隠していた」

「知っていたくせに」

「知っていたさ。市場に会う前にここで君を見ていたから」

　どういうことだろう。今日まで皇帝としては姿を現さなかった。ということは、衛兵か何かに変装していたに違いない。

「ひょっとして、私達が試験を受けているところをずっと見ていたの？」

「察しがいいな。ただし、ずっとではないな。私も忙しい身だから」

　リゼットは思わずツンとして言った。

「お忙しいのに、わざわざ毎日祖父の家までお越しいただいて光栄ですわ。私だけでなく、他の方のお部屋も訪問されたのかしら。アロイスとして」

　彼ははっとして、リゼットを睨みつけてきた。

「誓って言う。君の部屋にしか行ってない」

「でも、あなたは嘘つきだから」

「君に告白したことは嘘じゃない」

「偽りの身で愛を告白して、求婚した。つまり、嘘をつきながら、私を試したんだわ！」

「君こそ……『アロイス』に気を持たせた。本当は金目当てで皇帝と結婚するつもりだったくせに」

　彼はふっと笑った。

「残念だったな。あのとき求婚を承諾していれば、皇妃の座は君のものだったのに」

　嫌みな言い方に、リゼットはカチンとくる。

「言っておきますけど、私は自分のために花嫁になりたかったんじゃないわ。アマーナリアのためよ。……アマーナリアってご存じかしら？」

「当たり前だ。自分の帝国の一部を忘れるはずがない。地図で示されなくても知っている」

　どうやら、あの屈辱の場に彼もいたらしい。

「それなら、アマーナリアがどんな国だか知っているの？」

「……辺境の地だ。湿地帯が多く、作物を育てる畑もあまりなく、ろくな産業もない」

「そう。ヴァンダーン帝国のものになる前は、誰も欲しがらず、誰からも関心を持たれなかった。交通の上でも戦略の上でも重要ではないから。でも、アマーナリアの国民は困っているの。だから、援助金が欲しかったのよ」

「援助金だと？」

「花嫁募集の書状に書いてあったわ。花嫁に決まった者の家にはそれなりの援助金を出すと。私はそれが欲しかったの！」

　アンドレアスは驚いたようにリゼットを見つめていた。

　それほど思いもよらぬことだったのだろうか。アマーナリアという国を知っていたなら、見当がつきそうなものなのに。結局、彼も辺境の属国には興味がなかったのだ。

「リゼット……」

「もういいわ。私はあなたの花嫁になれなくていい。でも、アマーナリアには何がしかの援助をしてほしいの。アマーナリアもあなたの帝国の一部なんだから」

　噂では、皇帝は国民のことをきちんと考えてくれていると聞いていた。リゼットはそれだけが頼みの綱だったのだ。

　今はもう、彼が本当はどんな人なのかわからないと疑っているけれど。

　これが最後の賭けだ。リゼットを金目当ての性悪女みたいに思うのは自由だ。だが、アマーナリアの国民のことを少しでも考えてほしかった。

　突然音楽が終わり、二人ははっと動きを止め、少し離れた。

　アンドレアスはリゼットを見つめたまま、何か言おうとしている。そのとき、咳払いが聞こえてきて、初老の男性が進み出てきた。

「陛下、茶番はおやめになって、そろそろ花嫁をお決めになってはいかがですか？」

　アンドレアスはリゼットに目をやり、それからその初老の男性に鋭い視線を向けた。

「ネスケル、私は決めた。花嫁は……」

　彼はリゼットの腰を抱き、自分のほうに引き寄せた。

「彼女だ。アマーナリア王国の王女、エリーゼティア姫だ」
















第六章　皇帝の婚礼













　リゼットが花嫁になると決まったとき、他の花嫁候補からは表面上は祝福されたものの、言葉とは裏腹の憎しみの視線を受けた。

　試験の審査をずっとしていた女官達からも冷ややかな祝福を受けたところを見ると、リゼットはあまり好かれていなかったらしい。子供のことで直接文句を言ったのだから無理はない。それでも、なぜか最終候補に残ったのは、結局、アンドレアスの差し金だったに違いない。

　ネスケルという男性は宰相だが、花嫁が誰であろうと興味はなさそうだった。とにかく皇帝がそれなりの女性と結婚してくれれば、それでよかったのだろう。

　母もナディアももちろん喜んでくれた。祖父の喜びようはかなりのものだった。孫が皇妃だということが、本当に商売に有利になるのかどうかはわからなかったが。

　花嫁に決まった途端、すぐに結婚式の打ち合わせが始まり、アンドレアスとはあれきり二人きりで話す機会もなかった。

　祖父の屋敷に戻ってからは、祖父の友人やら取引相手やらが招かれて、お祝いの宴うたげが開かれた。リゼットは彼らに愛想よくした後、すっかり疲れてしまい、自分の部屋に戻った。

「まったく、姫様はお疲れだっていうのがわからないのかしらねえ」

　ナディアは祖父への愚痴を言いながら、寝支度を手伝ってくれた。本当のことを言えば、昨夜アロイスとの別れで泣き腫らして、よく眠れなかったから、今夜は余計に疲れているのだ。

　だが、一人きりになったところで、急に眠気が遠のいていく。花嫁に選ばれた流れで、なんとなく渡された指輪が目に入ったからだ。

　見事なダイヤモンドの指輪で、先祖代々伝わってきたものだという。けれども、婚約のついでのように渡されたことで、感動も薄かった。すぐに彼は側近から呼ばれて、その場からいなくなってしまったからだ。

　なんだか疑問が浮かんできてしまう。いや、アンドレアスが花嫁はリゼットだと言ったその瞬間から、疑問だったのだが。

　そもそも、どうして彼は私を花嫁に選んだのかしら。

　ネスケルに急かされて、すぐそばにいたリゼットを花嫁だと言ったような気がしてならない。だとしたら、今頃、後悔しているかもしれない。

　でも、どうせ誰と結婚しても同じだとも思っているかも……？

『アロイス』のことはわかっているつもりだったが、アンドレアスのことはわからない。彼がどういう人物なのか、もう掴めなかった。

　私が愛した人はもういないんじゃないかしら。

　そう思うと、なんだか悲しくなってくる。亡くなったわけではないが、元からいなかったなんて……。

　そのとき、窓がコツコツと叩かれた。

　リゼットはすぐさま起き上がって、ガウンを羽織る。そして、急いでカーテンを開いた。

　アロイス……！

　いや、アンドレアスだ。けれども、アロイスの格好をしている。

　胸の奥に小さな喜びが込み上げてきた。二人は同一人物だが、金色の房飾りがついている軍服ではなく素朴な町人の格好をした彼のほうが、リゼットが恋した相手だった。

　窓を開けると、彼が入ってきた。

「リゼット！」

　正面からギュッと抱き締められて、リゼットは身も心も溶けていくようだった。

　彼に嘘をつかれたとか、いろんな小さなことで腹を立てていたが、それも彼の温もりの中ですべて溶けて流れていく。

　やっぱり彼が好き。愛してる。

　胸がキュンと締めつけられる気がした。

「私が悪かった」

　彼が素直に謝ってくれた。

　リゼットはもうそれだけで嬉しかった。

「いいの……。私もごめんなさい。アマーナリアのことも、正直に話しておけばよかった。そうしたら……」

「いや、君が得体の知れない男に、自分は王女だなんて言わなかった理由はわかっている。私も……自分のことばかり考えていて、警戒していたんだ」

「警戒って……？」

「結婚相手はきちんと選びたいと思っていた。一度結婚したら、必ず添い遂げる。他の女と遊ぶつもりはない。だからこそ慎重になっていた。身分ではなく、自分を本当に愛してくれる相手と結婚して、子をつくり、家庭を築きたいと……」

　リゼットは小さく頷いた。

　彼は母親が早く亡くなったと言っていた。継母がいないところを見ると、彼の父親も他の女性と再婚しなかったのだ。つまり、それだけ一途だったということだろう。

　そして、彼も父親と同じなのだ。

「隣国との小競り合いがいつもあり、皇帝となってから私はずっとそちらの収拾に力を注いできた。軍隊を指揮し、自分を軍人の一人のように思っていたが、最近になってネスケルから結婚を勧められた。そのときは公募すればいいと言ったが、後になって自分の一生に関わっていく妻、そして国に大きな影響を与える妃はいい加減に選べないことに気がついたんだ」

「そうね……。私も最初、花嫁を公募するって、なんていい加減な皇帝かしらと思ったもの」

　彼は微笑み、リゼットの髪をそっと撫でた。

「だから、宮殿に名乗りをあげにくる娘達をこっそり観察していた。正直、どの娘も代わり映えしないと思っていた。君に指摘されたように、国中にお触れが出されたわけではなかったんだな」

「あなたはそう指示しても、宰相がやめさせたんでしょうね」

「恐らくそうだ。私もあいつには時々、頭が上がらないことがある。正論を言って、私をやり込めるんだ」

「そういう人がそばにいてくれてよかったわね」

「……ああ。確かに」

　彼は力強く同意した。母親を早くに亡くしただけでなく、若いときに父親も亡くし、兄弟もいない。そんなときに皇帝になったのだから、当時は右も左もわからなかっただろう。

「君は他の娘達とは何かが違っていた」

「ドレスとか？」

「それもあるが、まず、その黄金色の長い髪や宝石みたいにきらめく緑の瞳にやられた。それから、自分の国が馬鹿にされて怒っていたところを見て、その愛国心が気に入った」

「そういえば、あのときの失礼な人達はあれ以来見かけていないけど」

　彼はクスッと笑った。

「ああ。あれは本当に無礼だったからな。叱責して交代させた。が、あの女官達も君は気に入らなかったみたいだな」

「あれは……子供を泣かせても平気だったからよ。それだけ」

「孤児院の子供達と花嫁候補を遊ばせて、その様子を見たいということだったから許可したんだが。彼女達も子供が泣くのでどうしたらいいのかわからなかったらしい」

「無責任だわ！」

「確かに。だが、その代わり君が一番小さな子を抱いて、彼女達に突進していくところが見られた。君はまるで怒れる親みたいで、自分の子もあんなふうに守るんだろうなと思えた」

　あんなところも見られていたのだ。まったく気づきもしなかった。

「あのときは、腹が立ってしまって……。私、意外と気が短いの」

「それはよくわかった。私もそうだから、お互い様だな」

　彼は抱き締めていた腕を緩めて、リゼットの顔を見つめた。

　突然、リゼットはあることに気がついた。

「あ、もしかして、私がぶつかった衛兵ってあなたじゃなかった？」

「そうだ」

　彼は嬉しそうに笑った。

「君は私を気遣ってくれた。嬉しかった。身分の高い娘が衛兵にあんなふうに笑いかけてくることは普通ないから」

「衛兵だからって関係ないわ。農作業を手伝っていたときも、身分の違いなんて関係なかったわ。変装してはいたけれど」

「ああ……市場で、あんな格好の君を見たときは驚いたな。目を疑った」

「あれは偶然だったの？」

「もちろん。でも、すぐ気がついた。綺麗な緑色の瞳が見えたから。君は護衛を見つけたら行ってしまう。もっと一緒にいたかったから、気遣うふりをして露店の裏に連れていって……」

　だから、彼はリゼットの腕を掴んで放してくれなかったのだ。

「林檎を買ってくれて嬉しかったわ！」

　アンドレアスは優しく微笑んだ。

「そんな君を金目当ての軽薄女扱いしてしまってすまない」

「あなたが誤解するのも無理はなかったわ。私の言い方がよくなかったから。確かに、私はあなたの気持ちを弄んでいるような気がして、罪悪感があったの。とにかくお金持ちと結婚するのが、私の義務だったから」

「君は私に惹かれている……。そんな気がしたから、なんとか口説こうと思っていた。いい年をして馬鹿みたいかもしれないが、皇帝でなくても結婚すると言ってもらいたかったんだ」

　彼の真意はそこにあったのだ。騙してはいたが、結婚したいと思った相手の気持ちをどうしても確かめたかったのだろう。

「わかるわ、その気持ち。私だって、義務さえなければ……」

　彼はリゼットの目を覗き込むようにして囁いた。

「義務さえなければ、アロイスと結婚したかった？」

「ええ。だって……」

「だって？」

　彼はリゼットに本当の気持ちを言わせようとしている。

　なんだか照れくさいが、彼が聞きたい言葉なら言ってあげたい。

「愛してる人と結婚したいから」

　囁くようにその言葉を口にした後、リゼットは急に恥ずかしくなって彼の肩口に顔を伏せた。

「リゼット……愛してるよ」

「私も……」

「顔を上げてくれないか？」

「なぜ？」

「キスをしたいから」

　胸がキュンとなって、ゆっくり顔を上げた。彼がリゼットを包むような優しい眼差しを向けている。

　そっと唇が重なった。

　キスだけでこんなに幸せを感じられるなんて知らなかった。

　以前したキスは、自分に迷いがあるときのキスだった。だが、今度のキスは本当に愛を確かめ合うキスで……。

　リゼットの頭の中はふわふわとしていて、自分が自分でなくなったみたいだった。

　彼は唇を離すと、さっと跪ひざまずいた。

「えっ、何？」

　リゼットの手から指輪を抜き取ると、改めてその指輪を捧げ持った。

「私の花嫁になってほしい」

　彼はちゃんと求婚してくれているんだわ！

　リゼットの胸は感動でいっぱいになった。

　誤解はみんな解けた。もう、なんのわだかまりもない。

「ええ。あなたの花嫁になります」

　リゼットが答えると、彼は指輪をはめて、その指先にキスをする。

　私、きっと幸せになるわ。絶対よ！

　今まで自分は政略結婚しかできないと思っていた。それなのに、ちゃんと恋愛ができて、その相手と結婚できるのだ。

　こんなに嬉しいことはないわ！

　リゼットは幸せに包まれていた。




　リゼットと母は一旦、アマーナリアへと向かった。

　花嫁衣装や皇妃となったときのドレスなどはすでに作られつつあるので、挨拶をするために帰ったようなものだった。

　結婚してしまえば、そんなに頻繁には帰ってこられないからだ。小さい弟妹などは、リゼットの顔も忘れてしまうかもしれない。会えなくなるのは悲しいが、皇妃にならなくても結婚すればそれはよくあることだ。

　一足先に、皇帝の花嫁になることを手紙で知らせていたので、帰ったときには国中大騒ぎといった感じだった。城ではささやかではあるが、歓迎の宴が開かれて、リゼットはその主役となった。

　小さな田舎の国の王女が大帝国の皇妃となるわけだから、騒ぐのもわかる気がする。だが、リゼットとしては、アンドレアスが援助金を出してくれることが一番のお土産のつもりだった。

　もっとも、これは父王や王太子のエーリク、それから側近しか知らないことだ。アマーナリアが貧しい国だということはみんな知っているものの、どのくらい貧しいかは財政に携わる人物しか知りようがないからだ。

　とはいえ、援助金が出されることについては胸を撫で下ろしたし、リゼットは父から感謝された。

　親しい人達には挨拶して回った。護衛のテオと一緒に農作業の手伝いに行っていた村へも向かい、自分が本当は王女だったことも明かした。

　アンドレアスとのことがあって、嘘はよくないと思ったからだ。それに、もう手伝いに行くこともないし、彼らに会うこともないのだから、やはり最後に本当のことを言っておきたかった。

　彼らはもちろんひどく驚いていたが、リゼットの嘘を快く許してくれ、結婚のお祝いの言葉を口にした。

　リゼットは自分の持ち物の中から、どうしても持っていきたいものだけを荷づくりした。ドレスはほとんど妹達のために残しておくことにしたが、少年の服はこっそり荷物の中に入れた。後でナディアに見つかって、呆れられたが、何かあったときのために必要だと思ったのだ。

　宮殿の中で暮らすのに、あまり必要とは思えないが……。

　私だって、いつまでも少年の服が似合うとは思えないし。

　結婚すれば子供も生まれる。そうなってしまえば、もう少年のようには見えないだろう。

　ナディアには宮殿内に気になる男性がいるらしいので、リゼットは彼女についてきてもらうことにした。そして、テオも宮殿に衛兵がいるとはいえ、リゼット個人の護衛をしたいと言ってくれたので、連れていくことにする。

　ナディアもテオも幼なじみなので、心強い味方となってくれることだろう。やはり宮殿での生活は慣れるまでが大変そうだったからだ。

　ただでさえ、結婚生活は初めてなのだ。それ以外のことにはなるべく煩わされたくなかった。




　いよいよ出立の日が来た。

　結婚式に出席するため、母だけでなく父も一緒だ。そのため、馬車の周りを馬に乗って護衛する人数は、前回リゼットと母が帝都に向かったときより多い。馬車も立派なもので目立つ分、護衛が多く、国王と名乗っても、屈辱的な扱いをされることはなかった。

　というより、以前よりアマーナリアの名前が知られるようになっていたからかもしれない。

　つまり、新しい皇妃の出身地として。

　リゼットはアマーナリアの役に立ててよかったと思う。ある程度の援助金が入った後、どう発展させるかについては、父王とエーリクの手に委ねるが、土台はなんとか築けたような気がしている。

　幾日か旅を続け、ようやく再び帝都に着いた。

　もちろん祖父の屋敷に向かったのだが、以前と違って、ずいぶん立派になっていたことに驚いた。

　宮殿から派遣されたという衛兵が門の前に立っている。

「どうしたの？　一体……？」

　到着するなり祖父に尋ねると、彼は上機嫌で答えてくれた。

「皇帝陛下のご意向でね。一時的とはいえ花嫁を住まわせるには少し警備が足りないと思われたのだろうな」

　あまり手入れされていなかった屋敷だったから、改修されて綺麗になっている。結婚式まで間もないのにと思いながらも、祖父がこんなに喜んでいるのだから、アンドレアスには文句ではなくお礼を言ったほうがいいだろうと考えた。

　孫娘が皇妃になるという話は、祖父の仕事にいい影響を与えているようだった。祖父の羽振りがよくなるということは、ひょっとしたら祖父がアマーナリアにも援助してくれるかもしれず、今のところすべて上手くいっている。

　上手くいきすぎて怖いくらい……。

　結婚して、皇妃となった自分の生活が、リゼットはまだ思い描けないでいる。どんな暮らしをすることになるのかも今はまだわからない。それでも、愛するアンドレアスと結婚できるのだから、それだけでも幸せなはずだ。

　リゼットはアンドレアスの姿を思い浮かべた。

　私が欲しいのは彼だけ。

　彼とつくる温かい家庭だけ。

　不安はあるけれど、それを抑えつけて、なるべく幸せな暮らしを思い描いた。




　祖父の屋敷に着いてから二週間後、盛大な結婚式が行われた。

　ヴァンダーンという大帝国の皇帝が結婚するのだ。国中から要人が招待され、帝都は一気に賑やかになった。

　宮殿はこのための準備に時間をかけたようで、豪華な飾りつけが施され、たくさんのおいしい料理が作られた。ヴァンダーンは隣国とよく小競り合いをしているので、お祭り騒ぎの間は特に人の出入りに厳しく、業者はとりわけ調べられているようだった。

　そんなことをなぜリゼットが知っているかというと、結婚式の進行について詳しく聞くために宮殿に出入りしていた護衛のテオが、そういったことを見聞きして、教えてくれたのだ。

　結婚式の表側だけ見ていると、とても華々しく思えるが、ヴァンダーンはやはり完全に平和というわけではないのだと思い知らされる。

　アンドレアスが軍服を脱ぐことが少ないのも、そういうことだ。

　いつ何があっても、すぐに軍隊を指揮する心構えがあるのだろう。

　アマーナリアは貧しい国ではあったが、誰にも見向きもされないので、戦乱に巻き込まれる心配だけはなかったのだ。

　国が豊かになればいいことだらけだと思うのは、間違いなのかもしれなかった。

　結婚式に出席する父と祖父とその愛人は、先に宮殿に向かっていた。

　リゼットは朝から湯浴みをして髪を洗い、丁寧に乾かしてから、母に手伝ってもらって花嫁衣装を身に着けた。

　白いドレスには金色の刺繍がたくさん施されていて、とても豪華だ。刺繍以外の飾りがないため、洗練されていて、上品な仕上がりとなっている。

　そして、裾とベールが信じられないくらい長い。これは絶対、一人では歩けない。後ろで裾とベールを持ってくれる人がいなければ無理だ。

　今朝、宮殿から送られてきた花束を持ち、厄介な裾とベールと共に馬車に乗り込んだ。

　帝都の街並みもずいぶん見慣れてきたが、結婚したら、そんなに気軽には見られないだろう。少しつまらないが、そんなことより、しばらくは皇妃としての務めを学ぼうと思っている。

　宮殿の門が開き、馬車が中に入っていく。

　敷地の中には大きな礼拝堂があり、皇帝の結婚式はそこで行われることになっていた。馬車はその前に停まり、リゼットは母とナディアと一緒に控室へと入った。

　たくさんの人がいる気配がする。時間が来るまで椅子に腰かけていたものの、いよいよ結婚式だと思うと、胸がドキドキしてきて、なかなか治まってくれない。

「私、どうしよう。みんなの前で失敗したら……」

　田舎の国の王女だから失敗するのだと思われそうだ。アンドレアスもがっかりするかもしれない。

「大丈夫よ、リゼット。あなたはたくさんのお嬢さん達の中から選ばれたんだから、自信を持ちなさい」

「そうですよ、姫様。弓を引いたときのことを思い出してください。あのときみたいに集中すれば、結婚式なんて簡単ですよ！」

　ナディア自身、まだ結婚してないのに、結婚式なんて簡単だと言う。少しおかしくなって笑ったら、肩の力が抜けた。

「そうね。みんなが見ている前で弓が引けたんだもの」

　朗読だってしたし、歌も披露した。楽器だって弾いたのだ。

　あれだけのことができたのだから、なんだってできるはず。

「エリーゼティア様、お時間です」

　女官の声が聞こえてきて、リゼットは背筋を伸ばした。そして、すっと立ち上がった。

「お母様、今までありがとう」

「大丈夫。あなたは必ず幸せになれるわよ」

　身を屈めて、母にベールを下ろしてもらう。そして、二人で一緒に赤い絨毯の前で待つ父の許へと向かった。

「リゼット、今日は本当に綺麗だよ」

「今までありがとう、お父様」

「おまえが最高の相手と巡り合ったと信じているぞ」

　思わず泣きそうになるが、花嫁が泣くのはよくない。これから幸せになるのだから、泣いたりできなかった。

　孤児院の女の子が可愛いドレスを着て、ベールや裾を持ってくれることになっている。リゼットは自分の小さな妹達のことを思い出して、微笑んだ。

　祭壇の前にはアンドレアスが立っている。

　銀色の飾りがついている白い軍服を身に着け、豪華なマントを羽織っている。そして、その頭には光り輝く帝冠があった。

　まさしくその姿は皇帝だった。リゼットは思わず見とれてしまう。

　リゼットは父王と共に、赤い絨毯の上を歩いて彼の許へと向かった。たくさんの客がいることはわかっている。だが、今は気にならなかった。

　ただ、アンドレアスだけを見ていたから。

　リゼットは彼の隣に立った。

「綺麗だ、リゼット。もう少年には見えないな」

　彼の軽口に、リゼットは微笑んだ。もう緊張なんてどこにもない。彼の妃になれることで胸がいっぱいだった。

　大司教が聖書を手に何か話している。集中して聞こうと思うのだが、彼とここにいられる喜びを感じすぎて、大部分は聞き逃してしまった。

　やがて誓いの言葉を促され、口にすると、孤児院の男の子が綺麗な服を身に着けて、緊張しながら指輪を持ってきた。

　リゼットは手袋を外した。アンドレアスがリゼットの左手を取り、金の指輪をつけると、リゼットも彼の指に同じ金の指輪をはめた。

　リゼットからは、ベール越しに彼の笑みが見える。

　手袋を再びつけると、誓いのキスを促された。

　ベールを上げられ、今度ははっきりと彼の笑みが見える。

　彼はリゼットの肩に両手をかけて、優しくキスをしてきた。拍手が鳴り響いたが、リゼットはすっかり夢見心地だった。

　結婚証明書にサインをして、やっと結婚したという実感が湧いてくる。

　続いて戴冠式がある。

　リゼットはアンドレアスと同じような豪華なマントをつけられた。これも裾がとても長いが、特別な儀式でもない限り、そんなに身に着けるものではないという。

　大司教の前に屈むと、妃の冠が頭にそっと載せられる。宝石がたくさんついているので、かなり重たいものだ。

　アンドレアスの花嫁になれるのは嬉しい。けれども、やはり皇妃になるのは少し怖い。

　私は立派な皇妃になれるかしら……。

　立ち上がって、アンドレアスの隣に寄り添うように立つと、祝福の拍手が沸き起こった。

　私は今からヴァンダーン帝国のアンドレアス一世の妃なんだわ……。

　リゼットはなんとか微笑みを浮かべた。




　冠はあまりに重いため、戴冠式が終わった後、リゼットはそれを外していた。アンドレアスも同様だ。

　マントも脱ぎ、花嫁衣装のままアンドレアスと並んで宴の席に着く。多くの招待客にたくさんの料理と酒が振る舞われ、賑やかで華やかな宴は長時間続いていく。

　本当は早く二人きりになりたいと思っていたが、そういうわけにはいかないのだ。顔を見合わせたり、笑みを交わし合ったり、時々軽い会話をしたりするくらいが精一杯だった。

　でも、あと少し我慢したら……。

　リゼットは踊りを披露する外国の舞踏団に拍手を送りながら、隣のアンドレアスのことばかり考えていた。

　みんなある程度、酒が回ってしまうと、花嫁がその場にいようがいまいが、あまり関係ないようだ。アンドレアスに促され、リゼットは隅に控えているナディアに合図をして、共に退席した。

　宴が始まる前に、背の高い痩せた女官長から皇妃の部屋に案内してもらっていたから場所はわかる。女官長はギスギスした印象の中年の女性で、リゼットは彼女にあまり好かれていないように思った。

　女官こそ味方につけなくてはいけないのだが、例の孤児院の子供達のことで文句を言ったのが原因なのだろうか。女官の間でリゼットの悪口などが広まっているのかもしれない。

　田舎の国の王女様――。宴の間も、上品そうな招待客から、そんな言葉が聞こえてきた。王女という身分は皇妃にふさわしくないとは思えないが、小さく貧しい国だとなんの後ろ盾もないわけだから、きっと悪口を言いやすいのだろう。

　私、これからちゃんと皇妃としてやっていけるかしら。リゼットの心をそんな不安がよぎる。

　宮殿のしきたりも覚えなくてはいけない。女官達とも上手くやっていき、できれば親しく話せる人を増やしたい。

　アマーナリアの城にいたのはみんな親しみやすい人達ばかりだったし、何よりみんなリゼットが生まれたときから知っている人達だった。粗相をしても、多少のことなら許された。しかし、ここではそうはいかないだろう。

　だいたい宮殿が広すぎる。どこにどんな部屋があるのか覚えるのも大変そうだ。

　しかし、それでも、アンドレアスの妃になれた喜びは大きい。どんなにつらいことがあったとしても、アンドレアスさえそばにいてくれれば、耐える価値はあると思うのだ。

　リゼットは皇妃の部屋の扉を開けて中に入った。

　贅を尽くした部屋はとても広く、それだけでもリゼットは圧倒される。代々の皇妃の部屋なので風格がある。皇太子妃から皇妃になったのなら、それなりの年齢になるのかもしれないが、リゼットのように若くして嫁いできた皇妃はみんな同じように心細い気分になったことだろう。

　重々しい色調の豪華な部屋で、自分には合わない。だが、慣れれば、そのうちここが自分の部屋だと思えるようになるのだろう。

　部屋は、居間と寝室、それから衣装部屋や化粧部屋に分かれている。居間には長椅子と肘掛け椅子とテーブルがあり、隅には書き物机も置かれていた。寝室には大きな天蓋付きのベッドがある。

　ここが全部自分の部屋だと聞かされて、最初は驚いた。自分一人しか使わないのに、どうしてそんなに広い場所が必要なのかと。

　けれども、それが皇妃というものらしい。皇帝の妻であり、皇帝の跡継ぎを産む女性として、特別な扱いを受けるのだ。

　衣装部屋には誂えたばかりの新しいドレスがたくさん並んでいた。どれも美しく、リゼットの感覚からすると『よそ行き』に見えた。いつもこれらのドレスを身に着けるのは肩が凝りそうだった。

　だが、以前、リゼットが着ていたような普段用のドレスをここで着たなら、恐らくあの意地悪な女官達に蔑さげすみの目で見られそうな気がする。

　ナディアの手を借りて、花嫁衣装を脱ぎ、寝支度をする。純白の夜着は柔らかい生地でできていて、繊細なレースが飾りとしてついている。同じ色のガウンを羽織ると、贅沢な気分になってくる。

　髪は丁寧に梳かれ、香水を少しだけ振りかけられた。瑞みず々みずしい花の香りがする。

「では、ゆっくりお休みなさいませ」

　ナディアはお辞儀をして、部屋を出ていった。

　アンドレアスは私に会いに来てくれるかしら……。

　リゼットは落ち着かない気持ちで居間のほうに向かった。自分専用の書き物机など初めてなので、引き出しを開けてみたり、そこにある椅子に座ってみたりする。

　ここにアンドレアスの肖像画を置いたら、いつでも一緒にいられる気がするのに。

　リゼットは広い部屋に一人きりでいるのが、次第に寂しくなってきた。アンドレアスと一緒にいられたら、どんな部屋だろうと寂しくないだろう。だが、彼も忙しい身だから、ここには毎日来られないかもしれない。

　アロイスは毎夜来てくれたのに……。

　でも、あのときは人目なんてなかった。今は皇帝と皇妃として同じ建物の中にいながら、別々の部屋にいて、しかもどこに行くにしても護衛がいるし、誰かの視線を常に感じる。

　しかし、アンドレアスの妻になったなら、それは我慢するしかないのだ。宮殿には宮殿のしきたりがある。後から入ってきたリゼットはそれに従うべきだった。

　ただ、リゼットは自分の自由が侵されているような気がして、それが怖かった。すぐに息苦しくなってくるのではないだろうか。耐えられなくなるかもしれない。

　いいえ、そんなことないわ！

　アンドレアスのためなら、なんでも我慢できる。彼が望むとおり、彼の子供をたくさん産んで、幸せな家庭を築くのだ。

　そう決心したとき、扉がコツコツと叩かれた。それはアロイスが窓を叩く音に似ていて……。

「はい、あの、どうぞ」

　リゼットが返事をすると、扉が開いた。

　アンドレアス……！

　彼は白い軍服のままで、宴からまっすぐここに来てくれたようだ。リゼットは立ち上がると、彼に近づく。

「ごめんなさい。私だけこんな格好で……」

「いや、そんな君も可愛らしい」

　彼はリゼットを優しく抱き締めた。波立っていた心は彼の温もりで落ち着き、リゼットはこの上ない幸せを感じた。

「今日は疲れただろう？」

「ええ、少し……。招待客が多いのはわかっていたけど、みんなに見られていると緊張するし……。私、何か間違ったことしなかった？」

　結婚式の手順については、何度も練習したのだが、本番では緊張してしまった。

「いや、何も。たとえ間違ったとしても、誰も君に文句を言うことはない。君は皇妃なんだから」

　そういうものなのだろうか。だが、面と向かって言われなくても、隠れて言われてしまうかもしれない。もしくは、聞こえよがしに言われることもあり得る。

　今日だって皮肉を言われていた。『田舎の国の王女様』と。

「何も心配することはない。最初は少し戸惑うだろうが、君ならちゃんとやれる。いざとなったら、私がついているから」

　リゼットは彼に励まされて、心強い気持ちになってきた。

「ありがとう。私……あなたと結婚できてとても幸せよ」

「私もだ」

　アンドレアスはリゼットの頬を両手で包み、じっと見つめてくる。蝋燭の光は頼りなかったが、こんなに近くで見つめ合うには充分だった。

「愛してるよ……。一生、私には君だけだ」

「私も……あなただけよ。愛してる……」

　二人の唇はゆっくりと重なった。

　礼拝堂でキスしたときよりも、今のキスのほうがずっと愛の誓いにふさわしい。

　彼の舌が唇を割って、中へと入ってくる。

　舌が触れ合う感触に、リゼットは身体が熱くなるのを感じた。

　目眩がしそうなくらい幸せで……。

　二人はそのまま溶け合っていくようだった。




　翌朝、リゼットは満ち足りた気分で目が覚めた。

　昨夜はとても素敵だった。二人は何度もキスを交わし、いつしかベッドに入っていた。

　夜着を脱がされたとき、少し恥ずかしかったけれど、彼にならすべてを見せてもいいと思った。彼はベッドでも優しくキスをしてくれて……。

　あれが本当に夫婦になるってことだったんだわ。

　リゼットは彼としっかり肌を合わせて抱き合ったことを思い出していた。

　その後もとても気遣ってくれて……。

『今夜、私もここで眠っていいかな？　君を抱いて眠りにつきたいんだ』

　もちろんリゼットに異存はなかった。

　彼の温もりに包まれながら、幸せいっぱいで眠りについたのだった。

　リゼットはアンドレアスに話しかけようとしたが、ふと自分が一人で寝ていることに気がついた。

「えっ、嘘！」

　驚いて身を起こしたが、部屋には誰もいない。リゼットの夜着とガウンが椅子の上に置いてあるだけで、彼が脱いだものも消えていた。

　つまり、彼は夜のうちか明け方に、リゼットを起こさず部屋を出ていってしまったのだ。

　なんだか寂しい……。

　できれば一緒に目覚めたかったのに。

　しかし、我わが儘ままは言えない。彼は皇帝だ。ひょっとしたら皇妃の部屋には泊まらないというしきたりでもあるのかもしれない。

　リゼットは気を取り直して、夜着とガウンを身に着けると、部屋の隅にある紐を引っ張った。ほどなくしてナディアが紅茶を持ってきた。

「おはようございます。朝食は朝食室にて出されるそうですから、お茶だけ持ってきました」

「ありがとう」

　リゼットは椅子に座り、ナディアがポットから注いでくれた紅茶に口をつけた。身体の内部が温まり、ほっと息をつく。

「それにしても、ご結婚されたばかりなのに、厄介なことになりましたよね」

「えっ、なんのこと？」

　リゼットが聞き返すと、ナディアはぽかんとした顔になった。

「ご存じなかったんですか？　ああ、陛下はきっと姫様をわざわざお起こしにならなかったんですね」

　何か緊急事態が起こったのだろうか。リゼットは不安に襲われた。

「どういうことなの？」

「隣国のフィベルトが国境を越えて攻め入ってきたんです。陛下の結婚式でこちらに隙があると見てでしょうね。知らせを受けて、陛下は軍を率いてすぐにお発ちになりました」

「そんな……」

　結婚した翌日に、こんなことが起きるなんて……。

　隣国との小競り合いが何度も起きていることも、そのためにアンドレアスが軍隊に力を入れ、戦いにはいつも自ら軍を率いていることも知っていた。それでも、婚礼の次の日に、夫が戦いに出かけてしまうなんて不安でしかない。

　もちろん、皇帝を危険に晒すわけがないと思うが、戦場では何があるかわからないものだ。

　どうか無事に帰ってきて！

　アンドレアスはリゼットを気遣って、起こさずにいてくれたのだろう。しかし、できれば起こしてほしかった。軍隊についていくわけにはいかないけれど、せめて無事を祈っていることを伝えたかった。

「大丈夫ですよ。いつもの小競り合いに決まってますから。もう何度もこんなふうに角を突き合わせては引いていくようなことを、繰り返しているそうですよ」

「それは聞いたことがあるけど……」

　新婚早々、頼りにすべき夫がいきなり消えてしまって、心細いのは確かだ。とはいえ、どのみち、彼には皇帝としての仕事があるのだから、昼間はあまり一緒にいられなかったに違いない。

　いつも妃とばかり過ごしていて、仕事も放棄している皇帝なんて、リゼットも嫌だ。リゼットはアマーナリアの王女として義務を果たそうと努力していたこともあり、皇帝としての義務をどんなことより優先してもらいたいと考えている。

　彼の肩には、この強大な帝国の運命がかかっているのだから。

　とにかく、私がすべきことは皇妃としての務めに慣れることよ！

　リゼット自身も、アンドレアスが帰ってきた頃には、宮殿に慣れて、いろんなことが取り仕切れるようになっていたいと思っていた。

　リゼットは紅茶を飲み干し、早速、身支度を整えることにした。




　朝食を取った後、リゼットは気難しそうな女官長をサロンと呼ばれる応接室のような部屋に呼び出した。テーブルと椅子がある煌きらびやかな内装の部屋だ。

　椅子を勧めると、彼女はツンとした表情で口を開いた。

「皇妃様、わたくしはとても忙しく、お相手をして差し上げる余裕はないんですよ」

　彼女はずっとよそよそしい態度を崩さない。

「でも、教えてほしいことがあるの。私はよそから来て、何もわからないから、女官長のあなただけが頼りなのよ」

　下手に出てみたのだが、彼女はにこりともしなかった。

「では、何をお知りになりたいのですか？」

「最初に、宮殿の案内をしてもらいたいの。どこにどういう部屋があるのかもわからないわ」

「……承知しました。誰か案内する者を寄越しましょう」

「それから、皇妃として何をしたらいいのかわからないの。私の母は子供がたくさんいたから、子供の面倒を見たり、謁見したり、刺繍のような手仕事をしたり、時には恵まれない人達のお世話にも出かけていたけれど……」

　それを聞いた女官長はクスッと笑った。いや、どちらかというと鼻で笑った。

「まあ……アマーナリアという国はとてものどかなところなんでしょうね。ですが、ここでは違います」

　女官長は姿勢を正すと、リゼットを睨むように鋭い眼差しを向けてきた。

「まず、お子様がお生まれになりましたら、乳母がすべて面倒を見ることになります」

「でも、アンドレアスはそうは言ってなかったわ。自分の子を乳母に任せきりにはしたくないと……」

「これがしきたりですから！」

　強い口調で言われたが、リゼットは承服できなかった。恐らくアンドレアスも同じだろう。

「そして、恵まれない者達へのお心遣いは立派ですが、皇妃様のお仕事ではありません。謁見は……皇妃様に謁見を申し出る者があれば……というお話ですね」

　つまり、リゼットにはわざわざ謁見を申し出る者はいないという意味だ。

　でも、そうかしら……？

　母のところには、国王は関わらないような小さな問題がいつも持ち込まれていた。他にも、城でいろんなものを買ってもらいたい商人などがやってきていた。

　アマーナリアのような小国とヴァンダーンのような大帝国は規模が違うから、母がやっていたような仕事は、誰か他にする人がいるのかもしれない。

　そもそも、アンドレアスの母親は早くに亡くなったから、他にその役を担っている人がいるとも考えられる。

「それでは、私は何をすれば……」

「刺繍でもなさいませ。あるいは、お得意の弓でも練習なさればいいのです」

　明らかに馬鹿にしたような笑みを見せている。女官長がここまで皇妃に対して嫌みを言うのは、単にリゼットが気に食わないからだけでなく、何か他にも理由があるはずだ。

　たとえば、後ろ盾がいるとか。

　リゼットは、かつて皇女だったアンドレアスの叔母がいるのを思い出した。公こう爵しゃく夫人と呼ばれていて、恰幅のいい中年の女性だった。リゼットはアンドレアスから彼女を紹介されて、笑みは浮かべていたものの、あまりいい印象は受けなかった。

　彼女は未亡人で、この宮殿に住んでいるらしい。彼女の長男のゲオルグはアンドレアスより七歳下らしいが、軍服ではなく、いかにも貴族といった服を着ていて、リゼットの目にはひ弱に見えた。

　アンドレアスは彼女達を『家族』のようには思っていないようだったし……。

「では、わたくしは忙しいので、これで……」

「もうひとつだけ答えて。公爵夫人はどちらにいらっしゃるのかしら」

　リゼットの質問に、一瞬だが女官長は動揺した顔を見せた。

「公爵夫人はお疲れのようですのでお休みになっています」

「それなら、お見舞いに伺いたいわ。どちらにお住まいなの？」

「いえいえ、とにかく今日はおよしくださいませ。お疲れなんですから！」

　女官長はうろたえながら立ち上がり、頭を下げると、さっと部屋を出ていった。

「どうやら黒幕は公爵夫人というわけですか」

　部屋の隅に控えていたナディアが口を開いた。

「そうらしいわね。たぶん今まで皇妃という立場の人がいなくて、公爵夫人が代わりに宮殿の細かいところを仕切っていたんだわ。ところが、私が来たものだから、地位を奪われるような気がしているんでしょうね」

　一応、アンドレアスの叔母なのだから敬意を払うつもりでいたし、やりたいことがあるなら、なんでもしてもらってかまわない。けれども、女官達を取り仕切る者が二人もいてはならない。

　しかし、女官長があの調子なら、その下の女官達も似たようなものかもしれない。彼女達が公爵夫人の味方だと厄介なことになりそうだった。

「でも、公爵夫人は姫様……失礼、皇妃様とは顔を合わせたくないみたいですね」

　リゼットは少し笑った。

「ナディアに皇妃様なんて言われると、なんだかおかしいわ。リゼットにしてもらえない？」

「わかりました、リゼット様。公爵夫人は何を企んでいるんでしょう？」

「そうね……。なんだと思う？」

「リゼット様から権力を奪いたい？　でも、陛下はリゼット様に味方されるでしょうし」

　まずは、やはり宮殿を案内してもらって、公爵夫人の居場所を突き止めよう。対決するより、今は腹の探り合いをする。それから、味方を増やしていって……。

「なんだか楽しくなってきたわ！」

　宮殿のしきたりを覚えるより、ずっと楽しそうだ。アンドレアスに倣ならって、女官に変装するのも悪くない。だいたい、皇妃がわざわざ女官のふりをするなんて、誰が思うだろうか。

「リゼット様ったら……相変わらずですね」

「だって、これが私なんだから」

　不安をいっぱい抱えて、失敗を恐れながらしきたりに従うなんて、リゼットの柄ではない。伝統というものは大事にしたいが、正しくないしきたりなら変えてしまえばいいというのが、リゼットの考えだ。

　アンドレアスだって、そういうことを私に期待しているはずよ。

　自分の子を乳母任せにしたくないって言ってたもの。

　リゼットは浮き浮きしながら作戦を練った。
















第七章　仕掛けられた罠













　リゼットの味方は、今のところナディアとテオだけだ。

　ナディアは、リゼットの日常生活においてなくてはならない人だが、テオもまた、リゼットにとっては欠かせない人だ。

　テオはリゼット専属の護衛ということで、当初は常にリゼットと行動を共にする予定だったが、今はそれを変更して、宮殿のいろんな場所へ行き、人のよさそうな使用人達から話を引き出していた。

　なんといっても、小柄で少年のような姿のテオだ。誰にでも話しかけ、人懐こいので、警戒心を持たれにくい。まさか護衛として働いている武術の達人とは思われないのだ。

　一方、リゼットはナディアを連れて、宮殿のあちこちに出向いていた。

　女官に案内されたものの不充分で、そもそも彼女達は最初からリゼットにちゃんと教える気がなかったようだ。だから、リゼットはナディアと二人で宮殿の探検を楽しんでいた。

　見取り図も作った。場所によっては入ってはいけないところもあり、衛兵に止められたりしたが、何があるのかを訊いてみると、ちゃんと答えてくれた。

　女官より衛兵のほうが話しやすい。リゼットの弓の腕前がすごいと兵士達の間で評判になっているらしく、どうやって練習したのかと訊かれたりした。リゼットはそれを話すのと引き換えに、宮殿内のちょっとした噂話や情報を聞き出すことにしていた。

　だいたい情報を集めたところで、テオとナディア、リゼットの三人で作戦会議を行う。誰かに聞かれると都合が悪いので、場所はリゼット専用の居間だ。

　三人はテーブルを囲んでいて、そのテーブルの上にはリゼットが作成した宮殿内の見取り図を置いている。

　テオが腕組みをしながら口を開いた。

「結局、女官を束ねているのは女官長だが、その上に公爵夫人がいて、いろんな利権を握っているようだ。宮殿で生活のために使われる日用品や備品、食料品や衣料品もすべて公爵夫人を通さないといけないことになっている」

「だから、私に謁見を願い出ても意味がないことなのね」

「商人は公爵夫人に会いに来て、金品を献上する。異国のめずらしいものや宝石などを献上するのがいいらしい。仕立て屋は流行のデザイン画と布地を持って、ご機嫌伺いにやってくる。女官は宮殿に住み込んでいて、外にはあまり出ないから、公爵夫人の言いなりだ。不興を買ったら、ここではやっていけないからな」

「まるで女帝じゃないの」

「そうさ。皇帝陛下はそういった細々したことには関知していない。誰かに命令すれば、それが実行されるから。もっぱら政治と軍事にしか興味がない。……あ、いや、リゼット様のことは別だけど」

　テオの気遣いに、リゼットはにっこり笑った。

「予想以上に権力を握っているみたいね。私のことがお気に召さなくても仕方ないかもしれないわ」

「ところが、もうひとつ裏がある」

「裏って？」

「リゼット様を嫌う裏の理由さ。彼女の息子のゲオルグっていう奴を知っているだろう？」

「ああ、あの嫌な奴！」

　ナディアが口を挟んできた。

「あいつのリゼット様を見る目つきときたら！　皇帝陛下は戦場に向かったというのに、あいつは宮殿内でのうのうとしているのよ」

　リゼットもそれに同意した。軍隊に向き不向きがあるとは思うが、ゲオルグは一日中、女官をからかったり、街に繰り出したりして遊んでいるだけなのだ。

「ゲオルグは現時点で陛下の跡継ぎなんだ」

「えっ……」

　リゼットは言葉を失い、ナディアと顔を見合わせた。

「それって、つまり……」

「陛下に何かあれば、公爵夫人の息子が皇帝になり、名実共に権力者となる。そもそもこれまでも、面倒くさい政治や隣国とのいざこざを陛下に押しつけて、自分達はおいしいところだけを持っていけた。ところが、陛下が結婚して跡継ぎが生まれるとなると、話は違う。君の権力は増し、彼らはそのすべてを失うことになるわけだ」

　リゼットは背筋がゾクリとした。

「私……嫌われるどころか、命を狙われかねないってことかしら」

　自分だけならまだしも、そんな状態では子供の命が危ない。

「そうだな。食事には気をつけたほうがいい」

　ナディアが決心したように拳を固めた。

「これからお食事は直接私が厨房から運びます！」

　テオはちょっと笑った。

「料理長は、わざわざ厨房にやってきて声をかけてくれたリゼット様に大感激しているそうだぞ」

「あれは探険していて、たまたま厨房に迷い込んでしまっただけなのよ」

　ついでだから見学してみた。どんなふうに調理されているかを見て、自分にはできそうになかったから、料理人達を褒めたのだ。彼らはまるで魔法のように料理を作り、美しく盛りつけていく。褒めずにはいられなかった。

　ナディアが急に思い出したように話し始めた。

「そういえば、下働きの女の子がリゼット様を慕っているんですよ！」

「あら、どうして？」

「湯浴み用のお湯を運んだら、リゼット様がお礼を言ってくださったからって」

「……当たり前じゃないの？　お湯を運ぶのは重労働よ。そもそも、そんな力仕事は女の子にさせるべきではないわ。宮殿のしきたりか何か知らないけど、絶対反対よ！」

　自分の意見を言っただけなのに、ナディアとテオは顔を見合わせて笑った。

「え、何？」

「いえ、リゼット様らしいなあと思ったんですよ」

「そうだ。リゼット様がここの実権を握ったら、お湯を運ぶのは男の仕事にすればいい。そして、運んでもらったらお礼を言うこと。食事を作ってくれた料理人には敬意を払うこと」

　テオの提案にリゼットは頷いた。

「いいわね。女官は育ちのいい人ばかりだから、下働きの苦労がわかってないのよね」

　ナディアとテオがまた笑う。

「元王女様がそれを言うかね」

　リゼットは肩をすくめた。

「私は農作業をやってたのよ。だいたい、みんなからは田舎の王女様って馬鹿にされているみたいだし」

「そういえば、女官の一人から花嫁の最終候補の話を聞き出したが、リゼット様の他に選ばれたのは、なんらかの重大な欠点を抱えている娘達ばかりだったらしいぞ。恐らくそこにも公爵夫人の意向が反映されていたようだ。陛下が誰も選ばない可能性もあったし、選んだ場合でも難癖をつけるつもりでいたかもしれない」

「私が最終候補に選ばれたのにはアンドレアスの意向があったと思うんだけど」

「最終候補を選ぶ際に、恐らく陛下の意向を聞いた者も同席していたが、何も言わなかったらしい。ということは、すでに初めから候補に入っていたんだろう。リゼット様は他の娘に比べると少し変わっているし、流行遅れのドレスを着ていたから……」

　リゼットはクスッと笑った。

「それなのに、最後に限って、私は新しい流行のドレスを身に着けて現れてしまったわけね」

　もっとも、何を着ていようが、アンドレアスはリゼットを選んでくれたことだろう。公爵夫人がどんな横槍を入れようが、関係なかったに違いない。

　いや、ひょっとしたらすでに何か横槍を入れられたのかもしれない。リゼットを公爵夫人と会わせるときに、微妙な空気になっていたから。

「公爵夫人とゲオルグは何を仕掛けてくるかわからない。食事には気をつけたいな。俺もナディアも」

「私達も？」

　ナディアは目を丸くした。

「ああ。俺達に何かあったら、リゼット様は一人になる。誰かを仲間に引き込むにしても、心からの忠誠を誓えるのは俺達だけだ」

　確かにそうだ。この宮殿で公爵夫人の力が強大だとわかった以上、テオにもナディアにも自分達の身を守ってもらわなくてはならない。

「この際、アマーナリアから応援を呼んだほうがいいかもしれないわね。手紙を書くわ。ちゃんと届けられる人はいるかしら」

「リゼット様のお祖父様に頼んだらどうでしょう。リゼット様の命が危ないと聞けば、きちんと手配してくださると思います」

　ナディアの意見にリゼットは大きく頷いた。せっかく皇妃となった孫娘が命を落としたら、商売に差し障りがあるから協力してくれることだろう。

「では、お祖父様のお屋敷を訪ねることにするわ」

「俺は夜の間、リゼット様の部屋の前で番をしよう。昼間は直接何かしてくるということはないだろうが、ナディア、頼むよ」

「リゼット様、お任せください！」

　ナディアもこんな陰謀に巻き込まれて怖いだろうに、健気にそう言ってくれる。

「ありがとう、二人とも！」

　リゼットは心から二人に感謝した。二人がいなければ、自分はこの宮殿で孤立して命を失っていたかもしれないのだ。

「助けが来る前に、少しでも仲間を増やしたいから、宮殿巡りは続けることにするわ。他にすることもないし」

「そのうちに陛下も帰っていらっしゃいますよ」

　アンドレアス率いる軍と隣国の軍との小競り合いはこう着状態になっていて、まだしばらくは帰ってこられないということだった。一刻も早く片がついて、アンドレアスだけでなく、軍の誰もが無事に戻ってほしいと、リゼットは願っていた。

　しかし、自分達がここで話し合ったようなことを、アンドレアスは信じてくれるだろうか。彼は公爵夫人やゲオルグとあまり親しそうではなかったが、一応、親戚なのだ。しかも、叔母と従兄弟で、かなり近い親戚だった。

　今のところ、一番危険に晒されそうなのは自分だけだが、いつかは魔の手がアンドレアスにまで伸びてくる。それを思えば、やはりどうにかして彼らを宮殿から追放しなくてはならない。

　それを実行するにはアンドレアスの力が必要だった。

　一体どうしたら……。

　彼らの弱みを握る。もしくは、皇帝への反逆を企てている証拠を握る。

　そのどちらかだ。

「情報がもう少し欲しいけど、今は身を守ることが大事ね」

　殺されてしまっては元も子もない。

　リゼットはかつてないほど危機感を抱いていた。




　リゼットは祖父の屋敷へ行き、事情を話した。

　商売人の情報網で、公爵夫人が幅を利かせていることはすでに知っていたようだが、リゼットが蔑ないがしろにされるほどだとは思っていなかったらしい。それどころか殺害されたりする可能性もあると聞いて、真っ青になった後、今度は真っ赤になって怒った。

「わしの孫娘や曾孫に何かしようなんて絶対許さん。商売もこれからだというのに！」

　思ったとおり、祖父が一番大切なのは自分の商売だった。どうやら祖父は宮殿に商品を納める、いわゆる出入り業者になろうと思っていたようだ。皇妃の祖父という切り札を使って。

　祖父は一度落ちぶれていただけあって、昔のような裕福な商人に返り咲くためにかなり貪欲に策を練っていたのだ。

「わしにできることはなんでもするぞ。こちらから毒を仕掛けるというのはどうだ？　人づてにいい毒を手に入れられるが」

　こんなことを真顔で言うとは、我が祖父ながら恐ろしい。

「夫の叔母を毒殺なんかしないわよ」

「おまえの命が危ないんだぞ」

「向こうが私を殺そうとするかもしれないとは思っているけれど、確実にそうだと決まっているわけではないのよ。だいたい、人づてにそんなものを手に入れたりしたら、後々、ものすごく面倒なことになるわよ。お祖父様、ご自分が脅迫されたらどうするつもり？　大金を要求されるかもしれないわ」

『脅迫』と『大金』という言葉が、祖父の心に響いたらしい。心底、恐ろしいといった表情になった。これで勝手に毒を仕入れてくる可能性はなくなったようだ。

「なるほどなあ。おまえはなかなか頭がいい。それで、どうするつもりなんだ？」

　アマーナリアに送る手紙の話をすると、祖父は大きく頷いた。

「わかった。絶対に届けよう。だが、それまでわしの使用人を手伝いに行かせよう。おまえの護衛ほど腕が立つわけではないが、少しは役に立つだろう」

「ありがとう、お祖父様！」

　もし向こうが本気で何か仕掛けてくるなら、テオ一人の護衛では間に合わない。というより、テオが一人で無理しすぎることのほうが心配だった。テオと交代してくれる人間が一人でもいてくれれば助かる。

「もし上手くおまえが実権を握ることができたら、何か便宜を図ってくれ」

　祖父が力を貸してくれる根底には下心が存在するということだ。呆れてしまうが、逆にこれほどわかりやすい人間はいない。自分が得することには積極的に関わるし、損することには手を出さないのだ。

「なんとかするわ。だから、手紙のことはお願いね」

　今ここで約束することは避けた。祖父が扱う商品にはあまり詳しくないから、調べてからでないと明言はできなかった。

　とはいえ、祖父には借りがある。花嫁試験のときに滞在させてもらったし、一番いい部屋を用意してくれた。流行のドレスを誂えてくれたことも忘れてはいない。

　かくして、リゼットは祖父の使用人から丈夫そうな若者を二人選んで、宮殿に連れ帰った。




　祖父の使用人はリゼットが思っていたより優秀だった。

　しかも、祖父は人使いが荒く、おまけに薄給だったので、できればずっと宮殿で働きたいと言ってくれている。

　リゼットが前もって事情を説明し、身の危険があるかもしれないことを伝えても怯まず、逆にしっかり取り組むことを約束してくれた。こんな優秀な人材を薄給でこき使っていたとは、祖父も見る目がない。

　いや、単にケチなのかもしれないが、おかげで自分が味方を増やすことができたのだから、よしとしよう。テオは彼らと話し合って、それぞれ護衛する時間を決めた。

　リゼットは護衛とナディアを連れて、相変わらず宮殿巡りをしていた。その際、公には会ってくれない公爵夫人と遭遇することもあったが、頭を下げる程度の挨拶だけしかできなかった。向こうがリゼットをなるべく無視しようとしていることは間違いない。女官に、ここでの権力者は誰なのか示しているつもりなのかもしれなかった。

　公爵夫人は取り巻きを何人も連れて、行列するように歩いていた。彼女が連れている女官もツンと澄ましていて、嫌な印象を受けた。彼女と一緒にいることで、何がしかの利益を得ている可能性もある。

　それとも、単に私が田舎の王女だったということで軽蔑されているのかしら。

　ともかく、リゼットのほうも着実に宮殿内に味方を増やしていった。それは主に下働きの者達と衛兵だった。女官にも味方が欲しかったが、近づこうとしても向こうが嫌がってしまうので、思うようにはいかなかった。やはり公爵夫人の締めつけがひどいのかもしれない。人懐こいテオだけが女官の情報を仕入れてきてくれた。




　結婚して二週間が過ぎたとき、リゼットがいつものように宮殿巡りをしていると、弱々しく泣いている子供の声が聞こえてきた。

　下働きをしている未亡人で、子供と一緒に住み込んで働いている女性がいる。子供はまだ小さいが、使い走りなどを立派にこなしていて、リゼットは『偉いね』と褒めたことがある。

「あの子……名前はエミールだったかしら」

　とても可愛らしい五歳の男の子だ。ナディアも心配そうに眉をひそめている。母親を呼んでいる小さな声は途切れがちだった。

「何かあったんでしょうか」

「行ってみましょう！」

　リゼットは声のするほうに走っていった。ナディアと祖父の屋敷から連れてきた護衛もついてくる。

　下働きの女性が住んでいるところは半地下になっている。リゼットは声を頼りに部屋を探し当て、扉を叩いた。

「エミール！　どうしたの？」

　反応がないので、リゼットは扉を開けた。そこは粗末で簡素な部屋だった。半地下のせいか、ひんやりしていて肌寒く感じられる。狭い部屋のベッドに、エミールが一人で寝ていた。

　額の上に小さな手拭いがのせられていて、そばのテーブルには水差しと洗面器が置いてある。エミールが熱を出して寝込んでいるのはすぐにわかった。時折、小さな咳をしている。

　そばに近づくと、エミールは目を開けたが、すぐに閉じてしまった。母親でないことにがっかりしたのだろう。リゼットは思わずその手を握った。

「エミール！　しっかりして！」

　手がとても熱い。唇はひからびたようになっていて、一体いつから熱が出ているのだろうと思った。

　リゼットは手を離して護衛に命じた。

「この子を抱いて、私の部屋に連れていって。私のベッドに寝かせるのよ。ナディア、あなたはこの子のお母さんを捜し出して、連れてきて。私は医者を呼ぶわ！」

「でも、リゼット様。お一人で行動しては……」

「非常事態よ。そんなこと言ってられないわ！」

「ああ、もう！　わかりました！」

　ナディアはすぐに部屋から飛び出していった。護衛はエミールを慎重な手つきで抱き上げている。リゼットも部屋を飛び出し、医者達がいつも待機している医療部屋へと向かった。

　ドレスの裾を両手で持ち上げて、ものすごい勢いで疾走するリゼットを、宮殿の廊下を行き交う使用人達がぽかんと口を開けて見ている。が、そんなことはどうでもよかった。高熱にうなされているエミールをなんとかしてあげたい。その一心だったからだ。

「皇妃様！　一体どうなさいました？」

　リゼットに声をかけてきたのは顔見知りの衛兵だった。素早く事情を説明すると、自分が代わりに医者を呼びにいくと申し出てくれた。

「ありがとう！　じゃあ、私は部屋で待っているわ！」

　今度は自分の部屋へと、向きを変えて走り出した。

　途中で下働きの女の子に会ったので、事情を説明して、必要なものを用意するように頼んだ。

　リゼットが部屋に着くと、寝室の大きなベッドの真ん中で小さいエミールが横になっていた。その姿を見て、涙が出そうになる。

　こんな小さな子があんなひんやりとした部屋で暮らしていたなんて……。

　エミールの母親は夫を亡くした後、家を追い出されたのだという。身寄りもなく、宮殿での住み込みの仕事にありつけて本当に助かったと言っていた。

　悲惨な暮らしをしている子供はきっと他にもたくさんいることだろう。現実的に、そんな子供達を全員知っているわけではないし、また全員を助けられるわけでもない。けれども、健気に使い走りをしながら、可愛らしく笑うエミールのことは、よく知っている。

　なんとか助けてあげたい！

　リゼットは化粧部屋から洗面器と水差しと手拭いを持ってきた。それらをテーブルの上に置き、手拭いを水に浸して絞ると、それでエミールの顔を優しく拭いた。

　エミールは目を開け、少しだけ微笑む。

「すぐお母様がいらっしゃるわ。お医者様もいらして、あなたの病気を治してくださるわよ」

　優しく話しかけると、彼はまた目を閉じた。

　少しして、医者とその助手二人が衛兵と共にあたふたやってきた。中年の医者はリゼットのベッドで寝ているエミールを見て、顔をしかめた。

「皇妃様がお呼びだと言われたから来てみれば……。下働きの子供じゃありませんか！」

「いいから熱を下げてあげて！　下働きだろうがなんだろうが、身体のつくりは一緒のはずよ」

「ですが、私は高貴な人を診るのが専門なのです。公爵夫人が知ったら、なんとおっしゃるか……」

　ここにも公爵夫人が幅を利かせていたのか。リゼットはグズグズしている医者に腹を立て、腰に両手を当てて相手を睨みつけた。

「それなら、私はこの子の叔母代わりになります！」

「……叔母代わり？」

「母親代わりと言いたいところだけど、お母さんはちゃんといるから。つまり、この子は私の親戚よ。助けてあげて！」

　医者は仕方なさそうに助手に鞄を開けさせて、診察を始めた。

「風邪をこじらせて軽い肺炎になっています。この薬を飲ませて、温かい寝床で栄養のあるものを食べさせていれば……。ただ、痩せ細っているから体力が持つかどうか心配ですね」

　確かに身体は痩せている。最初会ったときも、それは少し気になっていたのだ。あのとき、ちゃんと注意して見てあげていれば、こんなことにはならなかったかもしれないのに。

　あのときリゼットは自分に迫る危機のことしか考えていなかった。だから、気にはなったものの、見逃してしまったのだ。

　なんとか薬を飲ませて医者が下がった後、すぐにエミールの母親がナディアと一緒に入ってきた。彼女はエミールが心配でたまらないだろうに、まずリゼットにお礼を言い、こんな豪華なベッドに息子を寝かせるわけにはいかないと、ひたすら恐縮していた。

「そんなことはいいから、早くエミールに声をかけてあげて。それがエミールの回復に一番力になるんだから」

　母親はすぐさまベッドに近寄り、エミールの手を握ると声をかけた。エミールは目を開けて、嬉しそうににっこり笑う。リゼットはまた涙ぐみそうになり、慌てて目をしばたたかせた。

「あなた方母子の新しい部屋を用意させるわ。日当たりがよくて気持ちのいい部屋よ。しばらくそこで療養して、よくなったら、またエミールが元気に過ごせるような暮らしを考えましょう」

「皇妃様……。そんなことまでしていただけるなんて……」

「いいのよ。それより……」

　リゼットは医者の診断結果を彼女に伝えた。彼女は不安そうにエミールを見下ろした。

「あなたはエミールが治るまで、仕事をしなくていい。看病だけして。食事は、病気の子でも食べられる栄養満点のスープを作ってもらうから」

　皇妃には、それくらいの権限はあるはずだ。もちろん、ちゃんと話を通しておかないといけないが、自分は下働きの者達を束ねる管理長や料理長とも知り合いになっているので、頼めば応じてくれるだろう。

「でも……」

「大丈夫。それから熱が下がると汗が出るから、着替えさせないといけないわ。孤児院から何枚も着替えを持ってきてもらうことになっているの」

　下働きの娘に頼んだことだが、着替えの他にちょっとしたおもちゃも持ってきてもらうことになっている。エミールの年齢なら、働くだけでなく、少しくらい遊んでもいいと思う。母親を助けようとするのは健気で可愛いが、働くのはもう少し成長してからでもいいのではないだろうか。

　それに、宮殿の医療体制について、どういうふうになっているのか調べなくてはならない。下働きの者が病気なり怪我なりしたときに、ちゃんと診てもらえないような体制ならば、それを変えたいと思った。

「皇妃様、本当になんとお礼を申し上げていいか……」

「エミールが元気になればそれでいいわ。子供達にはいつでも可愛い顔で笑っていてほしい。私が願っているのはそれだけよ」

　リゼットは医者を連れてきてくれた衛兵に礼を言った。彼は爽やかに微笑むと、敬礼をして去っていく。ナディアがその様子を見て、笑いながら言った。

「彼はリゼット様のことをみんなに触れ回るでしょうから、また評判が上がりますよ」

「女官は私が髪を振り乱して走っているのを見ていたから、また彼女達からの評判が下がるわね。でも、エミールが元気になるならそれでいいわ！」

「テオがきっと悔しがりますよ」

「え、どうして？」

「庶民のために奔走するリゼット様を見るのが、テオは好きなんです」

「変わり者だものね、テオは」

「リゼット様に言われたくないと思います」

　そうかもしれない。とはいえ、テオもナディアも生まれは決して悪くない。もちろんアマーナリアの国の中の話だが。いい家柄の人間だからこそ、小さい頃から王女と共に育ってきたのだ。

「それで、あなたにもうひと働きしてもらわなくてはならないんだけど」

「お部屋のことですね！　大丈夫です。ちょうどいい空き部屋がありますから、整えるよう指示してきます」

　ナディアは、リゼットの考えていることがすぐわかるのだ。ナディアはすぐに準備に取りかかろうと、軽い足取りで部屋を出ていった。

　エミールは母親に手を握ってもらって、少し落ち着いてきたようだった。薬が効いてきたのか、目を閉じて寝息を立て始めた。

　この宮殿で自分がなすべきことがわからないと思っていたが、やっと見つけることができた。エミールはそれに気づかせてくれた。

　とはいえ、下働きの者達の生活を見直すのは、自分一人の力ではできない。リゼットは早くアンドレアスが帰ってきてくれるように願った。

　早く……そして無事に帰ってきて！

　エミールの回復と一緒に、リゼットは神に祈った。




　エミールは気持ちのいい部屋で母親の看病を受け、薬を飲み、栄養のあるものを食べた結果、次第に元気を取り戻してきた。

　やがてアマーナリアから派遣された使用人達が着き、彼らは祖父の使用人と共にリゼットの側近として働いてくれることになった。

　そして、嬉しいことに、隣国との小競り合いに片がついたという知らせが届いた。一人の死人も出すことなく、国境の向こうに敵を追いやって、アンドレアス率いる軍が帝都に帰ってくることになったと伝令が来たのだ。

　やっと……やっとアンドレアスに会える！

　新婚早々、離れ離れになってしまい、リゼットは彼が恋しくて仕方なかった。

　下働きの子を助けた話は、ナディアが予言したとおり宮殿中の噂になっていて、リゼットは、宮殿巡りをしているとよく声をかけられるようになっていた。テオに言わせると、この件で女官の中にもリゼットを見直したという者もいるらしい。

　反対に、田舎の王女様だから身分の低い者と心を通い合わせることができるのだと言い触らしている女官もいるという。どちらにしても、女官は公爵夫人になかなか逆らえない状況があるのだから、堂々と味方してくれる人はいないと思ったほうがいいだろう。

　だが、アンドレアスが帰ってくれば、状況が変わってくる。なんといっても、皇帝なのだ。彼に力添えしてもらえば、宮殿内の悪しき体制を変えられるかもしれない。

　でも、そんなことより彼に会いたくてたまらないの！

　何しろ彼が発つとき、別れの言葉さえ交わさなかった。隣で寝ていたはずなのに、リゼットが起きたらもういなかったのだから。彼も帰還するのがこんなに遅くなるとは思わなかったのだろうが、あのときひと言でも何か声をかけてくれていたら、自分も中途半端な気持ちのままで過ごすことはなかったと思う。

　新婚生活が突然お預けになったんだもの……。

　早く会いたい。会っていろいろ話したい。彼の腕の中で温もりを感じたい。

　もっとも、自分勝手な気持ちばかり押しつけるわけにはいかない。アンドレアスはずっと隣国と攻防を続けていて、とても疲れているかもしれないからだ。

　まずは疲れを癒いやしてもらって……。

　でも、国内の仕事も山積みになってしまっているかもしれないわ。

　アンドレアスはリゼットの夫というだけでなく、皇帝でもあるのだ。皇帝というのはこの帝国にたった一人。つまり、皇帝としての仕事が優先されるのは当たり前のことなのだ。

　王女として育ったリゼットにはわかりすぎるほどわかっている。

　それでも、早く会いたい。元気な顔を見たい。

　じりじりと彼の帰りを待っていたが、伝令がやってきた次の日の午後に軍が帝都に入ってきたという知らせを受けた。

　軍隊は帝都の東西南北に基地があり、今回は東と西の軍が出撃していた。アンドレアスはそれぞれの場所で兵士達の労をねぎらった後、近この衛え兵へいを率いて宮殿に戻ってきた。

　彼らは拍手と歓声で迎えられた。知らせを受けたリゼットは慌てて外に出ていく。

　アンドレアスの軍服は際立って素敵だが、近衛兵の軍服も他の兵士に比べると華やかで、迎えに出た女官達は彼らを見て溜息をついていた。ナディアも同じように溜息を洩らしているのに気づき、彼女の『いい人』は近衛隊の中にいるのかもしれないと思った。

　やがて近衛兵に守られたアンドレアスの姿が見え、リゼットは目頭が熱くなってきた。

　やだ。泣きそう。

　こんなに嬉しいときに涙なんて流したくないけれど、彼が無事に帰ってきてくれたことと久しぶりに顔が見られたことに対する喜びで胸がいっぱいになって、自分ではどうすることもできなかった。

　アンドレアスが手を上げてみんなに応えると、地鳴りのように歓声が大きくなった。彼は辺りを見回していたが、リゼットを見つけて微笑んだ。

　リゼットは堪えきれずに涙を零こぼしてしまう。

　アンドレアスが自分にとって一番大切なのだと実感する。彼がいない間、宮殿での生活に慣れるのが大変で、他のことを考える余裕もなかった。彼の顔を見ると、苦しかった日々のすべてが洗い流されて、彼のことだけで心がいっぱいになってくる。

　彼が馬を下りると、近衛隊も全員馬を下りる。

「我が帝国のために力を尽くしてくれて感謝する。これよりそれぞれ疲れを癒してくれ。解散！」

　近衛兵達が馬を衛兵に任せて、兵舎のほうへと向かっていく。アンドレアスはまっすぐリゼットのほうに近づいてきた。

「リゼット……！」

　彼は両手を広げる。リゼットは駆け寄り、その腕にしっかりと抱き締められた。

「会いたかった！」

「私も……すごくすごく会いたかったわ！」

　一緒に手をつないで眠ったあの夜以来なのだ。リゼットは胸がキュンとなって、彼にしがみついた。

「泣いているじゃないか」

「だって……」

「可愛いな、リゼット」

　彼はリゼットの髪をそっと撫でた。だが、すぐに身体を離す。

「まずは側近を集めて報告をしないといけない。また後でな」

「ええ……待ってるわ」

　もっと一緒にいたいが、それは仕方ない。リゼットは彼が報告を終えるまでの間、身支度を整えることにした。




　アンドレアスが不在の間、リゼットはいつも一人で食事をしていた。

　今夜は二人きりで夕食を楽しめると思っていたのに、急きゅう遽きょ、慰労会が行われることになり、近衛兵達と宴の席を囲むことになってしまった。

　いや、もちろん兵士達は大変だったのだし、慰労するのは当たり前といえば当たり前なのかもしれない。アマーナリアは争いのない国だったので、軍隊が出動することなど滅多になく、帰還後に慰労会があるなんて思いもしなかった。

　そう。この慰労会をすることを提案したのは、公爵夫人だったらしい。

　慰労会の席で、本人がわざとらしくリゼットに当てつけるようにそう言ったのだ。

『お若い方はこういったことを思いつかなくても仕方ないわね。何事も経験が足りませんから』

　当てつけだと察した反面、思いつかなかったのも事実だ。それは思いやりが足りなかったということでもある。リゼットは落ち込んだ。しかも、アンドレアスに恥をかかせたような気がする。

「気にするな。あの人はああいう嫌みな言い方をするのが好きなんだから」

　隣に座ったアンドレアスに慰められたが、リゼットの心は晴れなかった。

　いつの間に用意されたのだろう、テーブルの上には、たくさんの料理と酒が並んでいる。近衛兵達は身分の高い男性ばかりだが、酒が入ると、やはり陽気になっていく。

　なんだか結婚式のときの祝宴みたいだわ……。

　あのときも、リゼットはアンドレアスと早く二人きりになりたかった。けれど、なかなかそうさせてもらえず、二人きりになるのを邪魔されているような気がしていた。

　そんなことを思うのは、やはり公爵夫人が怪しいと思っているからなのだろうか。

　でも……慰労会は大事なことだわ。きっと。

　なんでも公爵夫人の陰謀に結びつけてはいけない。考えすぎては、真実に気づけなくなってしまう。

「みんな、お酒を飲むのが好きなのね」

「いや、よく見るといい。飲んでいない者もいる。みんなが酒が好きとは限らないんだ」

　確かにそうみたいだ。アンドレアスも酒を飲むことは飲むが、あまり大量には飲まない。

「それに、節制している者もいる。酒は頭を鈍らせるからな。いつ何時、何があるのかわからないのがこの世の中だ」

「あなたも節制しているの？」

「ああ。皇帝たる者、すべてを冷静に判断し、間違ったことはしてはならない」

　アンドレアスほど皇帝としての義務を大切にしている者はいない。しかし、あまりにも自分に厳しすぎるのではないだろうか。

　たとえば、軍隊を自ら指揮したりせず、もっと将軍を信頼してもいいと思うのだ。

　だが、今、それを指摘するのはやめておいた。皇帝は帝国に関するどんなことでも責任を負うべきだという彼の考えとは違うから、喧嘩になりそうだった。

　彼だって、とても疲れているんだから……。

　近衛兵を慰労することは大事だが、何も帰ってきた当日の夜でなくてもいいのではないだろうか。疲れを癒やすことにはならない。それに、皇帝は挨拶だけで、近衛兵だけが出席する慰労会のほうが彼らも楽しく過ごせたかもしれない。節制しているアンドレアスが同席していることで、自分達もあまり羽目を外してはいけないと考える者がいてもおかしくなかった。

　リゼットは目の前に置かれた料理を口に運んだ。

　これは料理人が別に作ってくれて、ナディアが運んできてくれた。アンドレアスの分もそうだ。

　ワインも新しいものが栓を抜かれるのを確認して、グラスに注いでもらったのだ。

「そういえば、私がいない間、大活躍したらしいな」

「え、なんのこと？」

「下働きの子が高熱を出して、それを助けた話だ。君が自分の部屋に連れていって、看病したって……。すごい形相で医者を脅かして診させたとか」

　どうやら噂話に尾ひれがついているみたいだった。リゼットはクスッと笑う。

「私は看病していないわよ。看病したのはその子のお母さん。高熱を出しているのを見つけて、部屋に連れていったのは事実で、すごい形相で医者を呼びに行ったのも確かだけど、脅かしてはいないわ。たぶん」

「そうだったのか……。衛兵や下働きの者達はみんな君のことを崇めていると聞いた」

「崇めるなんて……。ただ、いろいろあって、みんなとは知り合いになったの」

「知り合い？　まさかと思うが、変装して……」

「さすがにそれはないわよ。あなたに恥をかかせるようなことは絶対しないわ」

　アンドレアスはテーブルの下でリゼットの膝に手を置いた。

「君のことで私が恥をかくことなんてないさ。君がどんな格好をしようと、そのままで素晴らしいんだから」

　彼のひと言で、リゼットの胸の中が熱くなってきた。

「ありがとう……」

　彼はどんなときでも私を信じてくれる。

　それが何より嬉しかった。

「後で……いいえ、明日、あなたが留守の間にあったことをちゃんと話すわね」

　彼が疲れているときに、彼の親戚の悪口なんか聞かせられない。第一、本当に公爵夫人とその息子が命を狙っているかどうかはまだわからないのだ。

　ただ、やっぱり警戒するに越したことはないわ。何かあってからでは遅いんだから。

　私だけじゃない。アンドレアスにも気をつけてもらわないといけないし。

　それにしても、みんな楽しそうにしている。最初はおとなしく振る舞っていたが、お酒を飲んでいくうちに陽気を通り越して、羽目を外している者もいた。けれども、それも今まで緊張して戦ってきて、大変だったからなのだろう。

　ふと、ゲオルグがこっちにやってくるのが見えた。

　というか、いつの間にこの人が慰労会に紛れ込んでいたのかしら。

　ゲオルグはアンドレアスの従兄弟だけあって顔立ちは悪くないのだが、下品な人間性や生活の乱れが、彼の立ち居振る舞いに出ているような気がする。ナディアが言っていたが、目つきがどうも気に食わないし、生理的に嫌悪感を覚える。

　しかし、アンドレアスの妃として、露骨に嫌だという雰囲気を出すわけにもいかない。できれば、話しかけてほしくなかった。さっさとどこかに行ってほしい。

　そんなリゼットの願いも空むなしく、ゲオルグは二人の前にやってきた。手にはなぜかワインの瓶とワインが入ったグラスを持っている。

「新婚のお二人さんは長い間、引き裂かれていたわけだから、今夜は仲よくするんだろうなあ」

　ゲオルグは酔っているのか、顔を赤くしていて、下卑た笑いを洩らしながらそんなことを口にした。リゼットは眉をひそめそうになったが、アンドレアスは慣れているのか、冷たい眼差しで彼を一瞥した。

「それがどうした？」

「久々の再会を祝ってやろうってわけだよ。これ、特別なワインらしいんだ。さっき給仕の奴が持ってきて、そう言った。お祝いに飲ませてやろう」

　すでに栓が空いていたワインの瓶から、空になっているアンドレアスのグラスにゲオルグの手で中身が注がれた。それだけでも、リゼットは危機感を覚えたが、リゼットの半分飲み残しているグラスにも注がれたのだ。

　これ、大丈夫なのかしら……。

　今までさんざん食べ物や飲み物に気をつけていたのに、よくわからないものを混ぜられて困惑してしまう。

「さあ、乾杯しようぜ！」

　ゲオルグはワインの瓶をテーブルの上に置くと、自分が持ってきたグラスを掲げた。仕方ないから飲んだふりをしようか。しかし、アンドレアスはこれを飲んでも大丈夫なのだろうか。

　でも、ゲオルグ本人が持ってきたワインで毒殺死なんてことになったら、疑われるのは彼だ。大変な思いをするのは自分なのだから、さすがにそんなことをするわけがないだろう。

　リゼットはそう思いながら、グラスを手に取った。

「お待ちくださいませ」

　後ろに控えていたナディアがリゼットの手からグラスを取り去った。

「リゼット様には得体の知れないものを飲ませるわけにはいきません！」

　彼女はきっぱりそう言いきった。途端に、ゲオルグが血相を変える。

「得体の知れないものだと？　この俺が持ってきたものに文句をつけるつもりかっ？」

「申し訳ありませんが、リゼット様の大切なお身体を守るために必要なことなのです」

「俺はそんな変なものを勧めたりしない。たかがワインじゃないか！」

　ナディアが何か言い返す前に、アンドレアスが制した。

「まあ、そんな大声を出すな。ナディアはリゼットを守ろうとしているだけだ。だが、少し行きすぎだな。ナディア、私が先に飲んでみせるから……」

　彼がグラスに口を運ぼうとしている。リゼットが止めようとしたが、ナディアのほうが早かった。

「いけません！　毒見なら私がします！」

　そう言うが早いか、ナディアは手にしていたリゼットのグラスに口をつけた。

「ナディア！」

　リゼットは慌てて立ち上がったが遅かった。彼女はグラスの中身をひと口、飲んでしまっていた。

「どうだ？　ただのワインだろう？　毒なんか入っているわけないじゃないか！」

　ゲオルグが勝ち誇ったのも束の間だった。

　ナディアは口元を押さえ、グラスを取り落とす。そして、そのまま床に崩れ落ちていった。

　リゼットは悲鳴を上げて、ナディアを助け起こした。が、すでにぐったりしていて、顔は真っ青だった。

「ナディア！　ナディア、しっかりして！」

　けれども、閉じられた目は開かない。リゼットはキッとゲオルグのほうを睨んだ。彼は真っ青になってブルブル震えている。

「そんな……。お、俺のせいじゃない！　本当だ！　俺は絶対毒なんて入れてない！」

　それなら、どうしてワインを口にした途端、ナディアが倒れるのか。絶対、毒が入っていたに違いない。アンドレアスは厳しい顔で立ち上がった。

「誰か！　医者を呼べ！」

　テオがいち早く行動を起こしていた。

「ただいま呼んでまいります！　ナディアを部屋へ運んでください！」

　一人の長身の近衛兵がテーブルを倒さんばかりにして駆け寄ってきて、ナディアをリゼットの手から奪い取った。

「ナディア！　目を開けてくれ！」

　その悲痛な叫びを聞いて、この彼がナディアの『いい人』だったのだと知った。

「ナディアを部屋に運んで。医者に診せるのよ」

　リゼットが声をかけると、彼はナディアを抱いて立ち上がった。他の近衛兵達も何があったのか知って騒然としている中、彼は蒼白になりながら口を引き結び、ナディアを運んでいく。

　彼はナディアの部屋を知っているんだわ……。

　少し衝撃を受けたが、今はそれどころではない。リゼットはアンドレアスのほうを向いた。

「私はナディアに付き添うわ。ゲオルグのことはあなたに任せるから」

　ゲオルグは真っ青な顔で床にへたり込んだ。

「俺のせいじゃない。俺のせいじゃ……」

　確かにゲオルグがこんな大勢の前で、自分達に毒を入れたワインを飲ませようとするなんて、どう考えてもおかしいのだが、実際そうなのだから仕方ない。

　リゼットはナディアを抱いた近衛兵の後を追った。




　ナディアが意識を取り戻したのは、翌朝のことだった。

　リゼットはずっと傍らに付き添っていて、誰かが代わろうと言っても、頑として譲らなかった。

　ナディアは私とアンドレアスの身代わりになったようなものだもの。

　リゼットもあのワインが怪しいのではないかと思っていた。だから、自分が上手く言い訳をして、飲まずに済むようにすべきだったのだ。公衆の面前で堂々と毒殺するはずがないと思い込んだものだから、ナディアをこんな目に遭わせてしまったのだ。

　実際、怪しいと思ったナディアのほうが正しかった。彼女に毒見をさせてしまったことに、リゼットは責任を感じていた。

　医者はナディアが飲んだ毒は少量だから回復する見込みはあると診断したが、これといって治療の方法もないようだった。

　テオはあらかじめ毒による何かが起こるかもしれないと思っていたらしく、毒消しの薬草を手に入れていた。それを煎じたものを持ってきてくれたが、意識のないナディアに飲ませるのは大変だった。

　飲み込んでくれなければどうしようもない。だが、奇跡的に飲み込んでくれた。リゼットは回復を信じて、夜の間、ベッドのわきの椅子で不安を抱えたまま過ごしたのだ。

　途中で眠ってしまい、ベッドに突っ伏していたリゼットだったが、ふと何かが動く気配を感じて身体を起こした。すると、ナディアがゆっくりと目を開けた。

「ああ……ナディア！」

　リゼットが感極まって涙を流すと、ナディアは不思議そうな表情でこちらを見ていた。

「どうなさったんです？　リゼット様……私、一体……？」

「あなたはワインの毒見をして倒れたのよ。私達の身代わりになって……」

「ああ……そういえば……」

　ナディアが起き上がろうとするのを、リゼットは押しとどめた。

「ダメよ、まだ起き上がっては。テオの毒消しの薬草が効いたのかもしれないけど、しばらく寝ていて。すぐに医者を呼ぶから」

　リゼットは扉を開けて、廊下で番をしているはずのテオを呼ぼうとした。するとそこに、テオと共に例の近衛兵がいることに気がついた。彼はナディアに付き添いたがっていたが、医者の診察のときにリゼットが追い出したのだった。

「ナディアが目を開けたわ」

　そう告げた途端、近衛兵はリゼットを突き飛ばすような勢いで中に入っていった。ベッドに駆け寄り、ナディアの手を取っている。

　二人だけの会話を聞かれたくないだろうから、リゼットは扉を閉めた。

「ナディアは大丈夫そうか？」

　テオも心配そうにしている。

「ええ。きっと毒消しが効いたんだわ。でも、一応、医者に診せたいと思って」

「呼んでくる。……リゼット様も少し休んだほうがいい」

「ナディアを医者に診せたらね」

　彼はクスッと笑った。

「相変わらず頑固だな」

「あなたもね」

　こんなやりとりも、ナディアが助かったからこそだ。あのまま意識を取り戻さないのではないかと怖くてならなかったが、これでほっとした。

　医者はすぐに来てくれて、ナディアを診察し、これなら大丈夫と言ってくれた。ただし、しばらく休むようにと言い添えたが。

　ナディアのことをアマーナリアから派遣されてきた女官に頼むと、リゼットも自分の部屋に戻って、しばらく休んだ。近衛兵もテオも夜を徹して部屋の外にいたらしく、それぞれ休むために部屋に引き取った。




　リゼットはそんなに熟睡するつもりはなかった。少し仮眠を取るだけのつもりだったが、本格的に寝入っていたらしく、目が覚めて傍らにアンドレアスがいるのに気づいて驚いた。

　彼はベッドのわきに立っていて、リゼットの寝顔をじっと見つめていたのだ。

「驚いたわ！　一体どうしたの？」

　リゼットは身を起こして、ベッドの頭板に背中を預けた。

「いや……。ナディアのことを聞いた。回復したようでよかった」

「ええ、ほっとしたわ。ずっと目を覚まさなかったから、このまま……って思ってしまって……」

　リゼットは思わず涙ぐむ。今までナディアにそばにいてもらったことが、自分にとってどれだけ大切なことだったのかわかったからだ。

「リゼット……」

　アンドレアスはベッドに腰かけると、リゼットの肩を静かに抱き寄せた。リゼットも彼にもたれかかり、温もりと幸せを得る。

　そういえば、久しぶりに会ったのに、昨夜あんなことがあったから、また一緒に過ごせなかったのだ。

「ゲオルグのことはどうなったの？　彼は私達を……？」

「あいつは否定している。が、部屋を調べてみると、いくつか不審なものが見つかって、今は軟禁して取り調べ中だ。ただ、あいつがいくら愚かな人間でも、あんな公衆の面前で毒殺なんてしようとするだろうか？」

「それはそうだけど……」

　あそこでアンドレアスとリゼットがワインを飲んで倒れたら、犯人はゲオルグだと疑われたに決まっている。どう考えてもおかしな出来事だが、他に自分達を毒殺する動機のある者はいない気がする。

　明らかに得するのはゲオルグ。そして公爵夫人くらいだ。

「リゼット、ナディアはどうしてワインの毒見をしようとしたんだ？　それに、この部屋の前で警護していた男は衛兵ではなく、アマーナリアから派遣されてきたと言っていた。何かあったのか？」

　リゼットはためらいながらも、自分とナディアとテオの三人で話し合ったことを告げた。

「妄想かもしれないけど、私が公爵夫人親子に命を狙われる可能性は高いと思ったの。だから、できるだけの手は打ったわ。私の食べ物と飲み物はナディアが料理人から直接受け取って、持ってきてくれていたのよ。昨夜の慰労会のときも……」

「それで、ワインを勧めるゲオルグを疑ったんだな？」

「私はナディアに毒見をさせるべきじゃなかった。でも、まさかあんなところで毒殺されるなんて思わないから」

　アンドレアスは重々しく頷いた。

「確かに」

　そう言った後、アンドレアスはリゼットから身体を離し、立ち上がった。その仕草が唐突で、しかも何か決心したように断固とした感じがしたので、リゼットは驚いた。

「どうしたの？」

「リゼット……」

　アンドレアスは厳しい顔をしていた。

　なぜ？　どうして急にそんな顔をしているの？

　リゼットは戸惑った。今さっきまで優しく肩を抱いて、労わってくれていたというのに。

「君はしばらくアマーナリアに帰るんだ」

「え……どういうことなの？　私……」

「公爵夫人は私の叔母だ。そして、ゲオルグは従兄弟だ。どちらもそんなに親しくはないし、好きでもない。だが、血はつながっている。親戚なんだ。その二人を君は証拠もなしに憶測だけで疑った」

「アンドレアス！　それはそうだけど……」

「私は温かい家庭が欲しいと言った。しかし、親戚だって大事にしたい。そう考えていたとは思わなかったのか？」

　アンドレアスは冷たい眼差しをリゼットに向けてきた。

　胸の奥を冷たい手で鷲掴みにされたような衝撃を受けて、リゼットは何も言えなくなってしまう。

　そう。彼はその気になれば、こんな冷たい目で人を見ることができるのだ。

　まるで、おまえなんかに関心はない、といった目つきだ。

「……でも、実際にナディアは……」

「犯人はゲオルグではない。私はそう思っている」

「だけど……！」

「とにかく君は今すぐ用意して、国に帰ってもらいたい。君の側近達も全員だ。私が許すまでずっと」

「アンドレアス！」

　リゼットは手を伸ばしたが、彼はさっと身を翻し、去っていく。

　リゼットはその後ろ姿を見つめていた。

　前にもこんなことがあった。彼の求婚を断ったときのことだ。同じように、自分は彼の後ろ姿を見ていたのだ。

　嘘でしょ……。

　結婚したのに。しかも、一緒に過ごしたのはたった一夜なのに。

　私はもう国に帰されてしまうの？

　彼が一生大事にするとか言ったのは、なんだったの？

　リゼットはしばらくベッドから動けなかった。




　アンドレアスはリゼットの部屋を出て、深い溜息をついた。

　部屋の前にいた護衛は、すでにテオと交替している。彼はアンドレアスの溜息に一瞬、怪け訝げんそうな顔をしたが、すぐにうつむいて表情を隠した。

　テオはリゼットの幼なじみで、彼女にとって兄のような存在だと聞く。忠実すぎるくらい忠実で、テオが実はリゼットのことを愛していても不思議はないような気がした。だが、彼はリゼットの幸せを一番に考えている。だから、彼に任せておけば、必ずリゼットを守ってくれることだろう。

　アンドレアスは黙って、廊下を歩いていく。

　リゼットを傷つけたかと思うと、胸が痛くてならない。もちろん、アンドレアスは彼女より公爵夫人やゲオルグが大切だなんて思うことは絶対ない。しかし、リゼットの安全を考えると、まずこの宮殿から遠ざけるのが一番だ。

　正論を説いても、彼女は納得しない。それどころか、宮殿に残ると言い張るだろう。だから、心が痛むが、彼女に冷たくするしかなかった。

　事件が解決したら、平謝りしなくてはならない。彼女は許してくれるだろうか。

　いや、それよりこの件を解決するのが先だ。この宮殿に皇帝または皇妃の毒殺を目論む輩がいるということは確かなのだ。ワインには確かに毒が混入していて、それでナディアは倒れたのだから。

　アンドレアスはナディアが倒れたとき、もしこれがリゼットであったらと考えた。今もそんなことを想像すると、恐ろしくてならない。不謹慎ではあるが、リゼットでなくてよかったと思ってしまったくらいだ。

　もし、リゼットとその側近達が、公爵夫人が権力を持ちすぎていることに気づいて警戒していなかったら、リゼットも自分も確実にあのワインを飲んでいた。恐らくナディアよりも多く摂取してしまったことだろう。

　今頃、皇帝と皇妃の死を悼む鐘が鳴らされていたところだ。

　もちろん状況的にゲオルグが一番怪しい。しかし、ゲオルグが一番に怪しまれる立場だからこそ、あの場で毒殺を企んだはずがないのだ。彼に訊いたところ、給仕していた男に『特別にいいワインだ』と渡されたのだそうだ。

　つまり、自分達の席に持ってきてグラスに注いだのは、ただの思いつきなのだと。

　それを信じれば、狙われていたのはゲオルグということになる。ゲオルグは酒好きだ。あの時点でずいぶん飲んでいたのだ。特別にいいワインだと聞いたら、普通であれば自分で飲もうとするだろう。

　問題は、彼が狙われる理由だ。

　リゼット達は公爵夫人とゲオルグを敵視していたが、ゲオルグは怠け者で嫌な奴で、おまけに人を羨んだりする嫉妬深さがあるが、自分からそういったことに手を染める男ではない。

　そもそも、あいつは皇帝になりたいなんて思ってないんだ！

　ただ好きなだけ飲んで、女と遊びたいだけだ。義務だとか政治だとか、とんでもないと思っている。一方、権力が欲しくて、しかも策略が好きで、ゲオルグを皇帝にしたがっているのは公爵夫人だ。

　だが、もちろん彼女は息子を殺したりはしないし、まして自らが犯人にされそうな策は練らないだろう。

　アンドレアスは執務室に入った。そこでは、ネスケルが難しい顔で長椅子に座っていたが、慌てて立ち上がる。

「いや、そのままでいい」

　アンドレアスは彼と向かい合わせの椅子に腰かけた。

「皇妃様の件は……」

「予定どおりアマーナリアに帰す。彼女に何かあったら、私の跡継ぎも生まれない。私にとってはただ一人の妃だからな」

　ネスケルは浮かない顔で頷いた。

「あのワインに毒を仕込んだのは誰だと思われますか？」

「やはり……隣国のスパイだろう」

　隣国はアンドレアスの結婚式を狙って国境を越えて侵入してきた。それ自体はあり得ることだが、問題はそれ以上にこちらに攻撃を仕掛けてこなかったことだ。正確には、少し仕掛けて、すぐに引いていく。それを巧妙な形で繰り返していて、軍はそこに釘付けにされていた。

　つまり、アンドレアスを宮殿に帰したくなかった。宮殿で何かが起ころうとしていたのだ。

　それにしばらく気づかなかった自分が情けない。気づいてからは、総攻撃をかけて撃退した。そして、二度と煩わされることのないように、精鋭部隊を今もそこに置いている。

「スパイと通じていたのは……信じたくないが公爵夫人だろう。権力欲しさと息子可愛さに国を売るような真似をした」

　恐らく公爵夫人はスパイを利用しているつもりだったのだろう。ゲオルグを皇帝にすれば、領地の一部を渡すとか、そういった約束をしたのかもしれない。

　そして、狙われていたのはリゼットだ。彼女とその側近が公爵夫人の野望を砕いたのだ。ナディアとテオはリゼットを守るために、隙を見せないようにしていた。しかも、リゼットは下働きの者や厨房で働く者の心を掴んでいたことが有利に働いた。

　料理長自らリゼットの食べ物を作り、ナディアがそれを運んでいた。毒殺されるのではないかと考えたのは、虫の知らせのようなものだったのか。もちろん側近はリゼットに忠誠心を抱く者ばかりだったし、彼女を決して一人にはしなかった。

　あの慰労会は唯一訪れた機会だったかもしれない。

「ゲオルグはスパイと通じていたわけではないだろう。あんな間抜けと誰が手を組むものか。そんなことをしたら、うっかり自分の正体をばらされかねない。だからこそ、公爵夫人からゲオルグに内密の話が伝わる前に始末しようとした……」

「ですが、ゲオルグ様がもし殺されれば、公爵夫人はスパイの仕業だと思うのではありませんか？」

「皇帝がゲオルグを邪魔に思って始末したのだと嘘を吹き込むつもりだったのではないか。それを聞いた公爵夫人は憎しみを持ち、復讐心で国の重要機密を洩らすことも考えられる。もしくは捨て身で皇帝を殺す」

　ネスケルは溜息をついて、頭を何度か振った。想像もしたくないといったところだろう。

　アンドレアスはネスケルに、リゼット達が公爵夫人とゲオルグを警戒していたことを話した。

「なんて聡明な方でしょう。それに、いい側近を持っているということは、人の上に立つ資格のある方だということです。おかげで、陛下も妃殿下も毒殺を免れたわけです」

「彼らには勲章でも授けたいところだ。特に毒かもしれないと思いつつワインを口に含んだナディアには、何かしてやりたい」

「まずはスパイを捕まえなくては」

「そうだ。ゲオルグが犯人扱いされたことで、公爵夫人は激怒している。恐らくスパイが接触して、彼女に嘘を吹き込んだことだろう。あいつの部屋に毒の瓶を置いておいたのも皇帝で、すべて皇帝の仕掛けた罠だと。あいつに罪を着せて追放するつもりだと」

「それで、昨夜、公爵夫人の部屋を探らせていたのですね」

「そうだ」

　しかし、特に不審な人物も出入りしていなかったという。

「女官が連絡役なのだろう。まずは公爵夫人付きの女官を徹底的に調べる」

「妃殿下のように宮殿を脱出すれば安心ですが、陛下もいつ何時、攻撃を受けるかわからないのです。気をつけていただかなくては」

「ああ、そうだな。そうでなくては、リゼットに恨まれる」

　彼女と一生添い遂げる約束をしているのだ。まだ一度しかベッドを共にしていないのに、ここで死ぬわけにはいかなかった。

「私はまず陛下の身を守る者達を厳選しなくては。誰が信用できて、誰がそうでないのか、見極めねばなりません」

　アンドレアスは頷いた。

「それはおまえに任せる」

「陛下……」

「なんだ？」

「私を信用してくださって、ありがとうございます」

　アンドレアスははっとして、改めてネスケルに視線を向ける。彼はいつになく嬉しそうに微笑んでいる。

　確かに、彼に任せるということは、彼を信用しているということだ。

「陛下はご自分でなんでもされてしまいます。もっと私や他の者を信じてほしいと思うことがたくさんありましたが、陛下の命に関わることを任せていただいて、本当に嬉しいのです」

　確かに、アンドレアスは自分が大事だと思うことは、人任せにはできない人間だった。だからこそ、軍も自分で率いた。将軍に任せてもいいと思うこともあったが、どうしてもできなかったのだ。

　しかし、結婚してすぐに戦場に赴いたときに思った。

　ここでは死ねない、と。

　自分にはリゼットがいる。リゼットと紡ぐ幸せな夢がある。それを実現するまでは、いや、実現すれば尚更、途中で死んだりできない。

　戦いなどないほうがいい。それはずっと思っていた。平和な世の中ならいいと。

　しかし、アンドレアスは隣国を信用できないばかりに、平和条約を交わしたくなかったのだ。機会はたくさんあったのに。

「私は……もちろんおまえを信じている。そして、これからは……信用に足る人を信じていこうと思っている」

　自分以外、誰も信じることはできない。それは一国の皇帝として無責任だ。誰も彼も疑うのはよくない。

　リゼットがいい例だ。

　信じるから愛される。愛されるから守られる。

　そうか。そういうことだったのか……。

「ネスケル、私はこの件を早く解決したい。リゼットと幸せな家庭を築くために」

　まずはスパイ退治だ。

　公爵夫人を追放して、それからすべてが始まる。

　アンドレアスはリゼットのために決意を新たにした。
















第八章　幸せな結婚生活













　リゼットが宮殿を出たのは、アンドレアスに帰国するように言われた翌日のことだった。

　ナディアの体調を考慮してのことらしい。リゼットはナディアと近衛兵の恋のことを思い、彼女だけ置いていこうとしたのだが、彼女は頑としてリゼットについていくと言い張った。

　頑固なのは、リゼットとテオだけではなかったということだ。三人は幼なじみで、固い絆で結ばれている。いわば兄妹きょうだいのようなものなのだ。

　リゼットと、アマーナリアから派遣された者達、そして祖父の使用人達はすべて荷物をまとめさせられ、馬車に乗せられて宮殿の外に出された。

　街の中を馬車が走っていく。リゼットとナディアが乗る馬車が先頭で、他の数台はそれに続いている。

　突然、リゼットは御者に指示するための小窓を開けた。

「馬車を祖父の屋敷に向けて」

「承知しました」

　もちろん、このままアマーナリアに帰るわけがない。

　危機は去ったわけではない。自分は安全だが、アンドレアスは依然、危険に晒されているではないか。

　もし、アンドレアスが殺されるようなことでもあったら……。

　私も生きてはいられないわ！

　リゼットの馬車が進む方向に、後ろの馬車もついてくる。祖父の屋敷の前に停まると、リゼットは馬車からさっと降りて、ナディアに手を貸そうとした。

「リゼット様、役目が逆ですよ」

　ナディアは呆れたようにそう言った。

「何言ってるの。あなたは私の命の恩人よ。さあ、まだ本調子じゃないんだから掴まって」

　ナディアが降りるのを手伝っていると、後ろの馬車からもリゼットの護衛や女官達が降りてくる。

「ここで作戦を立て直すということか？」

　テオは楽しそうに尋ねてきた。

「もちろんよ。今更アマーナリアにすごすごと帰れないわ！」

　祖父は突然押しかけてきたリゼットに驚いたが、毒殺されそうになったのを聞いて、やはりさっさとこちらから毒殺しておくべきだったと言った。犯人が公爵夫人と決まったわけでもないのに。

　ともあれ、リゼットは前の部屋に泊まることになった。

　以前、ここで『アロイス』と会っていたことを思い出す。バルコニーを見ると、特にあの頃の自分の恋心が蘇ってくる。

　アンドレアスが私よりあの公爵夫人やゲオルグを優先するって……。

　やっぱりおかしい！

　最初は彼に突き放されて悲しかった。けれども、彼は必要とあれば身内をも欺くことができる人だ。ただの町人の真似だって上手かったし、彼がとても冷たい眼差しをしていたのを見たことがある。

　そう。目の前で楽しそうに他の娘達と踊ってみせたり……。

　だけど、どれも本当の気持ちじゃなかった。

　もしかしたら、リゼットの安全を考え、宮殿から追い出したのかもしれない。ナディアが倒れたのを見ていたのだから、そんな気にならないとは限らない。

　だって、もし私がアンドレアスなら、同じことをすると思うから。

　でも、宮殿から遠ざけられて、そのままおとなしくしているわけにはいかないわ。彼がどう考えようと、私だって彼を助けたい。

　荷物を解いてしまうと、リゼットはここに拠点を置いて、アンドレアスを助けるために活動するという決意を新たにした。

　そして、早速、作戦を練ろうとテオを部屋に呼び出したのだが、ナディアもついてきた。

「リゼット様、私を仲間外れにするのはやめてくださいよ。もう身体は回復したんですから、寝てなきゃダメというのもね」

　口で言うほど元気ではないとわかっていたが、仲間外れはやはり納得できないだろう。この三人は子供の頃からずっと友達だし、リゼットが結婚してからは四面楚歌だった宮殿生活で、かなり絆を深めたのだ。

　三人はテーブルを囲んで椅子や長椅子に座った。

「作戦会議にはいてもいいけど、これが済んだら寝るのよ」

　ナディアは思わず舌打ちをして、はっと我に返る。

「すみません。下品な真似をしてしまいまして」

「いいのよ。私、大概のことでは驚かないわ。あなたが倒れたときに近衛兵の一人が飛んできたことを思えば……」

「リゼット様！　それはここではどうでもいい話ですから！」

　ナディアは強い口調で言ったが、顔は真っ赤になっていた。

　そこへ、テオが真面目な口調で口を挟んでくる。

「その近衛兵と一緒にずっと廊下で待っていたから、少し話をさせてもらった。その縁で、ゲオルグがあの慰労会に紛れ込んで飲んでいたのを見ていた兵士から話が聞けたんだ」

　ナディアが意識を取り戻していないあのときでも、テオは犯人を追いつめることを考えていたのだろう。

「それでどうだったの？」

「その前に、ゲオルグという男に関して、俺達は少し間違った認識をしていたんじゃないかと思うんだ」

「どういう意味？」

「あの男は陛下に継ぎができなければ、確かに次の皇帝ということになる。だが、公爵夫人がそれを強く望んでいるのに対して、本人はそうでもない。それどころか、面倒くさいから皇帝などなりたくないと思っているらしい」

　リゼットは目をしばたたかせた。

「そんな……。本当に？」

「あいつは政治や戦争などどうでもよくて、戦場に行くなんてとんでもないと考えている。興味があるのは、派手に金を使ったり、賭け事をしたり、女と遊んだり……そういう自堕落な遊びだけだ。ところが、皇帝になれば義務に縛られる。あいつのいいところは、それを一応理解している点だな。だから、そもそも野望なんて抱いてない」

「クズすぎるわね……」

　帝位に手が届くところにいるのに、それを手に入れたくないなんて信じられない。しかも、面倒くさいという理由で。

「しかし、それがゲオルグという男なんだ。で、あいつは慰労会で酒が飲めると聞いて、紛れ込んで飲んでいた。いい感じに酔っ払ったところで、給仕の男が近寄り、ワインを持ってきて勧めたんだ」

「例のワインね！」

「ゲオルグはそれを自分用に注いだ後、何を思ったのかふらふらと立ち上がって、皇帝と皇妃の許へと向かった」

　ナディアは首をかしげた。なんだか頭が混乱してくる。

「ちょっと待って。その給仕の男が毒を仕込んだ犯人なら、ゲオルグが狙いってことになるわ」

「そういうことになる。ちなみに、俺が話を聞いたその兵士は同じ話を皇帝の部下にして、一緒に給仕の男を捜したらしいんだが、どこにも見つからなかった。だから、変装して紛れ込んでいたことも考えられる。つまり……その男は単にゲオルグに恨みがあるとかではなく、訓練された工作員なのかもしれない」

「工作員！　そんな人がどうしてゲオルグを……？」

「わからないな。あいつは殺されるような重要人物ではないから」

　三人は押し黙って、それぞれ考えを巡らせる。

　ナディアがふと思いついたように口を開いた。

「公爵夫人はどうなんでしょうね。息子を皇帝にしたいとは思ってないのかしら」

「いや……。公爵夫人は息子を溺愛している。皇帝にしたいはずだ。それに、やはり利権絡みの件がある。リゼット様がそれに気づいたら、皇帝に伝わる。皇帝に気づかれる前に……と思うと、手っ取り早くゲオルグを皇帝にしたほうがいい。ひょっとしたら、公爵夫人は息子が皇帝になったら、自分が政治に乗り出すつもりだったかもしれないな」

　裏で暗躍するのが好きなようだから、それはあり得る。

　ただし、それでもゲオルグが狙われる理由がわからない。それに、公爵夫人が工作員を雇ったのではないとしたら……。

「他国のスパイ」

　リゼットがぽつりと呟くように言うと、テオは大きく頷いた。

「恐らく隣国の……」

　それでも、隣国のスパイがゲオルグを殺そうとする理由がわからなかった。

「まだ情報が足りないな。ところで、あの宮殿もアマーナリアの城のように秘密の通路があるのを知っているのか？」

「えっ、そうなの？」

　アンドレアスは教えてくれなかった。とはいえ、結婚してから、彼とはほとんど一緒に過ごしていないのだ。教える暇なんかないだろう。

　確かにアマーナリアの城にも隠し通路はつくられていた。アマーナリアは平和な国だが、何かあったときには逃げられるようにと設けられたものだった。リゼットの場合、自分の部屋からそこを通って、少年の格好でよく出かけていたのだけれど。

　テオは懐から紙を取り出した。

　自分達で作成した宮殿の見取り図の一部だ。

「俺が公爵夫人の情報を得ようと嗅ぎ回っていたとき、たまたま見つけた。この物置のような部屋の隅に、小さな隠し扉を見つけた。狭い通路があって……どこに通じていたと思う？」

「それは……皇帝の部屋？」

　彼もアロイスの格好で隠し通路を通っていたかもしれない。そう思うと、不思議な縁を感じる。

「そうだ。でも、それだけじゃない。枝分かれして、皇妃の部屋に通じていた」

「そうなの！」

　いや、それはあり得ることだ。ただ、命を狙われていると思っていたときに、隠し通路があると知っていたら、少し落ち着かなかったかもしれない。

「公爵夫人が隠し通路のことを知っていたかどうはわからないが、心配だった。だけど、リゼット様を怖がらせたくなかったから、その通路の途中……皇妃の部屋のすぐ裏のあたりで音が鳴る仕掛けをしておいたんだ。音がすれば、すぐに駆けつけられるから」

「さすがテオね！　頭がいい！」

　ナディアが褒め称えると、テオは少しだけ照れた表情になった。が、すぐに真面目な顔に戻る。

「宮殿を去る前に、その仕掛けは取り外している。つまり、今はそこを通っても音は鳴らず、皇妃の部屋に容易に入れるというわけだ」

　リゼットは急に明るい気分になってきた。

「じゃあ、門の中に入ってしまえば、皇妃の部屋に潜むことも可能というわけね！」

　皇妃の部屋は皇帝の部屋の近くにある。リゼットはアンドレアスの身を守るために、できるだけ彼の近くにいたかった。

　隠れながらでは、どんな役に立てるのかわからないけれど。

　でも、アマーナリアに引っ込んでいるよりはずっと役に立つはずだ。

「裏門の門番とは仲よくなったから、入れてくれるかもしれないわ。でも、念のため変装して……」

「俺も情報が欲しいから変装する」

「それじゃ、私も……」

　ナディアもそう言い出したから、リゼットは慌てて怖い顔で首を横に振った。

「ダメよ、あなたは。この屋敷で静養していて。危険があるかもしれないから」

「リゼット様……私は後悔したくないんです！　リゼット様とテオが宮殿に潜入している間、もし何かあったら……。危険があるなら尚更、ここでのんびりとしていられません！　それに、体調もいいんです！」

　彼女の気持ちもわかる。だが、本当に大丈夫だろうか。自分はそれを許していいのだろうか。ナディアを残していくほうが、もしくは他の誰かを代わりに連れていくほうが、本当に彼女を思いやることなのかもしれない。

　でも……どうしよう。

「わかった、ナディア。連れていこう」

　迷っている間に、テオが先に決断を下してしまった。

「リゼット様、絶対お役に立ちますから！　私、掃除婦の格好をしていくわ！　掃除婦は頭にスカーフをつけているから顔が見えにくいし、女官やら貴族やらは掃除婦がそこにいても、視界に入らないみたいなんです」

「テオ……」

　リゼットはテオに困惑の視線を向ける。テオは大丈夫だというふうに頷いた。

「ナディアは必要だ。あまり人数が多くても潜入しにくいが、リゼット様は別として、他に動ける人間が二人はいる。それなら、その二人は俺とナディアしかいない」

　三人は幼い頃から一緒にいて、気心が知れているからだ。そして、完全に信用できるから。

　リゼットは頷いた。

「わかった。でも、ナディア……無理だけはしないで」

「わかりました。無理はしません。でも、できるだけのことはします。……今、思ったんですけど、スパイも一人では潜入してないんじゃありません？」

「確かにそうだ」

　テオも同意する。

「男女のペアかもしれない。ナディアの言うとおり、掃除婦ならどこにでも怪しまれず入れる。ゲオルグが狙われた謎がまだ解けないが……」

「公爵夫人もまだ犯人候補から外れたわけじゃないから、そちらも注意しておかないといけないわ。私も掃除婦になろうかしら」

　リゼットがそう言うと、テオが真面目な顔で続けた。

「俺が掃除婦になってもいい」

「えっ」

　テオは男性にしては小柄だが、女装するとどうなるだろう。やはりごつい感じになるのではないだろうか。

「……冗談だ」

　リゼットとナディアは同時に笑いだした。

　自分には心強い味方がいる。彼らと組んで、宮殿に潜入し、アンドレアスを守る。できることなら、宮殿に潜んでいるスパイを炙り出して捕まえたい。

　私達なら何かできる気がする。リゼットはそう思った。




　リゼット達は夜になってから宮殿の裏門へ向かった。

　この潜入については、リゼットを守ってきてくれた側近達には知らせている。祖父には黙っておくが、それは仕方のないことだ。どうせ祖父はリゼットのアンドレアスを守りたい気持ちなど理解しようとはしないからだ。

　危険なことをするなんて馬鹿馬鹿しいと思うかもしれない。

　でも、私にとっては馬鹿馬鹿しくないのよ。いつも真剣なんだから！

　リゼットはとりあえず動きやすい少年の格好をしていく。裏門の門番はもちろん見とがめたが、すぐに帽子を取って顔を見せる。

「私よ。リゼットよ」

「皇妃様！　ど、どうなさったんですか！　アマーナリアにお帰りになったのでは？」

「アンドレアスが命を狙われているのに、宮殿を離れるわけにはいかないわ！　私はアンドレアスから帰れって追い出されたけど、陰から彼を守るつもりなの」

　門番はなるほどと頷いた。

「陛下も皇妃様を心配なさって、故国にお帰しになったんでしょうがね。ですが、皇妃様のお気持ちはよーくわかります！　どうぞお入りください。でも、くれぐれも気をつけてくださいよ」

「わかったわ。ありがとう！」

　リゼット達は門の中に入った。とはいえ、あまりにも簡単に入れてしまい、それはそれでいいのだろうかと少し考えた。スパイに丸め込まれたりしたら、門番の意味はないからだ。

　ともあれ、三人は物置になっている部屋に忍び込み、あらかじめ用意しておいた明かりをつけると、暗く狭い通路を静かに歩き続けた。階段が多いから、転んだりすると大変だ。気をつけて歩いていると、先を歩くテオが身振りで皇帝の部屋の隠し扉だと合図する。

　耳を澄ましてみるが何も聞こえない。まだ部屋には戻っていないのかもしれなかった。やがて皇妃の部屋の隠し扉の前に着き、テオが慎重な手つきでそこを開けた。

　もちろんそこには誰もいない。しんとしている。

　三人は中に入り、隠し扉を閉める。扉は衣装部屋の飾り棚そのもので、閉めてみるとそこが扉だったとはわからなかった。

　テオは廊下を覗いてみて、また戻ってくる。

「衛兵は立ってない。ここは空っぽということになっているからな」

「よかった。ひどい音を立てたりしなければ大丈夫ね」

　ナディアは部屋にあった燭台に火をともす。テオは落ち着く間もなく、変装に必要なものを調達してくると言って、再び通路に戻っていった。

　リゼットはナディアと一緒に、持ってきた荷物を広げた。

　掃除婦に成り済ます必要があるかもしれないので、それらしいドレスとスカーフも持ってきた。宮殿の中で働く使い走りの少年もいるから、そのふりをするのもいいと思っている。ただし、アンドレアスには簡単に見破られる可能性があった。

　持ち物を点検したり、これからの計画について話したりしているうちに、テオが戻ってきた。衛兵見習いの少年が着る服や料理人の服などをどこからか持ってきている。リゼットとナディアも宮殿巡りをしていたせいで顔を知られているが、テオも情報収集のためにたくさんの人と接触していたので、多くの人と知り合いになっていた。彼も素のままでは、正体がすぐにばれてしまう。

　でも、まさか宮殿に別人として潜入するなんて想像もしていなかったから。

「こんなものもあったぞ」

　テオが渡してくれたのは、弓と矢だった。

「どうしたの、これ」

「今、衛兵の間で的当てゲームが流行っている。花嫁試験でやってみせたそうじゃないか」

　リゼットは顔を赤らめた。

「まさか流行ってるなんて……」

「衛兵も大変だから娯楽が必要なんだ。カードゲームよりはいいと思うな」

　リゼットは弓を手に取り、軽く引いてみて感触を確かめる。

「これが役立つようなことになるとは思いたくないけど、万が一のために手元にあると心強いわね」

　弓矢が強力な武器だったのは昔の話だ。とはいえ、これだって武器は武器だ。隠し持つことはなかなか難しいので、今回はお守りのような気持ちでこの部屋に置いておくことにしよう。

「それで、これからのことなんだけど……」

　リゼット達は今まで立てた計画を確認し合い、何かあったらすぐに起き上がって動けるように、服を着たままで眠りにつくことにした。

　リゼットとナディアはベッドで。テオは長椅子で毛布をかぶって丸くなっている。

　なんだか、子供の頃に戻ったみたい……。

　危険があるかもしれない潜入だが、それでも自分についてきてくれた二人のことを思い、胸が熱くなる。

　少しでも早く危険を取り除き、アンドレアスとの新婚生活を取り戻したい。

　リゼットはそう思いながら眠りに落ちていった。




　翌日から、リゼットは新入りの使い走りの少年のふりをして、時々、用事を言いつけられながら宮殿内をうろうろした。ナディアは掃除婦のふりをしている。テオは見習い衛兵としてやはり使い走りをしているようだった。

　それで一日が終わったが、怪しい人物は見つからなかった。

　ただ、ひとつわかったことがある。アンドレアス側もスパイを探しているようだということだ。だから、自分達がスパイに間違われないように、あまり怪しい動きはしないようにしなければならなかった。

　もし私が捕まったりしたら……。

　もちろんアンドレアスに恥をかかせることになってしまう。それに、本気で怒らせて、アマーナリアに強制的に送り返されたりしたら困る。

　私はアンドレアスを守りたいんだから！




　そして、その翌日のことだった。

　宮殿のどこかで誰かが大騒ぎしている。

　誰かが追いかけ、誰かが逃げている。そんな感じの怒声が聞こえてきた。アンドレアスに何かあったのかもしれない。

　リゼットはそちらへと駆けだした。

　ところが、廊下の角を曲がったところで、誰かとぶつかってしまった。最初はお互い、相手が誰だかわからなかった。

「大丈夫かっ？」

　リゼットは顔を見られないように帽子を目深にかぶっていたが、声だけで誰だかわかった。

　アンドレアスじゃないの！

「……失礼しました」

　リゼットはもごもごと言い、持っていくように頼まれた包みで顔を隠しながら去っていこうとした。

「ちょっと待て！　君がどうしてこんなところに……！」

　つまり、やはりばれてしまったということだ。リゼットは本能的に逃げようとしたが、腕を掴まれ、帽子を外される。長い髪が流れるように落ちていった。

「リゼット！　アマーナリアに帰ったんじゃなかったのか！」

「帰るわけないでしょ。あなたに危険が迫っているというのに」

「とにかく、今はどこかに隠れているんだ」

　腕を引っ張られて、手近な部屋に放り込まれようとしたそのとき、銃声と女性の悲鳴が聞こえてきた。

　あれは……ナディア！

「テオ！　テオ！」

　ナディアがテオを呼んでいる。その瞬間、あり得ないほどの力が出て、リゼットはアンドレアスを振りきって、そちらに向かった。

「ダメだ！　リゼット、止まれ！」

　宮殿のどこにどんな部屋があるのかは熟知している。どんなふうに通路があるのかも。ここの廊下は迷路のように入り組んでいる場所だが、リゼットは躊躇なく次の角を曲がった。

　不意に、横から誰かの手が伸びてきて、リゼットはその何者かに捕らわれてしまった。

「動くな」

　頭に銃が突きつけられている。

　リゼットは固まったように動けなくなってしまった。

「リゼット！」

　アンドレアスは正面からやってきて、凍りついたように足を止めた。そして、後ろからはバタバタと足音が聞こえてきた。

「リゼット様！」

　男が向きを少し変えたので、リゼットもそちらを少し見ることができた。十数名の衛兵達とナディアとテオがいた。状況はわからないが、恐らくスパイを見つけて捕らえようとしたところで発砲されて、逃げられたのだろう。

　それで、私が逃げていたスパイに捕らえられて……。

　テオは腕を押さえていて、そこから血が流れていた。

「テオ……もしかして撃たれたの？」

　リゼットはそちらを向こうとしたが、更にぐいと銃を突きつけられる。

「動くなって言っただろう？　ちょうどいい。皇妃様がまさかこんな格好で現れるとはな」

　アンドレアスは蒼白な顔になって、一歩踏み出した。

「彼女を放せ」

「では、仲間を解放してもらおうか」

　アンドレアスは衛兵達に指示を出す。

「言われたとおりにしろ」

　衛兵達は後ろのほうから、捕らえられた掃除婦の格好をした女を突き出し、解放した。

　やっぱりスパイの一人は掃除婦のふりをしていたのね！

　そして、リゼットを捕らえている男は下働きの格好をしていたが、恐らくテオのように状況に応じて姿を変えていたのではないだろうか。

　女は男のそばに近づいた。男はリゼットを半ば引きずるようにして動かし、前方のアンドレアスを威嚇した。

「向こうへ行け。俺達に近づくな」

「頼む。無事に逃がしてやるから、彼女だけは助けてくれ」

「馬二頭、用意させろ。だが、この女も連れていく」

「それは許さない！」

「許すかどうかなんて関係ない。言うことを聞かないと、この女の頭を吹き飛ばす」

　銃身をこめかみにぐりぐりと押しつけてくるので、痛くてたまらない。

　このままこの男達に連れていかれるわけにはいかない。かといって、ここで死にたくはない。だが、あまりにも痛くて、助かる方法を考えつかなかった。

「では、交換条件だ。彼女の代わりに私を連れていけ」

　後ろに控えている衛兵達がどよめきを発した。

「……何を言ってるの？　アンドレアス！」

「私は何も武器を持っていない。丸腰だ。ほら」

　彼は上着を脱ぎ捨てた。白いシャツが眩しく見える。

「皇帝以上の人質はいないはずだ。おまえの国の王はさぞかし喜ぶだろう。ここで失敗したことも許してくれ、褒美ももらえる。どうだ？　なんなら、私の腕を縛ったっていい」

　アンドレアスは両手を上げて、スパイとリゼットに近づいてくる。

　本気なの……？

　皇帝が人質になっていいわけがないじゃないの！

　みなからすれば、皇妃なんて替えが利く存在でしかない。もちろんリゼットは一人しかいないが、この帝国にとっては皇帝が一番大事で、皇妃は二の次だ。

　もしアンドレアスがここで命を落としたら、リゼットにはなんの価値もない。人質にもならないのだ。総攻撃されることだろう。もちろんリゼットは死ぬかもしれないが、そんなことは関係ないのだ。

「ダメよ……アンドレアス。馬鹿なことを言わないで……」

　リゼットの目からは涙が溢れ出てきた。

　彼の愛情があまりにも深くて……。

　どんなものよりリゼットが大事だって、彼の瞳がそう言っているの。

　彼の愛を確信した今だからこそ、リゼットは絶対にこの危機から脱すると誓った。自分も犠牲にはならないし、彼を連れていかせたりしない。まして、彼の命を奪わせたりしない。

　髪の毛一本だって傷つけたら承知しないから！

　女スパイは調子に乗って、衛兵達に縄を寄越せと言っている。それでアンドレアスを縛るつもりなのだ。

「冗談じゃないわよ！　私のほうが人質に最適よ。ほら、こんなに小柄だし。アンドレアスは身体が大きすぎるわ。引きずって連れていくことを考えてよ」

　アンドレアスは顔をしかめた。

「リゼット、少し黙っていろ」

「王様がご褒美くれるかもなんて欲をかかないことね。あなた達はここから逃げられればそれでよしとしなきゃ。失敗したスパイには死あるのみ。きっと逆スパイだって疑いをかけられて、拷問されるのがオチよ。だいたいよく考えてみてよ。『皇帝を捕らえてきました』って言われて、信じる王様がいると思ってるの？　偽者だって思われるわ。あなた達、国に帰ったらどんな目に遭わせられることか……。それを考えたら、私を人質にして、さっさと国境を越えたらどうなのよ？」

「うるさい！　おまえ、その口を閉じておかないと……」

「閉じておかないと、どうするの？　私の頭を吹き飛ばす？　まあまあ、それじゃ、あなた達、逃げるどころか捕らえられて極刑よ。ねえ、あなたの故郷はどんなところなの？　ご両親は？　ご兄弟は？　奥さんとかいるの？」

「……スパイになる人間には親も子もいない。故郷なんか……！」

「だったら、国を捨てればいいわ。よその国に逃げちゃえばどうかしら。私も国境までならお付き合いするわよ。乗りかかった船ですものね。さあ、アンドレアス、馬車と馬を用意しちゃって」

「馬車はいらない。馬二頭で……」

「私が馬車で帰るのよ。あなたは国境を越えるまで、ずーっと私に銃を突きつけてればいいわ」

　女スパイは縄を手にしたものの、どうすればいいのか迷っていた。

「ねえ、この女を縛ったほうがよくない？」

「それより、この女の口を塞げ」

　女スパイはかぶっていたスカーフを手に取り、こちらに近づいてきた。スカーフをねじって、リゼットの口元に巻こうとする。そのとき、銃を突きつける力が弱くなった。

　その一瞬を狙って、リゼットは思いっきり拳を男の顎に突き上げる。

　男は仰のけ反ぞって倒れ、すぐさま衛兵が飛びかかってきた。女は捕らえられ、男はすでに気を失っていた。リゼットは拳をつくった手をちょっと振ってみる。

「あらやだ。手が痛いわ」

「この馬鹿！」

　リゼットはアンドレアスの腕の中にぐいと抱き寄せられた。

「もう……いい加減にしてくれ！　私の寿命をどれだけ短くしたら気が済むんだ！」

　リゼットはアンドレアスの身体に腕を回して、ギュッと抱き締める。

「あなたが同じ目に遭ったら、私の寿命だって短くなっちゃうわ」

「リゼット……！」

　顔を上げると、彼の目から涙が流れているのが見えた。

　愛しさが胸に溢れてくる。

　私の最高の旦那様。

「愛してるわ！」

　リゼットは彼の頬に手を添える。すると、ゆっくりと唇が重なっていった。

　スパイは捕らえられて、投獄された。

　アンドレアスは事後処理に追われていたが、その間、リゼットは自分の部屋でゆっくり湯浴みをして、一番気に入っているドレスを着た。

　祖父の屋敷には連絡が行き、リゼットの側近は荷物を持って宮殿に引き返してきた。今、ナディアは自分の部屋で休んでいて、テオは医者に治療してもらっている。本人が言うには、銃弾がかすっただけで、出血量ほど傷はひどくないらしいが、治療は絶対必要だ。

　しばらくして、ナディアが部屋にやってきた。

「もっと休んでいてもいいのに」

「私、まだ興奮していて、全然休めないんです！」

「実は私もなの。それに、例のスパイがどうして見つかったのか、聞いてないし」

「そのことですね。テオが気がついたんです。つまり……」

　そのとき扉が叩かれた。

「はい、どなたかしら」

「俺だよ」

　テオが入ってきたので、リゼットとナディアは彼を迎えた。

「怪我は大丈夫？」

「少し痛むが、いい薬を塗ってもらったから平気だ。俺より、リゼット様のほうが心配で……。なんともなかったのか？」

「ええ。殴ったときは痛かったけど、今はなんともないわ」

「いや、拳の話じゃなくて……。乱暴に振り回されていたからさ」

「ああ……。全然平気！　それより、スパイが見つかったときの話をしてもらっているところだったのよ」

「あれか。あれはまあ偶然というか……」

　テーブルを囲んで座り、テオは話し始めた。

「ナディアが公爵夫人専用のサロンの掃除をすると言いだしたんだ。あそこに何か秘密が隠されているかもしれないと。だから、俺はナディアに危険が迫ったらすぐに飛び込めるように隠れようとした。ところが、その同じ場所にすでに隠れていた男がいたんだ」

「じゃあ、女スパイもサロンにいたってこと？」

「そうだ。俺は慌てて言い訳をしようとしたが、咄とっ嗟さだったから上手く言い訳ができなかった。それで、居直って『おまえはどうしてここに隠れているんだ？』と訊いた。そうしたら、ナイフで刺そうとするから取っ組み合いになって……。そこに、衛兵がやってきたから『こいつがスパイだ！』と叫んだ。サロンから女スパイが飛び出してきたと思うと、ナディアがそれを追いかけてきた。女は挟み撃ちで捕まり、男のほうは逃げ出したから、俺も衛兵と共に追いかけた。すると、発砲されたんだ」

　リゼットはあのときの音のことを思い出した。

「誰かが逃げたり追いかけたりしている音が聞こえてきた後、銃声が聞こえて、ナディアがテオを呼ぶ声が聞こえてきたの。あのとき、私はちょうどアンドレアスに見つかって、どこかの部屋に閉じ込められそうになっていたけど、テオが怪我したかもしれないと思って、銃声の聞こえたほうに向かったら……」

「スパイに捕まったわけか。もう、一時はどうなることかと思った！」

　ナディアは少しためらいながら口を開いた。

「私が悲鳴を上げたり、テオの名を呼んだりしなければ……」

「いいのよ。もう上手くいったんだから。それより、公爵夫人とスパイはやっぱり共謀していたの？　でも、ゲオルグのことは？」

「それはまだわからない。後で陛下に聞いて、俺達に教えてくれ」

　テオの言葉に、リゼットは頷いた。

「それにしても、私達、ちょっとすごいじゃない？　これからなんだってできそうよ。スパイの真似事も掃除婦も使い走りもいろいろやって……」

　テオは少し笑って、溜息をついた。

「俺達は陛下にたぶん注意を受けることになる」

「えっ、そんなこと、私が許さないわ！」

「陛下は俺達がリゼット様を守ると思って託したのに、危険に晒すような真似をしたから。……リゼット様、陛下に心から愛されているんだということを、心に留めておいてほしい。陛下が俺達を叱るのは、リゼット様を愛しているからだ」

　テオに諭されて、リゼットは少し涙ぐみそうになった。

「うん……。わかっているわ。彼がとても愛してくれてるってことは」

　彼は自分の命も差し出そうとしていたのだ。そんなことは、誰にでもできることではない。

「それにしても、リゼット様の評判は今すごいことになっているぞ」

「どういうこと？　あ、私が男の子の格好で、宮殿に忍び込んで使い走りなんかやっていたから？」

「それもあるが、スパイをやっつけた方法にみんなが驚いている。人質になりながら、しゃべり倒して、猿ぐつわを噛まされそうになった隙に、一発で男を殴り倒したなんて……」

「え、もう噂になってるの？」

「そりゃあ、すごい勢いで。衛兵達は元々、リゼット様を慕っていたが、あれを見たらみんなにしゃべりまくりたくなるさ。陛下がリゼット様の身代わりになろうとしたことも、もうみんなが知っていて、女官達の間でも大盛り上がりだ」

　どうやら悪い意味での噂ではなかったようだ。おてんばな皇妃はどうかと思うが、受け入れられているならよかった。リゼットはほっと胸を撫で下ろした。

「じゃあ女官達も……？」

「女はロマンスが好きだからな」

　元々、公爵夫人が権力を持っていたせいで、リゼットに味方できなかっただけなら、これで宮殿の中も変わっていくかもしれない。

「ともかく、これで一件落着となればいいですね」

　ナディアが少し不安を滲にじませながら呟いた。

「そうね。でも、今から何があろうと、ひとつずつ解決していけばいいんだと思うわ」

　ナディアの恋の行方がどうなっているのか知りたかったが、やはりリゼットが口を出すことではないのだろう。

　本音ではものすごく知りたいけど。

　ナディアが話してくれるまで我慢だわ。

　リゼットも『アロイス』のことをずっと黙っていたのだから、同じことなのだ。

　テオがあくびをしだしたので、ここで三人の集まりは解散することになった。




　しばらくして、扉の開く音にリゼットははっと目が覚めた。

　いつの間にか肘掛け椅子にもたれて寝入っていたらしい。

「真っ暗じゃないか。どうして明かりをつけてないんだ？」

　アンドレアスが入ってきて、燭台に火をともしてくれた。すると、たちまち明るくなり、アンドレアスの顔が見える。

　彼はとても疲れているようだった。

「大丈夫？」

「私こそ訊きたい。君の身体はどこにも異常がないか？」

「ええ、私は元気よ！　手だってもう痛くないわ！」

　リゼットがスパイを倒した手を見せると、彼は心配そうな顔でやってきて、その手を取った。そして、少し赤くなっている指にゆっくりとキスをする。

「君があそこで撃たれていたら、私も死ぬ覚悟だった」

「アンドレアス……」

「いや、皇帝としての義務があるから生きながらえていただろう。だが、心は確実に死んでいた」

　リゼットは急に鼻の奥がツンとして、涙が出てきた。

「ごめんなさい……。私、あなたにそんな思いをさせるつもりではなかったの」

「だいたい、どうして戻ってきたんだ？　アマーナリアに帰るように言ったのに」

　彼はそのために公爵夫人やゲオルグのほうが大事だとまで言ったのだ。

「あなたにとって、私が一番大事だって思ってたわ。私だって、あなたが一番大事。あなたの身に危険があるかもしれないと思ったら、じっとしていられなかったの」

「一体、どうやって忍び込んできたんだ？」

　リゼットは門番と仲良しだったことや秘密の通路の話をした。

　アンドレアスは呆れながらも言った。

「……テオは情報収集が上手すぎる。君への忠誠心は立派だが、護衛にしておくにはもったいない」

「私もそう思っているわ。もう天才的よね！」

「だが、君の言うことを聞きすぎだ。護衛なら君を危険に晒すことがあってはならないんだ」

「結局、テオはやりかけたことをやってしまいたかったんだと思うわ。途中まで謎を解いたのに、遠ざけられてしまったから。私やナディアもそうだわ」

「君達はまったく……。やっぱりテオには彼の能力にふさわしい仕事をしてもらおう。そのほうが私の気が休まる」

「ふさわしい仕事って……どんな仕事？　これ以上、危険なことはさせたくないわ！」

「心配するな。政治の分野で、情報収集や分析をしてもらいたい。将来は私の側近にする。ネスケルが後継者ができたと喜ぶだろう」

「まあ……いつか宰相になるかもしれないってこと？　すごいわ！」

　別の者が護衛になるのは少し淋しいが、テオのためにはそのほうがいい。彼の能力を発揮できる仕事に力を注いでもらいたかった。

「それで、私、公爵夫人とスパイの関係を知りたいんだけど。どうしてもわからなかったの。彼らは結託していたの？」

　アンドレアスは溜息をついた。

「知らないと落ち着かないんだろうな」

「もちろんよ」

　アンドレアスはリゼットの手を取り、立ち上がらせると、二人並んで長椅子に腰かけた。

　うん。こっちのほうがいいわ。

　リゼットは彼に甘えるようにもたれかかった。彼の温もりがとても心地いい。

「結論から言うと、奴らは結託していた。公爵夫人とゲオルグは島流しにされることになった」

「まあ……」

　リゼットなら島暮らしも面白いと思うところだが、公爵夫人もゲオルグも違うだろう。今頃、命を絶たれたような気分になっているかもしれない。

「公爵夫人は権力を失いたくなかったし、息子を皇帝にしたかった。彼女の中では、皇帝は結婚したり跡継ぎをつくったりしてはいけなかったんだ。だが、花嫁が公募され、試験が行われ、邪魔しようとしたのに君が選ばれ、結婚してしまった。だから、スパイを使って、婚礼の日に隣国が侵攻するように図った。向こうの軍にだらだらと国境付近に居座られたせいで、私は足止めされ、結婚生活を送れなくなっていた」

「そんな企みがあったとは思わなかったわ……」

「最初は私もわからなかったが、向こうが本気でないような気がしたから、おかしいと思った。自分が足止めされていることに気づくと、さっさとけりをつけて、宮殿に帰った。すると、ナディアが毒で倒れた……」

　リゼットはあのときのことを思い出すとぞっとして、身を震わせた。すると、アンドレアスの手がリゼットの肩を抱き寄せた。

「ワインを勧めたゲオルグが犯人というのは出来すぎだ。確かに公爵夫人とゲオルグには犯行に及ぶ動機がある。しかし、調べてみると、どうやらゲオルグ自身が狙われていた可能性が高い。公爵夫人が自分の息子を狙うはずがない。だから、隣国のスパイがいると感じた。公爵夫人とスパイが手を結んでいるかどうかは、なかなかわからなかった」

「私達もスパイがいると推理したんだけど、やっぱり公爵夫人と関わりがあるかどうかがわからなかったの。でも、公爵夫人はとても怪しかったから。それで、スパイがワインをゲオルグに勧めたのはなぜなの？」

「公爵夫人にはまだ甘いところがあったんだと思う。彼女にとって、私は憎くても甥だし、政治やら何やら面倒くさいことをちゃんとやってくれる便利な存在だ。だから、本気で排除したくはなかった」

「排除するのは妃だけでいいものね。ゲオルグ自身はスパイと関わってなかったの？」

「あんな間抜けと組むスパイがいるものか。まあ、スパイは公爵夫人にもっと非情になってもらって、上手くこの国を内側から崩壊させようとしていたんだろう。ゲオルグを殺害して、それは皇帝の企みだと耳打ちすればいい。実際は誰も死なずに済んだが、ゲオルグが疑われ、軟禁された。取り調べの辱めも受けた。それがすべて皇帝の企みだと言われたら、公爵夫人は憎しみを募らせ、皇帝を排除しようと思うだろう」

「つまり、相手の思うツボというわけね」

「私は公爵夫人が宮殿の中を取り仕切っていることを当たり前のように思っていた。というより、そんな雑事まで手が回らない。彼女がここで女帝のように振る舞うことを許してしまった。結果、彼女は大変な権力を手に入れていた。恐ろしいことだよ。たかが雑事。されど雑事」

「怖いわね……。私達が何も気づかなかったら、彼女の思うとおりになっていたのかしら」

　アンドレアスはクスッと笑った。

「そうはならなかっただろう。君はここへ来て、地道にたくさんの人と触れ合った。料理人や下働きの者達、衛兵。とにかく女官への権力以外は君が握るようになっていたんだ。表面的にはわからなかったから、公爵夫人も気づいてなかっただろう」

「私がそんな権力を持っていたなんて、自分では気づかなかったわ！」

「そうだろう！　君はそんな人だ！」

　アンドレアスは笑いだすと、リゼットの肩を揺すった。

「本当に私は君を花嫁に選んでよかった！」

「本当にそう思う？　こんなおてんば妃でも大丈夫？」

「ああ。君がどんなおかしなことをしでかしたとしても、愛しているよ」

　リゼットは彼の言葉に胸の奥が温かくなってきた。

　どんな私でも愛してくれている……。

　リゼットは顔を上げて、彼のほうに向き直った。

「私もよ。私もどんなあなたでも……頑固で冷たいことをたまに言うけど、そんなあなたでも愛しているわ！」

「リゼット……」

　彼の瞳が優しく見つめてくれている。

　誰よりも誰よりも愛しい人。

　アンドレアス……。

　私の旦那様。

　そっと目を閉じると、温かな唇がリゼットの唇に重なった。




　半年後、ヴァンダーン帝国は隣国と平和条約を結び、両国に平和が訪れた。
















エピローグ













　五年の年月が過ぎた。

　リゼットは皇太子エアハルトと皇女シャルロッテを産み、皇妃として揺るぎない地位を築いていた。

　今日はアマーナリアから来た新婚の王太子エーリクとその妃フローラの歓迎の行事が行われている。彼らは新婚旅行の途中でこの宮殿に寄ってくれたのだ。

　アマーナリアはリゼットの結婚によって得た援助金の他に、何かとアンドレアスが気を配ってくれたおかげで、荒れていた湿地帯を整備したり、土地を改良したりすることで多様な作物を収穫できるようになった。

　豊かな国とまではいかなくとも、以前ほど貧しい国ではなくなり、王族の人間が身売り同然に裕福な相手と結婚しなくてもよくなった。

　エーリクも幼なじみのフローラと結婚できて、リゼットに感謝してくれているらしい。もちろんアンドレアスにもだ。

　まず馬車から降りてきたエーリクとフローラに、エアハルトとシャルロッテが抱え持っていた花束を渡した。この二人の子供は宮殿の人気者で、みんなから愛されている。リゼットの自慢の子供達でもあった。

「あの子達、日に日に君に似てくるな」

　エーリクと握手をするエアハルト、フローラに褒められて頬を染めるシャルロッテを見ながら、アンドレアスはそう囁いた。

「えっ、そうかしら。二人とも、あなたにそっくりじゃないの」

　少なくともリゼットにはそう見える。どちらも黒髪に青い瞳をしているからだ。

　リゼットはアンドレアスと共に、新婚の二人に近づき、歓迎の言葉を伝えた。二人とも幸せそうな笑顔で、リゼットも嬉しくなってくる。フローラのことはリゼットも幼い頃から知っていて、妹のように可愛がっていたので、この二人が結婚してくれたこと自体が嬉しくてたまらない。

　二人の結婚式は、改修されたアマーナリアの城で先日行われたばかりだ。一家で招待されていたため、エアハルトとシャルロッテはリゼットの弟や妹達に遊んでもらい、楽しい時間を過ごしたのだ。

　シャルロッテは花嫁衣装を着たフローラを見て、自分も早く結婚するのだと言いだし、アンドレアスを慌てさせていた。シャルロッテが結婚するのは、あと十年以上先のことだと思うのだが、子煩悩なアンドレアスは今からシャルロッテを嫁がせたくないなどと言っている。

「旅で疲れているでしょう？　お部屋に案内するから少しゆっくりしていて。また後で会いましょう」

　歓迎の晩餐会は夜に行われる。これは正式なものなので、子供達は出席できない。エアハルトとシャルロッテはそれを知っているので、少し不満そうにしている。二人ともエーリクとフローラが好きだからだ。

　新婚の二人が部屋へと案内されていき、エアハルトはアンドレアスの手を引っ張った。

「ねえ、お父さま。ボク、アレが上手にできるようになったんだ」

「そうか。すごいな！」

「がんばったんだよ！　見に来てよ」

　リゼットにはその『アレ』がなんなのかわからない。男二人だけで通じる会話なんてちょっと許せない。リゼットは抱っこをせがむシャルロッテを抱き上げながら尋ねた。

「なんの話をしているの？」

　エアハルトが肩をすくめる。

「女にはカンケーない話さ」

　エアハルトみたいな小さな子供が言うと、生意気というよりは可愛らしく聞こえる。

「いや、そうでもないぞ。その辺の男より上手な女性もいる。特にお母様はすごいぞ」

「ホントに？　お母さまが？」

　なんの話かわからないが、エアハルトが疑わしげな眼差しでリゼットを見上げてくる。

「だから、なんの話なの？」

　少しくらい教えてくれてもいいじゃない。せめてヒントだけでも。

　リゼットが腹立たしげにアンドレアスを見ると、彼は苦笑して、指差した。

「あっちの裏庭にある。行ってみるかい？」

「もちろん行くわよ！」

　アンドレアスとの間に秘密はないと思っていたが、そうではなかったらしい。エアハルトが絡んでいるのだから、深刻な秘密ではないのはわかっている。それでもやはり、アンドレアスが知っていることはリゼットも全部知っておきたかったのだ。

　裏庭には、衛兵達がよく的当てゲームで遊んでいる場所があった。板が並べてあり、的もいくつもある。衛兵の間でこの遊びが流行っていた時期があったが、彼らの中にはまだこれを続けている者達がいた。

「懐かしいわねえ」

「お母さま、ホントに知ってるの？　やったことあるの？」

　リゼットは『アレ』がなんなのか、やっとわかった。アンドレアスはエアハルトに的当てゲームを教えていたのだ。

「もちろんよ。すごく上手なんだから。エアハルトより上手だと思うけどなあ」

　わざと挑発すると、エアハルトはムキになってきた。

「ウソでしょ？　ボクのほうがぜったい上手いよ！」

「勝負する？」

「ウン」

　リゼットがシャルロッテを下ろすと、アンドレアスが近くの小屋から弓矢を持ってきた。エアハルトのはかなり小さな弓矢だ。子供用にわざわざ作らせたようだ。

「エアハルトはここの線から。大人はここからだ」

　もちろん同じ条件では勝負できない。リゼットは頷いた。

　アンドレアスはシャルロッテを抱き上げ、その可愛らしい耳に甘い声で囁く。

「お姫様はここから見るんだ。すごく危ないし、怪我でもしたら大変だからね」

「ウン。わかったわ、お父さま」

　まずエアハルトから矢を射る。ちゃんと的に当たっているのを見て、思わず拍手をしてしまった。

「すごいじゃないの！」

　褒められて、エアハルトは有頂天になっている。胸を張っていて、その仕草が可愛らしい。

　リゼットは自分にと渡された弓矢を手に取る。

「久しぶりだわ！」

　不意に懐かしさが込み上げてくる。花嫁試験の最終日、リゼットはこの弓矢の腕前をたくさんの人の前で披露したのだ。

　アンドレアスと目が合う。

　彼もまたあのときのことを思い出しているようだ。

　純粋な乙女だったあの頃のことも……。

　夜ごと、彼と会っていたことも。

　リゼットは決められた場所に立ち、矢をつがえ、弓を構える。狙いを定めて、矢を放った。

　的の真ん中に当たった矢を見て、エアハルトは一瞬声を失った。

「……すごい」

「さあ、次はあなたの番よ。頑張って。あなたならできるから」

「も、もちろんさ！」

　エアハルトは負けず嫌いなのだ。どんなゲームでも勝つまでやる。リゼットは乳母や子守りに、ゲームでわざと負けてやるなんてことはしないように言っている。

　なんでも言うことを聞いてくれる大人達の中にいるからこそ、自分の思うとおりにならないことがあると知ってほしいのだ。

　その後、何度か交互に矢を射たが、リゼットの圧勝だった。

「まだ腕は衰えていないようだな。さすがだ」

「お母さま、すごーい」

　アンドレアスとシャルロッテの賞賛を得て、リゼットは顔をほころばせた。

「ありがとう」

　リゼットはシャルロッテの頬にキスをすると、悔しがっているエアハルトの前に屈み込んで、同じようにキスをする。だが、彼の顔に笑みはなかった。半ばふてくされた表情をしている。

「どうやったら、そんなに上手くなれるの？」

「何度も何度も練習したらなれるわよ。お母様はエーリク叔父様より上手なんだから」

「お父さまよりも？」

　リゼットはアンドレアスを見上げて、にっこり笑う。

「いいえ。……お父様は私に負けたくなくて、それはそれはたくさん練習したのよ。そうしたら……」

「そうしたら……？」

「私と同じくらい上手になったの」

　エアハルトはぱっと明るく笑った。

「じゃあ、ボクもがんばる！」

「偉いわね。その調子よ」

　リゼットとアンドレアスが笑っていると、シャルロッテが急に言った。

「あたしもやる！」

「シャルロッテにはまだ早いわよ」

　何しろ彼女はまだ三歳にもなってない。

「やるの！　あたしもうまくなるもん」

　頑固な性格はどっち譲りなのだろうか。シャルロッテは矢を射てみるまで、納得しなかった。実際にやってみて、自分にはまだ全然できないのだとわかると、悔しそうな顔をする。

「三さいになったら、またする！」

　その宣言に、アンドレアスは呆れていた。

「ほら、どっちも君にそっくりだろう？」

「違うわ。あなたにもそっくりなのよ！」

　結局、家族全員が頑固なのだ。

　けれども、全員が互いをとても愛している。エアハルトとシャルロッテは時々、喧嘩もするけれど、とても仲がいい。

　私とアンドレアスも……。

　彼の瞳が柔らかく微笑みかけてくる。きっと考えていることは同じなのだ。

　昔――彼は言った。

　温かく穏やかな家庭が欲しいと。

　子供は乳母に任せきりにはしたくないと。

　ねえ。望んだとおりでしょう？

「私は君を花嫁に選んで、本当に幸せになれた。感謝しているよ」

「私も……。選んでもらえてよかった！」

　そうでなかったら、こんなに幸せには絶対なれなかった。

　リゼットはアンドレアスと微笑みを交わし、素早くキスも交わした。

　これからの皇帝も花嫁を公募すべきなのかもしれない。

　リゼットはひそかにそう思った。




【Ｆｉｎ】
















番外編　ナディアの恋













　ナディアはアマーナリア王国の第一王女リゼット姫の侍女として働いていた。もうずっと前から。

　十二歳の誕生日を迎えたとき、同い年のリゼットから直々に侍女になってほしいと言われたのだ。そして、十八歳の今もリゼットの傍らにいつも控えている。

　しかし、本人はただの侍女のつもりはない。『侍女』兼『腹心の部下』であると思っていた。

　なぜなら、リゼットはただの王女ではないから。

　というより、只者ではない、のほうが正しいかもしれない。

　アマーナリア王国は大帝国ヴァンダーンの片隅にひっそりとある弱小国だが、リゼットはなんといっても王女なのだ。それなのに、少年の格好で農作業の手伝いに出かけていくなんて、常軌を逸していると言ってもいい。

　だが、ナディアはリゼットのそんなところが大好きなのだ。そして、できる限り、彼女の手伝いをしたいと思っている。

　そう。できれば……ずっと。

　ナディアは一応、アマーナリアの貴族の娘である。だからこそ、リゼットの遊び相手として幼い頃から城に出入りしてきた。それは貴族の子息であるテオも同じだった。年の近い三人は共に、成長してきたのだ。いわば幼なじみのようなものである。

　長い付き合いなので、当然喧嘩をしたこともある。リゼットの母である王妃は寛大な人で、喧嘩しても大目に見てくれた。本来なら、王女に盾つくなんて許されないところだが、日常の些細なことでごく普通に喧嘩をし、その都度仲直りをしてきたのだ。

　そういった間柄だからこそ、リゼットは自分の一番近くにいる侍女に、ナディアを選んだ。ナディアもリゼットが一番好きだから、彼女の世話を焼くことが苦にならなかったのだ。

　テオがリゼットの護衛になったのも自然なことで、どんなときでも彼女を守ってきた。

　そして、時は流れ……。

　十八歳になったリゼットはとても美しい娘に成長した。本人はあまり気にしていないようだが、髪の色はまさしく黄金色で、緑の瞳は宝石みたいにキラキラしている。

　ナディアも、自分ではそれほど悪くない容姿だと思う。赤みがかった茶色の髪は艶があるし、青い瞳は目が覚めるような色ではなかったが、なかなか思慮深く見える。だいたいにおいて、自分の容姿に満足していた。

　とびっきりの美人ではないにしろ、悪くはないってことは重要よ。

　リゼットはいつか結婚するだろう。ナディアはリゼットの嫁ぎ先にもついていくつもりだった。恐らくリゼットの結婚相手はアマーナリアではなく、他の国の男性だろう。ナディアはアマーナリアが好きではあったが、この国では親の決めた相手を押しつけられる。そんな結婚をするくらいなら、リゼットと共に別の国へ行きたい。

　そうすればそこで、私は誰かと恋ができるかもしれない……。

　もっとも恋がどんなものなのか、よくわからない。本で読むくらいで実体験はないから無理もない。しかし、恋はともかく、一応、気に入った男性と結婚したいという気持ちはある。

　親が決めた人ではなく、自分が決めた人と生涯を共にしたいのだ。

　今のところはまだ、そんな男性とは出会っていないが、別の国へ行けば、きっと出会えると信じている。その恋が上手くいって結婚できるかどうかわからないけれど、試してみる価値はある。

　だが、そんなことで悩んでいるナディアはまだましだ。リゼットは王国の未来を背負って、裕福な男性と結婚しなければならないのだ。幸か不幸か、ナディアにはそこまでの期待が寄せられているわけではない。それなりの男性と結婚してくれればいいと思われているだけだ。

　もっとも、いつまでも結婚しないというわけにはいかないけれど。

　いつかはきっと……。

　結婚をして、子供を産む。

　でも、今はまだいい。

　今はリゼットの世話をすることに生き甲斐を感じていた。




　ヴァンダーン帝国の皇帝が何を考えたのか、花嫁を公募するという。

　リゼットはアマーナリア王国の未来のために、花嫁募集に応じることになり、帝都へと赴くことになった。

　ナディアはすぐにリゼットについていくことを表明した。

　もちろん彼女の侍女なのだから、ついていくのは当たり前だが、とにかく置いていかれたくなかった。

　帝都……！

　そう。そこは都会中の都会。

　何かときめくことが待っているかもしれない。

　ナディアはリゼットの世話をするという目的を忘れるつもりはなかったし、それが第一だとわかっているが、帝都への憧れに心をときめかせていた。

　逗留先は王妃の実家。つまりリゼットの祖父の屋敷であるという。そこに滞在して、宮殿に出向き、花嫁候補に名乗りをあげることになる。

　そんなわけで、帝都行きには王妃がついてくることになった。そうなると、王妃の侍女、女官達が優先になり、護衛も国王が直々に人選した。リゼットは気づいているのかどうかわからないが、彼女の本当の味方と言えるのはナディアしかいないのだ。

　ナディアは決意を新たにした。

　この際、花婿探しとか恋とかは封印しよう。それは後で考えればいいことであって、今回はひたすらリゼットのことを優先しよう、と。

　私が姫様をお守りするのだわ！

　むしろ、私しかいない。姫様のことを心から思ってお守りできるのは。

　そうして、リゼットと王妃を中心とした一行はアマーナリア王国を後にした。




　旅はなかなか大変だった。少なくとも、ナディアにとっては。

　何しろ王妃付きの女官や侍女のほうが優先的にいい部屋になり、ナディアは物置のような部屋に寝る羽目になったこともあった。

　しかも、宿屋というのが、あまり待遇がいいとは言えないところだった。

　冷遇される原因は、アマーナリア王国の知名度がなさすぎるということにある。そのわけのわからない国の王妃と王女が旅をしているというだけでも怪しいのに、特別待遇を要求しても受け入れられるわけがない。

　帝都に着いたとき、ナディアは心底ほっとした。

　王妃の実家である屋敷で、ゆっくりできると思っていたからだ。

　ところが現実はそう甘くなかった。

　王妃の実家はなんと落ちぶれていたのだ。そういう言い方は失礼かもしれないが、屋敷はお世辞にも綺麗とは言えない。手入れを怠っているとしか思えなかった。屋敷の主人は、孫のリゼットが幸福をもたらしてくれるものだと期待していたようだ。

　リゼットの祖父は彼女を見るなり、あからさまに落胆の色を浮かべた。

　恐らく身に着けていたドレスが流行からかなり遅れたものだったということが、一番の原因だろう。

　それは、すでに旅の途中で、一行の誰もが気がついていたことだった。誰もそれを口に出しては言わなかったが、周囲から厳しい視線を向けられ、気づかずにはいられなかったのだ。

　でも、姫様はとてもお綺麗なのに……。みんな見る目がないわ。

　ナディアは歯がゆくて仕方なかった。このままでは皇帝の目にも留まらないのではないかと不安でもあった。

　何しろ、リゼットの嫁ぎ先こそ、ナディアの次の人生を決めるものだからだ。

　できれば帝都で嫁いでほしい。そして、自分もここで結婚したいとナディアは思う。

　しかし、まずはリゼットのことが最優先だ。なんとかして、皇帝の花嫁になってもらいたいのだ。それはアマーナリアの国民のため、王家のため、リゼットのため……ついでに、やはりナディア自身のためだ。

　リゼットは王妃と王妃付きの女官と共に、花嫁に名乗りをあげるために宮殿に向かった。が、ここでも侮辱されたらしい。王妃は落ち込んでいたし、女官は腹を立てていた。リゼットはナディアにそのときのことを話して聞かせてくれたが、確かにそれは落ち込むだろうし、腹を立てるのも当然だ。

　アマーナリアの存在を知らないなんて！

　まったく……アマーナリアはヴァンダーン帝国の一部じゃないの。

　宿屋の主人などと違って、帝国の宮殿で働く者がそんな無知を晒してもいいのだろうか。

　下の者がそうなら、皇帝も似たり寄ったりではないかとナディアは思ってしまったが、実際どうなのだろう。いくら身分が高くても、間抜けな人間がリゼットのような才さい気き煥かん発ぱつな女性の夫になってほしくなかった。

　ともあれ花嫁候補は試験を受けることになり、今度はナディアがリゼットに同行することに決まった。リゼットは母親思いだから、これ以上、彼女が侮辱を受けないようにしたかったのだろう。

　ナディアは試験を見ることができる場合は、部屋の隅からでもしっかりと見守った。

　花嫁候補はたくさんいて、美しい女性、身分の高そうな女性、裕福そうな女性などいろいろいたが、はっきり言ってやはりリゼットが一番だった。

　洗練されたドレスを身に着けている女性達に比べてドレスこそ見劣りするけれど、リゼットの姿勢や歩き方、所作は、誰よりも断然美しかった。上品というのとはまた違う。子供の頃からおてんばだったリゼットは、身体の動かし方が上手いのだ。農作業で肉体労働をしているから、鍛えられている部分もあるのだろう。

　容姿が綺麗なだけの女性なら、この花嫁候補の中に何人もいた。けれども、リゼットのように立ち居振る舞いがしなやかで美しい者はいなかった。

　そして、心の中身まで美しい者も。

　子供をあやす試験では、リゼットはぐずっていた一番幼い子を抱き上げて、女官に文句を言っていた。審査をする女官の心証は最悪だったかもしれないが、ナディアは内心、拍手喝采していた。

　こういった試験の様子こそ、皇帝が見るべきものよ！

　あの女官達は何もわかっていないのだ。あれでリゼットが落とされたら、今度は自分が文句を言ってやろうとナディアは思っていた。

　試験内容によっては、付き添いは別室で待つように言われることもあった。

　リゼットは気づいていないようだったが、ナディアはこっそりついていって、扉や窓から覗いたりしていた。覗けないときは、近くで聞き耳を立てて待っていた。

　ただ、そういうときのナディアはただの不審者のように見えるのだ。

　一度、外から部屋の中が見えないかと窓のそばをうろついていたとき、後ろから声をかけられた。
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「君はさっきから何をしているんだ？」

　振り返ると、そこには軍服を着た男性がいた。

　黒髪で褐色の瞳をしている背の高い男性で、軍服が普通の衛兵のものとは違っていた。煌びやかで肩章がついている。宮殿の敷地内にいるのは、衛兵の他には近衛兵だけだ。

　年齢は三十前後だろうか。近衛兵は身分が高く、加えて容姿も美しい者が選ばれることが多い。彼はナディアが今まで見た誰よりも整った顔立ちをしていて、その威圧的な雰囲気から上に立つ人間だと思われた。

「答えないと、君を不審人物だと見なすことになるが」

　ナディアは自分が彼に見とれていたことに気づき、我に返った。

「私は皇帝陛下の花嫁候補の付き添いです。私の姫様がこの部屋の中で試験を受けているので、気になってしまって……」

「ああ、例の花嫁候補の試験か。陛下も酔狂なことをなさる」

　彼は笑ったものの、その言い方は少し批判的に聞こえた。

「私もそう思いますわ。陛下は少し変わった方なんでしょうか？　ご自分のお妃様をこのような形で選んでも平気な方なんですか？」

　彼は眉をひそめて、ナディアを見つめた。

「どうしてそんなことを訊く？」

「大事な姫様がこんなくだらない試験を受けねばならないのが、腹立たしくて。姫様は誰よりも美しくて聡明で、おまけに気立てもよくて体力もあるのに！　私、陛下が姫様に見合う方であればいいとは思ってますけど、どうなんでしょう？　花嫁を公募するなんて、やっぱり少しおかしな方なのかなと心配しているのですけど」

　思ったことをそのまま口にしたのだが、彼には呆れた顔をされた。

「なんと不敬な娘だ。謁見したこともない陛下の批判をするとは」

「お会いしたことがないから不安なんです。大事な姫様と結婚するかもしれない男性がどんな方なのか……」

「その姫様とやらが陛下の花嫁に選ばれるとは限らないだろう？」

　ナディアは肩をすくめた。

「あら、姫様以上の女性などいませんでしたわ」

「すごい忠誠心だな。君の名前はなんという？」

「ナディアです。アマーナリア王国の第一王女エリーゼティア様の侍女を務めております。それで、あなたは？」

　彼は名前を訊かれて、不意を突かれたような顔になった。が、すぐに笑いだした。

「不審人物に尋問しているはずだったが、なんだかどうでもよくなったな。私の名はユリウス。近衛隊の隊長だ」

「まあ、隊長！　そんなにお若いのに？」

　ユリウスはまた笑いだした。

「なんだか面白いな、君は」

　だが、ふと真顔に戻って付け足した。

「姫様とやらを気にかけるのはいいが、不審な行動を取るのはやめたほうがいい。スパイか何かと間違えられる」

　ということは、彼はナディアをもう疑ってはいないようだった。

「私のこと、信用してくださるんですか？」

「ああ。スパイは疑われたら、もっと殊勝なことを口にするものだ。陛下のことを批判するなんて、スパイとしてあり得ないだろう？」

「本当ですね！　あなた、頭がいいわ！」

　ナディアがそう言うと、彼はまた笑った。

「もういい。とにかくここでうろうろするのはやめて、控室に戻りなさい」

「はい……」

　ここで逆らっても仕方ない。ナディアは彼の言うとおりにすることにした。

「では、ここで」

「そうだな。縁があったらまた会おう、ナディア」

　ナディアは名前を呼ばれてドキッとした。

『縁があったらまた会おう』なんて、言われたのは初めてだった。

　もちろん、なんということもない言葉なのかもしれないが、ナディアの胸の中にまっすぐ飛び込んできた。

　胸がキュンと締めつけられるような気がしたのは、なぜ？

　ナディアは彼と別れて、控室に戻ったものの、胸の奥がまだドキドキしているようだった。

　私、一体どうなったの？

　ナディアは胸に手を当てて、考えてみた。
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　花嫁試験の最中、ナディアはあと一度だけユリウスの姿を見た。

　馬に乗っているところだった。

　その姿は隊長らしく、とても凛々しくて気高く見えた。

　でも、そう思っているのはナディアだけではないようだ。

　ナディアと同じように付き添いで来ている女官、もしくはこの宮殿で働く女性達にとっても憧れの的だった。

　残念。

　いや、彼のことは少し素敵だと思っているだけで、何か特別なことを考えているわけではない。たとえば、彼の花嫁になるとかなんとか……。

　そこまでのことを夢見ているわけではない。

　噂話をしている女性達から聞きかじった情報によると、ユリウスは伯爵なのだそうだ。しかも、亡き父親は将軍だったという。資産家で、街に大きな屋敷を持っていて、母親や弟達と暮らしているらしい。

　将来はもちろん将軍か、でなければ要職につくだろうと言われている。つまり、将来を嘱望されていて、貴族の令嬢と婚約間近なのだそうだ。

　きっとその令嬢は美しくて上品でたおやかな方なんでしょうね……。

　この帝都では、田舎育ちということで、王女のリゼットでさえ馬鹿にされるのだ。まして、貴族とは名ばかりの田舎貴族の末娘で、持参金なんてありはしないナディアなど、ユリウスにはまったく釣り合わない。

　そもそも釣り合うとかなんとか、そういったことを想像するだけで不遜だと言わざるを得ない。

　要するに、高嶺の花だ。

　男性に使う言葉ではない気もするが、それがナディアの偽らざる気持ちだった。

　いくら憧れても無駄。遠くから見ているだけで満足すべき観賞物みたいなものだ。

　とはいえ、彼の姿を見て、心がときめくのは確かだった。しかし、こんな不毛な感情を恋だとは呼びたくない。

　恋をするなら、その相手とは結婚したい。というより、結婚する相手としか恋に落ちたくない。そうでなくては、つらい思いをするだけだから。

　ナディアがそんなことをグダグダと考えているうちに、リゼットは花嫁試験を勝ち抜け、最終候補の中に入った。

　当然だと思いつつも、ナディアは誇らしい気分になった。

　その後、最終候補が大広間に集められたが、付き添いは中に入れない。またもや控室に案内された。

　気になって仕方がないナディアは、折を見てそっと出ていき、大広間へと向かった。

　中からはなぜだか楽団が演奏をしているのが聞こえてくる。一体、何が行われているのだろう。ナディアはどうしても知りたかった。

　扉はきっちり閉まっていて、衛兵が立っているから、中に入るどころか、覗き見ることもできない。それなら、窓から覗くしかないが、窓の位置が高くて、外から覗けないのは確認済みだ。ナディアはこっそり控室から椅子を引っ張り出して、外へと持っていった。窓のそばにそれを置き、靴を脱いで踏み台代わりに乗ってみた。

　なんだか足元が不安定でグラグラするわ。大丈夫かしら。

「また君か！」

　後ろから聞き覚えのある男性の声が聞こえてきて、はっとする。

　振り向こうとした途端、バランスを崩し、椅子から落ちそうになった。ナディアは小さな悲鳴を上げる。

「おっと。気をつけるんだ」

　次の瞬間、ナディアはユリウスの腕の中に倒れ込んでいた。

　頬がカッと熱くなる。だがそれも一瞬のことで、ナディアは椅子に座らされた。

「ご、ごめんなさい。あの、ありがとう……」

　自分がおてんばなことをするのはリゼットの影響かもしれない。だが、まさか椅子の上に乗っているところを彼に見られるなんて思いもしなかった。

「まったく君はろくなことを考えないな。そこまでして、何を盗み見ようとしていたんだ？」

「うちの姫様が最終候補に残って、これから皇帝陛下に選ばれると思うから、決定的な瞬間を見逃したくなかったんです」

　彼は呆れたように首を横に振った。

「『君の姫様』が選ばれると本当に確信しているんだな」

「もちろんですとも。絶対そうよ！　あなただって、姫様を見たら一番綺麗だって思うはずです！」

「私は陛下の花嫁候補には興味はないから。とにかく、そんなに見たいなら見せてやろう」

　彼は不意にナディアを抱き上げると、椅子の上に立たせ、後ろから身体を支えてくれた。ウエストに添えられた手が気になるが、これで安心して大広間の中を覗ける。

「まあ！　姫様が男性と踊っているわ。あれが皇帝陛下ね！　なんて優雅なの……」

　皇帝はなかなか素敵な容姿をしている。ユリウスほどではないが。リゼットとはお似合いで、二人は理想の恋人同士のようにも見えた。

　音楽がやんだが、二人は見つめ合っている。そのとき、初老の男性が進み出て、二人に何か言った。すると、皇帝がリゼットを抱き寄せ、何かを宣言するような仕草をした。

　一瞬、静かになったかと思うと、拍手が沸き起こった。

　どうやら、皇帝がリゼットを選んだようだった。

「素敵！　うちの姫様が花嫁に選ばれたわ！」

　ナディアはすっかり舞い上がって、振り返ってユリウスに抱きついてしまった。

「ありがとう！　あなたのおかげで姫様の素晴らしい瞬間を見ることができたわ！」

「それはよかった」

　彼の声が耳の近くで聞こえてきて、ナディアははっと我に返り彼から身体を離した。

「ごめんなさい！　私、つい嬉しくて……」

「いや、別にかまわない」

　本当だろうか。抱きついたりして、はしたないと思われたかもしれない。

　ナディアは椅子から下りて、靴を履いた。

「本当にありがとうございました！」

　顔を赤らめながら頭を下げる。

「君の国の姫様が花嫁になるなら、これからもまた君と顔を合わせる機会もあるのかもしれないな」

　彼は笑顔でそう言ってくれた。ナディアは彼とまた会うことを想像して、浮かれそうになったが、例の噂のことを思い出す。

　彼には婚約間近の令嬢がいるって……。

　だから、彼は大した意味では言っていないのだろう。ただ顔を合わせるとか、そういう意味だ。

　もちろん、これから何かロマンスが始まるわけでもない。

　そうよ。勘違いしちゃダメ。

　彼は私とは不釣り合いで、高嶺の花なんだから。

　帝国内で身分が高く、将来を嘱望されていて、おまけに多くの女性達の憧れの的なのだから、いくらでも縁談があることだろう。それに、彼はナディアを面白い娘だとしか思っていないはずだ。

　最初は不審者に間違われ、次には椅子に乗って窓から中を覗こうとしていたおてんばなところを見られてしまったのだから。

　でも、ユリウスを見ていると、胸がドキドキしてしまって……。

　もしかして、これが恋ってものなの？

　私が恋したところで、絶対報われないのに。

　ナディアは椅子の背もたれに手をかけた。

「わ、私……もう戻らないと！　姫様にお祝いを申し上げなくては！」

「椅子は私が片づけておくから、もう行くといい」

「ありがとうございます。……あの、本当に！」

　本音を言えば、彼と一緒にいたかった。けれども、そんなことはできない。これ以上、一緒にいたら、自分の気持ちが彼にばれてしまいそうだったからだ。

　私みたいな田舎娘に好かれるなんて、きっと迷惑に違いないわ。

　ナディアはまた頭を下げると、宮殿の中へとバタバタと走っていった。

　胸が苦しい……。やっぱり、これは恋なのかもしれない。

　ナディアは、そんなふうに喜びと同時に苦しみも感じていた。

　ナディアはリゼットが嫁ぐのなら、その嫁ぎ先についていくと、ずっと前から決めていた。

　リゼットが嫌だと言えば別だが、彼女がそんなことを言うはずがない。自分はリゼットの侍女だが、半分姉妹のようなもので、親友でもあり、腹心の部下でもあるのだ。そんなナディアの思いは伝わっていたようで、リゼットのほうから侍女としてついてきてほしいと頼まれた。

　だから、リゼットの嫁入り支度のために一度アマーナリアに戻ったときに、ナディアも身辺を整理した。親兄弟に挨拶をし、必要なもの以外はすべて人に譲り、持っていくものはすべて荷づくりをした。

　そして、再び帝都へ。




　いよいよ婚礼の日がやってきた。

　リゼットは今までで一番美しかった。豪華なドレスやベールのおかげだけでなく、全身から輝いていたのだ。

　結婚式が終わると、戴冠式がある。そして、少し時間を置いて祝いの宴が始まった。

　ナディアも同席していたが、主にリゼットのドレスやベールが長いから、その介助をするために控えていたようなものだった。リゼットはナディアにも、食べたり飲んだりして催しを楽しんでほしいと言ってくれたが、ナディアは彼女につきっきりだった。これが自分の仕事なのだ。

　ユリウスは宴の席にいた。招待客の中には酔って、大声で笑ったりしゃべったりしている者もいたが、ユリウスはそれほど酒を飲まずに、料理を口に運び、周りの人と談笑していただけだった。

　一度目が合ったような気がした。けれども、本当に気のせいなのだろう。

　今日はナディアも新しく誂えてもらった流行のドレスを身に着けてはいたが、なんといっても侍女だから、そんなに目立たないはずだ。

　夜は更けていき、リゼットは宴の途中で退席した。ナディアも付き添い、寝支度の手伝いをする。初夜の知識はなんとなくある。詳しいことは知らないが、何やら愛の儀式があるらしい。ナディアはそのために花の香りがほんのりとする香水をリゼットに吹きかけた。

　姫様に幸運が訪れますように。

　もう『姫様』とは呼べない。ナディアは少し寂しく思いながら、彼女の寝室を出た。

　ナディアはそのまま自分の部屋へ行こうとしたが、宴の席に忘れ物をしたことを思い出した。

　小さな手提げ袋だ。中身は、リゼットの髪を整えるための櫛やピン、ドレスのほつれなどを修繕するための簡易的な裁縫道具だ。

　あれは侍女として必要なものだ。取ってこなくてはならない。

　ナディアは宴に戻り、さっきまで座っていた席に置きっぱなしにしていた手提げ袋を持って、また出ていこうとした。

「そこの女、こっちに来て酒を注げ」

　横柄な声が聞こえてきた。だが、自分には関係ないと思っていた。何しろ自分は皇妃の侍女なのだ。酒を注ぐのは自分の役目ではない。

　だが、いきなり肩に手をかけられて驚いた。

「おい、おまえだ。こっちに来いよ」

　振り向くと、締まりのない顔をした若い男がいた。確か皇帝の従兄弟だ。名前はゲオルグといったか。リゼットをいやらしい目で見ていたのを覚えている。

「私は皇妃様の侍女です。これからまだ仕事がありますので」

　冷たく言い放って出ていこうとしたが、今度は腕を掴まれる。

「酒が嫌なら、いいことしようか。なあ、あっちに行こう」

　抵抗するナディアの腕を引っ張って、今度は違うところへ連れていこうとする。

　とんでもないわ！

　ナディアが大きな声を出そうとしたとき、誰かがゲオルグの手をねじ上げた。

「いたたたっ……何するんだ！」

「陛下の祝いの宴でお戯れがすぎますよ」

　ナディアを助けてくれたのはユリウスだった。ゲオルグは手を離されて、ぶつぶつ言いながら自分の席に戻っていった。

　ナディアは手提げ袋を胸に抱いてほっとする。

「助かりました。ありがとうございます」

　ユリウスは優しく微笑み、頷いた。

「まだ仕事が残っているのかい？」

「いえ、もう終わりました。忘れ物を取りに来ただけなんです」

「それなら……少し外を散歩するのに付き合ってくれないか？　酔いをさましたいんだ」

　彼と二人きりで夜の散歩……？

　なんだかドキドキしてくるが、彼にとってはナディアを誘うのに深い意味はないのだろう。だいたい彼は大して酔っていないように見える。ナディアがゲオルグのことで動揺していると思い、落ち着くまでそばにいてやろうという優しい心遣いかもしれない。

「ええ。少しだけなら」

　ナディアはユリウスと一緒に建物の外へ出た。

　少しひんやりとした空気が気持ちいい。月は明るく、星もたくさん出ていて、とても綺麗だ。こんな夜にユリウスと散歩ができるなんて最高だった。

　彼が婚約間近だとしても、並んで歩くくらい罪にはならないはずだ。

　ナディアは少し浮かれている自分に気がついた。

「静かな夜というわけにはいかないようだな」

　宴の騒ぎが宮殿の外にも聞こえてくる。だが、それだけでなく、兵舎のほうからも騒いでいる声がしていた。

「陛下の祝いということで、浮かれて酒を飲んでいるんだな。まあ、全員でなければいいが。もしここで敵に襲われでもしたら、大変なことになる」

「近衛隊長のお仕事は大変なんですね。お祝いの宴に出席していても、そんなことまで気を配らないといけないなんて」

　彼は明るく笑った。

「単なる軍人のサガだ」

「でも、国のためを考えてらっしゃるんですものね」

「私を無粋な男だと言う者もいる。もしくは融通の利かない石頭だと。宴の席でも大して酒も飲まず、いつも自分が率いる隊のことばかり考えて、早々に退散するからな」

「私は素晴らしいと思います！　真面目な人が馬鹿にされるのはおかしい。無粋だとか石頭だとか……みんなあなたに嫉妬してる。だって、あなたは完璧な理想の軍人だから。そうなれない人はあなたを疎ましく思って、悪口を言いたくなるんですよ」

　ナディアは自分の素直な気持ちを言葉にした。

　暗いからこそ、素直になれるような気がする。昼間の自分はここまで言えない。

「そんなふうに言ってもらえて嬉しいよ」

「あ、いえ……でも、私よく思うんですよね。真面目な人が世の中のいろんなものを支えているのに、どうして不真面目な人が真面目にやっている人を馬鹿にするのかしらって。みんなが不真面目だったら、社会はどうなると思っているのかしらね。不真面目な人こそ、真面目な人に感謝すべきなんじゃないでしょうか」

　ナディアはふと自分がどうでもいいことを妙に力説していることに気がついた。彼も呆れているだろう。普通の女性は月明かりの下、男性と二人で散歩しているときに、こんな会話はしないはずだ。

「すみません。私、くだらないことばかり言って」

「いや、君の考えを聞かせてもらってよかったよ。確かに私は不真面目な奴らからもっと感謝されてもいいはずだな」

　彼は不意にナディアの肩に手を回してきた。

　えっ……。

　なんだかドキドキしてくる。

　私達、まるで恋人同士みたいだわ。

　けれども、彼はそんな気はないはずだ。きっと月が出ていても暗いから、ナディアが転んだり躓いたりしないように気遣ってくれているだけなのだろう。

　そう、彼はとても優しくて真面目な人なのだから。

　彼は立ち止まると、ふとナディアのほうを向いた。

「ナディア……君は本当に綺麗だな……」

　ドキンと胸が高鳴る。

　綺麗と言われるなんて滅多にないことだ。

「き、今日は……新しいドレスだから……」

　それは大きな違いだ。流行遅れのドレスを身にまとうより、今のドレスのほうがいいに決まっている。ナディアはこれを着ると、自分がとても華奢でたおやかで上品になれたように思えた。

　もちろん気のせいだってわかっているけど。

「そのドレスは確かにいい。いつもと少し雰囲気が違う。だが、私はその中身の話をしているんだ」

　彼はナディアの肩に手を置いて、顔を覗き込んでくる。青い瞳が輝いていて、ナディアはうっとりとその目を見つめた。

「中身……って？」

「君自身だ。流行のドレスを着ていても着ていなくても関係ない。いつも生き生きとしていて綺麗だと思うんだ」

　そう言いながら、彼は柔らかな笑みを見せてくれる。

　ナディアの胸は高鳴り、頬は熱くなってきた。

　彼にこんなふうに褒めてもらえるなんて夢みたい……。

　二人は目を見つめ合う。

「ナディア……」

　ユリウスはナディアの背中にそっと手を回すと、もう片方の手を頬に当てる。そして、ゆっくりと顔を近づけてきた。

　柔らかな唇が静かに重なる。

　その瞬間、自分の身に何が起こっているのかわからなかった。

　ナディアは信じられなかった。自分が憧れのユリウスに口づけされているということが。

　胸の鼓動が速くなる。

　ああ、もうこのまま溶けてしまそう……。

　この瞬間、死んでもいいと思えるくらい幸せだった。

　でも、確か彼には婚約間近の令嬢がいるんじゃなかったの？

　それなのに、彼は私に綺麗だと言い、キスをしている。

　ダメよ。こんなことは許されないわ！

　ナディアは彼をぐいと押しやった。

「あ、あなたがそんな人だったなんて！」

「ナディア……！　私は別に……」

「あなたは婚約間近だって聞いたわ！　ちゃんと素敵な令嬢が待っているんだって。それなのに……！」

　ナディアは泣きそうになり、ぱっと身を翻すと、宮殿のほうへと駆けだした。

「待ってくれ！　ナディア、誤解だ！」

　彼がそう叫ぶのが聞こえたが、ナディアは足を止めなかった。止めてしまったら、彼の言い訳を聞く羽目になる。

　真面目な人だと思ったのに……。

　もう、これ以上、幻滅させないで！

　ナディアは宮殿の中に入り、一目散に自分の部屋へと逃げ込んだ。

　だが、すぐに扉が慌ただしく叩かれて、ドキッとする。

「だ、誰っ？」

「私だ。話を聞いてもらいたい」

　彼はここまでナディアを追ってきたのだ。

「嫌よ！　私……とにかく帰って。誰かに聞かれたりしたら……」

　男性が部屋の前にいたなんて噂が広がると困ってしまう。

「……わかった。明日、ちゃんと話そう」

　彼はやっと諦めたようで、そう言い残すと去っていった。

　ナディアは胸を撫で下ろしつつ、なんとも言えない気分だった。




　明け方、宮殿の中が急に騒がしくなっているのに気がつき、目が覚めた。

　いきなり隣国の軍が国境を越えてきたらしく、皇帝は兵士を急遽召集し、軍を率いて国境へと出かけていったのだった。

　可哀想な姫様……いや、実際にはもう皇妃様だ。しかし、ナディアの中ではまだリゼットは『私の姫様』だった。呼び名は変わっても、それは永遠に変わらないだろう。

　ユリウスも出立したのかしら……。

　近衛隊は当然一緒だろう。皇帝の傍らにいて守る隊なのだから。

　ヴァンダーン帝国は、いつも隣国と小競り合いを繰り返している。ナディアは、今回もみんなが、そしてユリウスが無事に帰ってきますようにと願った。

　彼には幻滅したはずなのだが、気持ちはそうすぐには切り替わらない。

　結局、ナディアはまだ彼に恋をしているのだった。




　ナディアはやるせない気持ちを持て余していた。

　しかし、宮殿生活は思い描いていたような生ぬるいものではないと気づいた途端、ナディアの生活は一変した。

　皇帝の叔母である公爵夫人が宮殿の雑事における権力を握っていて、その息子であるゲオルグと共に、何か画策しているのではないかという疑惑のせいだ。

　ゲオルグは現時点で皇帝の跡継ぎなのだ。つまりリゼットが皇太子を産めば、ゲオルグが帝位につく可能性は少なくなる。もしゲオルグが帝位を狙っているとすれば、リゼットは邪魔な存在だ。しかも、公爵夫人は皇妃が誕生したことで、今まで自分が甘受してきたものを奪われるかもしれないと焦っているようなのだ。

　だいたい、今も自分の配下の女官全員に、リゼットに対して冷たい態度を取るように指示しているらしい。

　それくらいならまだいいが、もしリゼットに危害を加えられでもしたら……。

　そうならないとも限らないでしょう？

　特に、リゼットが身ごもったりしたら……。

　考えると恐ろしすぎる。

　皇帝が不在の今、彼らは計画を実行するちょうどいい機会だと考えるかもしれない。ナディアは、テオとリゼットと話し合い、公爵夫人の企みについてそう推測した。

　そんなわけで、ナディアはテオと共に、リゼットの身の安全の確保を最優先させることにした。

　ユリウスを忘れるためにも、ナディアはリゼットに集中し、ただひたすら彼女のために働いた。

　リゼットの発案で、二人で宮殿内の各所を巡り、内部の見取り図を作ることにした。その行く先々で働く人と会話していく。すると、意外なことにリゼットは女官以外からは親しみを持たれ、情報をもらえるようになっていった。

　ナディアはそんなリゼットに感心し、改めて誇りに思った。

　公爵夫人達の陰謀を警戒し始めて以来、食べ物や飲み物に毒を仕込まれないように注意するようになった。料理人に頼みリゼットのために特別に用意してもらったものを、ナディアが厨房に取りに行き、直接本人に運んでいる。これには特に気を使う。なぜなら、毒を入れて殺害するのは簡単で、罪悪感が少なくて済む。女官でも命令されたら実行するかもしれないからだ。

　ナディアは、自分自身やテオにも同じようにして食事を運んだ。自分達が倒れたら、リゼットを守る者がいなくなる。それが心配だった。

　そして、そんな奮闘をしているうちに、やっと皇帝率いる軍隊が帝都に戻ってきたのだった。




　ヴァンダーン軍には死人が出ず、怪我人もそれほど多くはないと報告が入ってきていた。皇帝はもちろん無事で、その皇帝を守る近衛隊にも一人として怪我人はいないらしい。

　皇帝と近衛隊が門から入ってきたとき、ナディアはリゼットの傍らにいた。

　リゼットはもちろん皇帝ばかり見つめている。涙が零れたその横顔には、はっきりと皇帝に対する愛情がうかがえ、ナディアは心が熱くなってきた。

　同時に、少し羨ましくもある。

　リゼットの恋は成就している。皇帝もリゼットを愛しているのはその目つきでわかる。どこの時点で二人の間に愛が芽生えたのかわからないが、とにかく愛し合っている二人はすでに結婚しているのだ。なんの障害もなく、これからも末永く愛し合っていける。

　ナディアはユリウスのことを忘れたつもりだった。

　高嶺の花で、これから先もお互いの人生が交わることなんてない相手。

　しかも、婚約間近と言われている令嬢がすでにいるというのに、ナディアにキスをしてきたような男性だ。

　何度も忘れようとしてきたし、忘れたほうがいいに違いないと思ってきた。

　しかし、そう簡単には人の心は変わらないものだ。

　近衛隊長として帰還したユリウスは馬上の人だったが、とにかく素敵に見えた。外見に惑わされてはいけないと思いながらも、戦場に長くいたせいで、美しい容姿に野性みや渋みみたいなものも加わって、更に素敵になっていた。

　たとえるなら大人の男……という感じだ。

　いや、ナディアの年齢からすると、彼は最初から大人の男だったのだが、気安く口をきいていたので、そんな雰囲気はなかったのだ。

　でも、今は……遠い人という感じだ。

　だからといって、恋心はなくならず、更に燃え上がってきてしまい、ナディアは自分の気持ちを持て余していた。

　ふと、馬上の彼と目が合ってしまう。

　彼は食い入るようにナディアを見つめている。

　どうして、そんな目で私を見ているの？

　ナディアはなんとかその熱い眼差しから逃れた。彼とじっと見つめ合っていたら、何か大声で口に出してしまいそうだったからだ。

　そう、愛の告白とか、そういった類のものだ。

　ナディアは視線を逸らしたことで、この場でとんでもないことを叫び出さずに済んだ。

　皇帝と近衛隊は、宮殿の入り口に着くと馬から下り、解散した。

「リゼット……！」

　皇帝がリゼットに向かって微笑み、両手を広げている。リゼットはためらわずにその腕の中に飛び込んでいった。二人はひしと抱き合う。

　愛する人に愛されている。リゼットの幸せを見ながら、ナディアは近衛隊の人達と立ち去ったユリウスの後ろ姿が忘れられなかった。




　夜になり、兵士を慰労する会が開かれた。

　リゼットと皇帝が二人で過ごす時間がまた削られる。この会を発案した公爵夫人を恨みたくなったが、確かに戦った兵士達を慰労するのは当然とも言えた。

　ここに集まっているのは今回戦ってきた近衛隊の兵士達だ。もちろん近衛隊長であるユリウスも同席している。

　とはいえ、この会には食べ物や飲み物が出るので、ナディアはユリウスのことを考えている暇がなかった。前もって厨房で皇帝とリゼットの分を確保して、自ら彼らの前に運んだ。

　飲み物もきちんと管理している。他の者が寄ってきて勝手に彼らのグラスに酒を注いだりしないか、リゼットの後ろに控えながらしっかりと見張る必要があった。ナディアだけではなく、テオも少し離れたところから監視してくれている。いざというときのために、ナディアは味方に引き入れた下働きの娘も近くに置いておいた。

　万全の態勢を整えていたから、しばらくは何も起こらなかった。

　慰労会とはいうものの、主に兵士が飲み食いするだけのものだ。時間が過ぎていくにつれ、明らかに飲みすぎている者もいるようだから、そろそろ会はお開きになるに違いない。

　ナディアがそう思っていたとき、ワインの瓶を手にしたゲオルグが酔っ払ったような足取りで皇帝とリゼットのテーブルの前にやってきた。

　ゲオルグがどうしてこの会に紛れ込んでいるの？

　彼は戦いの場になんか出ていない。この宮殿や街で遊んでばかりだったのに。

　しかも、自分で持ってきたと思われるワインを、皇帝の空になったグラスに注いでいる。ナディアは慌てて立ち上がったが、まだ空いていないリゼットのグラスにもすでに注がれていた。

　ゲオルグは自分のグラスを掲げて、乾杯しようと言いだした。

　冗談じゃないわ！　そう思うと同時に、ナディアはリゼットの手からグラスを奪い取った。

「リゼット様には得体の知れないものを飲ませるわけにはいきません！」

　もちろんゲオルグは顔を真っ赤にして激高した。そして、ナディアに文句を言う。ナディアも負けじと言い返し、言い合いになっていく。すると、皇帝が間に割って入ってきた。

　彼は毒が入っているなど想像もしていないのか、自分が先に飲んでみせると言いだした。そんなわけにはいかない。リゼットの大事な人が怪しいワインを飲む前に、なんとかしなければならない。

　咄嗟に、ナディアは言っていた。

「いけません！　毒見なら私がします！」

　リゼットが止めようとしている。しかし、誰かが毒見をして、この場を収めなくてはならないのなら、それをするのは自分しかいない。

　ほんのちょっとだけ。それなら大丈夫よ。毒なら、きっと飲んだ瞬間にわかるから、吐き出せばいいだけだ。ナディアはそう思って、少しだけ口に含んだ。しかし、特別おかしな味はしない。

　よかった。毒ではなかったみたい。

　だが、飲み込んだ後、すぐに変調を感じた。吐き気がぐっと込み上げてきて、口元を押さえる。ワインがまだたくさん入っていたグラスを取り落してしまい、ナディアは意識の隅でドレスについたワインの染みのことを考えた。

　その意識も薄れていき、立っていられなくなる。

　リゼットの悲鳴が聞こえた。

「ナディア！　ナディア、しっかりして！」

　床に崩れ落ちたはずだが、リゼットに抱き起こされている。いろんな人の声が自分の上を通り過ぎていくが、言葉を発することができなかった。

　突然、自分の身体がリゼットの腕から別の人間の力強い腕に抱き取られた。

「ナディア！　目を開けてくれ！」

　ユリウスの声……？

　目を開けようとしたが、次第に意識が遠のいていく。暗い水底へと落ちていくような感じがした。

　ユリウスの腕に抱き上げられたところで、ナディアの意識は途絶えた。




　カーテンから差し込む朝の光を感じる。

　ナディアが目を開けると、そこにはリゼットの憔しょう悴すいした顔があった。

　ここは……私の部屋よね？

　ナディアは確かに自分のベッドで横になっていた。ここにリゼットがいることが不思議だった。

　傍らの椅子に腰かけていたリゼットはナディアが目を開けたことに気づくと、涙を流し始めた。

「どうなさったんです？　リゼット様……私、一体……？」

　毒入りワインのことを聞かされて、ナディアはようやく思い出した。慌てて起き上がろうとしたが、リゼットに押しとどめられる。

　どうやら意識を失っている間に、毒消しの薬草を煎じたものを飲まされたおかげで、命は助かったらしい。あれから朝まで眠ったままで、リゼットはずっとそばについていてくれたのだ。

　彼女は医者を呼ぶと言って、ベッドから離れていき、部屋の扉を開けた。

「ナディアが目を開けたわ」

　リゼットが外にいる誰かにそう告げた。その途端、ユリウスがすごい勢いで中に入ってくる。

「ナディア……！」

　ナディアは、まさかユリウスが部屋の外にいたとは思わなかった。

　彼はナディアの顔を見て、ほっとしたように息をついた。そして、ナディアの手を取り、自分の両手で包む。

　その温かさにドキッとする。

「よかった！　もう君が目を覚まさないのではないかと思って、ずっと怖かった」

　彼は本当に力が抜けたように傍らの椅子に腰かけた。扉が閉まる音が聞こえてきたから、この部屋に二人きりでいることになる。

「あ、あの……もしかしたらだけど、あなたが私をここまで運んでくれたような……？」

「ああ、そうだ。気がついていたのか？」

「なんとなく……。ありがとうございました」

　ナディアは自分だけ寝ているのも心地悪く、身体を起こそうとしたが、また止められた。

「まだ寝ていなくてはいけない。君が意識を取り戻すまでの間、君と同郷のテオという男と話していたんだが、君達は陛下と妃殿下が毒殺されるのではないかと疑っていたんだな？」

　テオがそんなことを話すなんて……と、ナディアは意外に思った。よほど信用できると思わなければ、そんな話をするはずがない。

「ええ。あの男が……ワインを持ってやってきたから、必死で止めたんです。でも、毒が入っているかどうかはわからないから……」

「それで自分で飲んでみたのか？　君は馬鹿だな。大馬鹿者だ！」

　ナディアは彼に罵倒されてムッとした。

「馬鹿じゃないわ！　私が毒見をしなかったら、陛下か姫様が飲んでいたんだから。身を挺してお二人を助けたのに、なぜ馬鹿呼ばわりされなくちゃいけないの？　だって……」

　彼にギュッと手を握られて、次の言葉が出てこなくなる。彼の手が震えているのに気がついたからだ。

「もちろん……君は陛下と妃殿下をお助けした。立派なことをしたよ。でも、君が倒れたのを見て、私は……生きた心地がしなかった」

　彼は本心からそう言っているのだ。

　そんなに心配してもらっていたなんて……。

　ナディアの胸の奥が熱くなってくる。

「わ、私……あなたと喧嘩していたと思うんだけど……」

「ああ。君はまだあのくだらない噂のことを信じているのか？」

　彼の瞳は澄み渡った空のように青かった。心に疾やましいところがある人の目ではない。

「噂は本当じゃなかったの？」

「もちろんだ」

　ナディアはほっと息をついた。

　彼はナディアを抱いて、ここに連れてきてくれ、一晩中、扉の外で待っていてくれたのだ。そして、意識を取り戻したとわかると、すぐにここに飛んできた。

　そんな人が女性を騙したりするはずがない。

　それには気がついていたが、本人の口から聞けて嬉しかった。

「ああいう噂があるのは知っていたが、真実ではないし無視していた。逆に、望んでもいない相手が近づいてくることがなくなったから、ちょうどいいと思っていたんだ。まさか君まで噂を聞いていたなんて知らなかった……」

「私……その、あなたに……ああいうことをされて、婚約する女性がいるというのに不実な人だと思ってしまったの。ごめんなさい……」

「いや、いいんだ。私も不実な人間は好きじゃない」

　彼はそう言いながら、ナディアの手の甲に優しく唇をつけた。

　カッと頬が熱くなる。

　ついでに、彼の唇を感じたところも熱くなってきたような気がしてくる。

　彼はナディアの真っ赤になった顔を見て、にっこり笑う。

「君のそういう純情なところが好きだ」

「……好きって……つまり、その……」

「余計なことを考えて誤解しないでほしい。私はいい加減な気持ちで言っているのではないんだ」

「でも、私は田舎娘で、あなたみたいな人とは釣り合わないわ」

　彼はゆっくりと首を振る。

「君ほど忠誠心や勇気があり、愛情深い人はいない。逆に、君ほどの人に釣り合う男はあまりいないと思う」

「それほどじゃないと思うけど」

　少し褒めすぎのような気がしてくる。ナディアはただ大事なリゼットのために心を込めて働いているだけだ。

「願わくば、君が『姫様』ではなく、私を一番大切に思ってくれたらいいと……」

　ナディアは返答に困ってしまった。

　ユリウスのことは好きだ。恋をしているのだろうと思う。不実な人だと軽蔑しようとしたが、やはりできなかった。

　けれど、リゼットより大切かと訊かれれば、正直なところ、ナディアにはまだよくわからない。

　なぜなら、ずっとリゼットを一番大事だと思い込んできたのだから。

「いや、今すぐ返事がほしいとは言わない。ただ、いずれそうなってくれたらいいと私が望んでいるということだけ、覚えておいてほしい」

　ナディアはようやく頷いた。

　これから先、彼との関係がどうなっていくのかわからない。だが、どのみち皇妃の侍女であるナディアと近衛隊長であるユリウスは、それほど顔を合わせたりしないのではないだろうか。

　そうすると、次第に心が離れていくだろう。それにナディアは……やはり釣り合いが取れないと思うのだ。

　もちろん、自分の望みとしては、彼と一緒にずっと過ごせたらいいと思っている。しかし、実際のところ、そうはいかない。いろんな意味で。

　やがて、医者がやってきた。入れ替わりにユリウスは部屋を出ていったが、ナディアの心の中はまだふわふわとしたままだった。




　毒入りワインのおかげでゲオルグが捕まって、一件落着かと思えば、そうはいかなかった。

　なぜかリゼットはアマーナリアに帰されることになり、宮殿を追い出された。

　ナディアやテオ、リゼットの側近は全員だ。

　けれども、リゼットはやはり只者ではない。言われて素直にアマーナリアに戻るはずもなく、そのまま帝都にある彼女の祖父の屋敷へ行き、テオとナディアと三人でこれからのことを話し合った。

　そこで新たに出たのは、公爵夫人に隣国のスパイが絡んでいるのではないかという推測だった。そしてその結果、リゼットとテオ、そしてナディアの三人はそれを突き止めるために、変装して宮殿に潜り込むことにしたのだ。

　リゼットは使い走りの少年に扮ふんした。テオは衛兵の見習いに、ナディアは掃除婦になり、仕事をしながらスパイを探し回った。

　掃除婦というのはスカーフで頭を覆っているから、顔がよく見えないし、おまけに女官達からすると、掃除婦は便利な道具のようなもので人間扱いされていない。つまり、掃除婦がそばにいてもペラペラと他人の噂話をするのだ。

　これほど情報収集に向いた職業はないかもしれない。

　ということは、スパイも掃除婦に成りすましている可能性があるということだ。

　テオの分析によると、男女のペアかもしれないとのことなので、ますます可能性は高まる。だから、ナディアは同じ掃除婦のことを観察していた。

　そんな中、一人、なんとなく怪しいと思う女に目をつけた。

　理由はないが、目の配り方とか歩き方が他の掃除婦と違う感じがする。とはいえ、確証があるわけではない。それに、ナディアもこの格好をしていると、何かと用事を言いつけられることが多くて、彼女の後をつけるところまでなかなかたどり着けない。

　だから、一応、テオにもその女のことは話しておいた。

　もし彼女がスパイなら、彼女をつけていれば、他のスパイと接触しているところを見つけられるかもしれない。いやその前にスパイだという確証を得なくてはいけない。

　でも、どうやって……？

　掃除用具を持って移動しながら、いろいろ考えていると、不意に腕を掴まれた。悲鳴を上げそうになったものの、腕を掴んだ相手を見て力を抜く。

「なんだ、あなただったの」

　しか、ユリウスはにこりともせずに、ナディアを物陰に連れていった。

「君は一体何をしているんだ？　だいたいアマーナリアに帰ったんじゃなかったのか？」

「姫様が陛下を守るって言うから、私とテオも姫様を守るためにも毒入りワインの犯人捜しをしているの」

　彼は呆れたように首を振った。

「まさかと思うが、妃殿下も変装して宮殿に忍び込んでいるのか？」

「もちろんよ」

「とんでもない話だ。君達がそんな真似をしなくても、陛下がちゃんと犯人捜しをしているよ」

「ええ、そうみたいね。でも、掃除婦って便利なのよ。いろいろ貴重な情報が聞けちゃうし、この分だと犯人が見つかるまでに、そう時間はかからないはずよ」

「ナディア……。私は君に自分を大切にしてもらいたいんだ。君はそんなに『姫様』が大事なのか？」

「ユリウス……」

　思わず彼の名を呼んでしまい、顔が真っ赤になる。今まで彼の名を口にしたことはない。心の中では何度もあるが。

「ご、ごめんなさいっ。馴れ馴れしく呼び捨てにしてしまって。近衛隊長ですものね。ユリウス様とか呼んだほうがいいかしら」

「いや……いいんだ。わかっているだろう？　私は君に馴れ馴れしくしてもらいたい。よかったら……もう一度呼んでくれないか？」

　ナディアは照れながら、彼の名前を口にする。

「ユリウス……」

　彼は嬉しそうににっこりと笑った。

「よし。だが、君達のスパイ活動を見過ごすわけにはいかない」

「そんな……。陛下に告げ口をするのはやめて」

「そういうわけにはいかないんだ。知ってしまった以上、何もなかったことにはできない。妃殿下に何かあったら、どうするんだ？　犯人に気づかれて逆に……」

　ナディアは彼の言うとおりのことを想像してしまい、青ざめる。

　リゼットがあの格好でいる限り、スパイにわかるわけがないと思い込んでいたが、万が一ということもある。

「わ、わかったわ。でも、一日だけ待ってほしいの」

「それはできない」

「私のお願いを聞いてくれないのっ？」

「君に少しでも危険があると思う場合は」

　彼は私を気遣ってくれている。

　それは嬉しいが、やはりナディアは自分のやりかけたことを全まっとうしたかった。

「わかってくれたね？　妃殿下を捜して、もう部屋に戻るんだ」

　ナディアは仕方なく頷いた。

　もちろん……頷いただけで、頭の中では別のことを考えていた。こうなったら、手っ取り早く公爵夫人の部屋にでも忍び込んで証拠を掴んでしまおう。

　ユリウスが宮殿の中に入っていくのを見て、ナディアは別の通路、別の階段を使って駆けていった。

　身分の高い人々が使う階段と、そうでない人が使う階段は違うものなのだ。そして、裏階段のほうが目的地に最短で着くようにつくられている。

　なんて便利なの！

　ナディアは途中でテオと会った。手短に事の次第と自分の目的を告げる。

　テオは難しい顔をした。

「危険だ。そこまで突き止めたなら、もうそれでいいんじゃないか？　後は陛下の部下に任せればいい」

「でも、今の私にできることをしたいのよ。確かな証拠はないんだから。とにかく最後の仕事だけ私にさせて！」

　これが終わったら、こんな無茶なことはしない。

　そう約束して、ナディアはテオと共に、公爵夫人専用のサロンに向かった。もしスパイと接触するなら、私室ではなく、こうしたサロンではないかと思ったのだ。いくら手を組んでいる相手でも、自分の部屋にスパイを入れたくはないだろうから。

　テオは廊下に置いてある大きな石膏像の陰に隠れて、何かあったら助けに来てくれるという。

　ナディアはなんの前触れもなく、ごく自然にサロンの扉を開いた。外から扉越しに中の様子をうかがっていたとき、ひそひそと話す声はなんとなく聞こえていた。

　つまり、チャンス到来というわけよ。

　サロンは目を見張るような豪華な内装に、高価な家具が置いてあり、中でも目を引くのは中央に配置された長椅子や椅子、そしてテーブルのセットだった。

　そして、そこに座っていたのは公爵夫人と……謎の掃除婦だった。

　無論、掃除婦がそんな椅子に座るなんてことは、絶対に許されないことで、まして公爵夫人がそれを許すなんてことは、絶対にないことだ。

　彼女が変装したスパイでもない限り。

　当たりってわけね。

　掃除婦は慌てて立ち上がった。

「これは……公爵夫人がお優しくて、疲れている私を労わってくださったのよ」

　ああ、言葉に少し訛りがある。

　外国の言葉みたいな。

　公爵夫人は威厳を持って、ナディアに尋ねた。

「あなたはなんのために、ここに勝手に入ってきたの？　ここはもうこの人が掃除をしているんだから……」

　ナディアはにっこり笑った。

「そうですね。失礼しました」

　確証を掴んだも同然だから、ナディアはさっさと退散することにした。

「ちょっと待って。あなた……」

　女スパイが近づいてきて、スカーフを毟むしり取られる。ナディアは知らなかったが、相手はナディアの顔を知っていたらしい。

「皇妃の侍女ね！」

　公爵夫人が金切り声を上げた。

「なんですって！　私達をスパイしに来たのね！」

「スパイしていたのはあなた達でしょう？」

　思わず本音を洩らしてしまい、ナディアは顔をしかめた。女スパイはナディアに迫ってくる。

　そのときだった。扉の向こうで何やら取っ組み合いでもしているような音が聞こえてきた。そして、テオの叫ぶ声が聞こえた。

「こいつがスパイだ！」

　それを聞いた瞬間、女スパイは形勢不利と見て、部屋を飛び出していった。ナディアは咄嗟に掃除用具を捨てて、追いかけていく。

　テオと見知らぬ男が戦っていて、衛兵も駆けつけている。ナディアは顔見知りの衛兵を見つけて叫んだ。

「彼女を捕まえて！　スパイの仲間よ！」

　女スパイは捕まったが、男は逃げ出した。そして、その直後、銃声が聞こえて、テオが倒れた。

　嘘……！

　男はそのまま逃げていき、衛兵が追いかけていった。

「テオ！　テオ！」

　ナディアは彼に駆け寄った。腕を押さえていて、そこから血が流れている。気が遠くなりかけたが、すぐにしっかりしなくてはと思った。

「今、止血を……」

「いや、大した怪我じゃない。俺達もスパイを追いかけるぞ！」

　テオは立ち上がり、走っていく。ナディアとしては、後は衛兵に任せればいいのではないかと思ったが、テオが心配なのでついていった。

　衛兵達が立ち止まっているので、テオとナディアは何事かと彼らをかき分けて前に出る。

　そこには、男に銃を突きつけられているリゼットがいた。少年の格好をしているが、なぜだか帽子はなく、豊かな金色の髪と顔が露あらわになっている。

「リゼット様！」

　向こうにはリゼットを追いかけてきたらしい皇帝がいた。ナディアがユリウスに見つかったように、彼女も皇帝に見つかったに違いない。逃げようとして、たまたまスパイと行き当たったということだろうか。

　男は女スパイの解放を要求し、更に逃げるために馬二頭を用意しろと言っている。

　もしかして、あの男はリゼット様をこのまま連れていくつもりでいるのかしら。

　冗談じゃないわ！

　どうにかして助けなくちゃ。でも、どうすればいいの？

　そのとき、アンドレアスが身代わりを申し出た。衛兵達の間に動揺が走る。皇妃が人質でも困るが、皇帝が人質になどなったらこの国はどうなるのだろう。

　陛下はそれほどまでにリゼット様を愛しているのね。

　ナディアはその愛の深さに驚いてしまった。

　だって、それは国よりリゼット様を愛しているということだから。

　いや、もちろん単純に比べているわけではないだろう。けれども、少なくとも自分の命よりもリゼットを愛しているという彼の覚悟がわかった。

　胸に感動が溢れてくる。

　ああ、でも、そんなことより姫様をお助けしなくては！

　そう思ったとき、リゼットがいきなりペラペラとしゃべり始めた。スパイに説教している。皇帝を人質にするのは甘すぎる考えだと言っているのだ。人質にすべきなのは自分なのだと。

　しかも、国境で自分を解放するようにと。

　男は女スパイにリゼットの口を塞げと言っている。女スパイが自分のスカーフを取って、猿ぐつわを噛ませようとしたときに、男の銃がリゼットの頭から少し離れた。

　そのときをリゼットは待っていたのだ。

　農作業で鍛えた腕力で、スパイの顎を下から殴っていた。女スパイは再び捕まり、男はすでに気絶していて、縛り上げられた。

　すごい！　さすが姫様！

　そんなリゼットは皇帝にしっかりと抱き締められていた。リゼットも彼の背中に手を回して、しっかりと抱きついている。

　そして、二人は口づけを交わした。

　ナディアはそのとき悟った。

　ああ、もうリゼット様は『私の姫様』ではないんだわ……。

　幼い頃から一緒にいて、遊んだり学んだりいたずらをしたり……。そして、十二歳になって侍女に指名されてからは、リゼットに忠誠心のすべてを捧げてきた。

　時には秘密を共有し、何かあればそばにいて、笑ったり泣いたり慰めたり……。

　もう、彼女にはそんなことは必要ではないのかもしれない。

　リゼット様には陛下がいる。

　愛する人が。

　侍女であり、幼なじみの友人でもあり、『腹心の部下』を気取っていたナディアは、これまで数えきれないくらい彼女の冒険に付き合ってきたけれど、これからはそんな必要もないのだろう。

　だって、リゼット様はもう幸せだもの。

　冒険は終わり。

　大事なリゼットのために喜ぶべきかもしれないが、ナディアは複雑な気持ちを抱いていた。




　宮殿に忍び込んでから、そう何日も経っていないが、ナディアは久しぶりに自分の部屋に入ったような気がした。

　しばらくゆっくり休んでいいとリゼットに言われたのだが、スパイを追いかけたりしたせいで興奮して休むどころではなかった。

　だから、一度リゼットの部屋へ行ったところ、テオもやってきたので、しばらく三人で話をした。公爵夫人とスパイの関係がどうなっていたのか知りたかったのだが、結局、それはわからずじまいだった。

　いずれ真相は耳に入ってくると思いつつも、今はまだはっきりわからないのがもどかしかった。

　この件はすべて終わった……と見ていいのだろうか。

　なんとなく釈然としない気持ちで、部屋に戻る。扉を開けて、消したはずの明かりがついていてドキッとした。

「どこに行っていたんだ？」

　部屋の椅子にユリウスが勝手に座り、寛くつろいでいる。

　いつの間に……！

　ナディアはあっけにとられたが、慌てて扉を閉めた。

「勝手に部屋に入らないでください！」

「君と話したかったんだ。少しくらい思いきったことをしないと、君はつかまらないし。私の言うこともちっとも聞いてくれない」

　そういえば、彼は、リゼットやナディア達が宮殿に忍び込んで余計なことをしようとしていると、皇帝に言おうとしていたのだ。その間に、ナディアはテオと共にまさに余計なことをして混乱を引き起こした。

　丸く収まったからいいようなものの、リゼットに何かあったら後悔してもしきれなかっただろう。

「あの……聞いたかしら」

「ああ。聞いた。大捕物があったそうだね。君の『姫様』が大活躍したと」

「そのことだけど……。リゼット様はもう『私の姫様』ではないってわかった気がするの」

「心境の変化があったみたいだな」

　ユリウスは立ち上がって、にっこり笑った。そして、立ったままのナディアに近づき、手を引いて、自分が座っていた椅子に座らせた。

「詳しく聞かせてくれないか」

「リゼット様には私が必要だって思っていたの……。私がお守りしなくてはって。だけど、これからは陛下がいる。リゼット様のことをあんなにも深く愛している陛下がいるから、私はもうただの侍女でいればいいんだって……」

「寂しいかい？」

「少し……。でも、これでよかったんだってわかったわ。私もいつまでもリゼット様の後を追いかけてはいけないんだから」

　リゼットの人生と自分の人生はもう少し交わったままだと思っていた。しかし、それは間違いだった。

　彼女が結婚したときに、その交わりは外れつつあったのだ。

　もちろんまだ侍女ではあるし、侍女でなくなったとしても、いい友人でいることは間違いない。

　だけど、彼女のそばには愛する夫がいて、そのうち子供達がいることになる。

　私はその中にはいないのよ。

「それならよかった」

「え？」

「君を説得する手間が省けた」

　ユリウスはそっと跪いて、ナディアの手を取った。

　彼の瞳はキラキラと輝いている。

「ナディア、私の花嫁になってくれ」

「えっ……本当に？　私、私……」

「釣り合うだのなんだのという話はもうやめにしてくれ。悪いが、君のことはアマーナリア国王に問い合わせてみた。田舎娘なんて言っていたが、貴族の娘だそうじゃないか。私の妻になるのになんの支障があるだろうか。堂々と嫁いできてくれ」

　彼は本気でそう言っているらしい。

「だけど、貴族といっても貧しいし、田舎育ちだし……」

「そして、妃殿下の幼なじみだ。母も弟達も賛成してくれている。陛下にも話したし、後は君が受け入れてくれるだけなんだ」

　ユリウスは、本当に本当に本気なのだ。

　やっとナディアの胸に喜びが湧き上がってきた。

「ありがとう……ユリウス」

　ナディアはなぜだか涙が出てきそうになりながらも笑顔になった。

「あなたの花嫁になるわ！」

「ナディア……！」

　二人は立ち上がって、抱き合った。

　彼の温もりが愛しくてたまらない。

　これから、彼が『私の愛しい旦那様』になるんだわ。

「愛してるよ、ナディア」

　彼の囁きが胸に染み入ってきて……。

「私も……愛してる」

　今は素直にそう言える。

　頬を両手で包まれて、目を見つめ合う。

　そうして、二人は優しい口づけを交わした。




【Ｆｉｎ】







あとがき







　ベリーズ文庫では初めまして。こんにちは、水島忍です。

「皇帝陛下の花嫁公募」、いかがでしたでしょうか。

　この話のヒロインである貧乏国の王女リゼットは、男装して農作業の手伝いをするような変わったお姫様です。国のために皇帝アンドレアスの花嫁になって玉の輿に乗ろうとしますが、謎の男性アロイスに恋をします。ところが、アロイスの正体は変装したアンドレアスで……。なんかややこしいことになってしまいます。

　花嫁候補の中から勝ち抜くためには試験をクリアしなくちゃいけないし、他の上品な娘達からは白い目で見られるし。

　おまけに、アロイスは口説いてくるし！

　だいたいアンドレアスは彼女が花嫁候補だと知っているのに、わざわざ身をやつして口説くという、わけの判らないことをします。それは彼がとてもロマンティストだからなんですけど、リゼットにしてみれば騙されていたのも同然なんです。

　悩むリゼットに、傷つくアンドレアス。いや、彼は自業自得なんですけど。ちょっとはリゼットの身になって考えてくださいよー。

　そして、無事に花嫁に選ばれた後も、リゼットの試練が続きます。

　宮殿生活ではアンドレアスの親戚や女官に無視されたり、とんでもない陰謀に巻き込まれたり、波瀾万丈なのです。故国から連れてきた幼なじみの侍女ナディアと護衛のテオと共に、陰謀解決のために変装して宮殿を駆け回り……。

　リゼットを愛しているアンドレアスは彼女を守ろうとしますが、なかなか一筋縄ではいかないのです。でも、そういう彼女だから愛しているんですよね～。

　二人は幸せになりますが、おてんばの系譜は子供にしっかり受け継がれているようで……。アンドレアスパパは将来大変だと思います。

　番外編は侍女ナディアから見た話で、彼女の恋物語でもあります。近衛隊長ユリウスはリゼット命のナディアをどう攻略したものかと考えたでしょうね。

　表紙イラストはすがはらりゅう先生です。軍服着用のアンドレアスと元気なリゼットがとっても素敵です～。私の作品では初軍服！　どうもありがとうございました！

　それでは皆様、この物語を楽しんでいただけたら嬉しいです。




水島みずしま忍しのぶ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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